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平成２０年第４回邑南町議会定例会議事日程（第９日）

平成２０年６月１９日（木）午前９時３０分開議

開会、開議宣告

議事日程の報告

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 一般質問

平成２０年 第４回 邑南町議会 定例会（第９日）会議録

平成２０年６月１９日（木）

―― 午前 ９ 時３０分 開議 ――

～～～～～～～～○～～～～～～～～

開議宣告

おはようございます。今日も大変蒸し暑ぅございますので、背広ネクタイははずし●議長（三上徹）

ていただいて結構でございます 開会時だけ扉をしめておりますが 途中で扉を開けさしていただ。 、

きますので よろしくお願いいたします それでは定足数に達しておりますので ただ今から平成、 。 、

２０年第４回邑南町議会定例会第９日目の会議を開きます 本日の議事日程は予めお手元に配布し。

たとおりでございます。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１７番桑野議員、１８番日高勝明●議長（三上徹）

議員お願いをいたします。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

日程第２ 一般質問

日程第２、一般質問に移ります。昨日に引き続きまして、一般質問を行います。通●議長（三上徹）

告順位第６号、藤原議員登壇をお願いいたします。

はい、議長。●藤原議員（藤原光三）

はい、藤原議員。●議長（三上徹）

おはようございます。１３議員の藤原でございます。今回私は、３点ほどお●藤原議員（藤原光三）

伺いしたいというふうに思います まず １点目は通告にございます質問事項の中の 危険箇所に。 、 、

ついての本町での 把握状態はどうなっとるかということ このことはですね まあ あのぅ 谷、 。 、 、 、

止め工は町内にいくら 何カ所かあるわけでございますけれども そこらのことをちょっと聞いて、 、

。 、 、 、 、みたいなというふうに思います それから ２点目として しましては 避難指示の発令基準は

まあ 各所に出されると思うんですけれども どういった系統でですね どういうスピードでいく、 、 、

、 、 。 、 、のかなっていうことを まあ お聞きしたいなということ それとですね そのことについては

まあ あのぅ なぜかと申しますと直下流に民家があったりするということもあるんではないかな、 、
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という気がしますので まあ 避難指示 指令ですね そういったことも聞いてみたいなというこ、 、 、 、

と それから ３番目のですね 危険予知ということでは 本町には町が管理しとる橋なんか 橋。 、 、 、 、

梁がたくさんあるわけでございますけれども 鉄でできた橋あるいはコンクリート まあ 木橋は、 、 、

恐らくないと思うんですけれども そういったもののですね やはり劣化状態とか腐食状態への調、 、

査 そういったものがいかに成されておるのかなっということを まあ 順次聞いていきたいとい、 、 、

うふうに思います 私は今回ですね 自然災害について まあ それの防止とか調査 避難につい。 、 、 、 、

、 、 、 、て 今お伺いするということ申し上げましたけれども まあ 今梅雨に入ったわけですけれども

梅雨末期とかですねえ 台風の時期の自然災害というのは まあとかく多発するわけでございます、 、

けれども 私 こう考えてみますのにですね 昭和１８年 といえば まあ みなさん いつのこ、 、 、 、 、 、 、

とかいなと思われるかも分かりませんけれども 昭和１８年に出羽川の大洪水というのがございま、

した ほいで 口羽地区なんかの耕地はかなり流出したわけですね ほいでこの時は出羽川が大氾。 、 。

。 、 。濫をしたわけです そいから２年経ってですね 昭和２０年に今度は江川が大氾濫を起こしました

そしてこの時はですね 要するに出羽川が堰き止められて バックウォーター 後ろへ水が戻って、 、 、

きましてね 口羽の今の現在ある駅あたりから まあ 私は町におるんですけれども 私どもの家、 、 、 、

のちょっとおきの 今公民館 前の公民館がありますけれども そこらあたりまで全部水没しまし、 、 、

た まあ そういうことがございました 昭和１８年の時にはですね 家が一軒流れました 私は。 、 。 、 。

子供心に覚えておるんですけれども 大きな藁葺きの家がですね 今 ちょうど温水プールがある、 、 、

、 、 、 、 、とこに 民家が一軒あったわけですけれども それが まあ 昼からの３時ごろだったですかね

わーっと浮いてですね 流れる 子供心に私らもその家をおわえてですね 道を走っていって 次、 。 、 、

の橋に まあ ひかかって その橋を流してですね いったというのを まあ 今覚えとるわけで、 、 、 、 、 、

すけれども まあ そういう災害がごさいました そいからこんど まあ ３８年の豪雪 これは、 、 。 、 、 、

瑞穂町でも 死亡者がでましたね 林さんという方が亡くなられましたけれども まあ そういう、 。 、 、

豪雪 そいから今度４７年にはですね 江の川の大水害 これは三次の駅あたりも完全に浸かりま。 、 。

、 、 、 、 。 、して 私も まあ よそへ出とったわけですけれども テレビで毎日これを見ておりました まあ

これもやはりですね 梅雨の末期とか あるいは９月の台風時期という時の まあ 災害であろう、 、 、 、

かというふうに思います ほいでこれ４７年の時にですね 江の川に架かっております両国橋は流。 、

出しました これはですね それから まあ 最近では５８年の５・８災害ですね 特に羽須美地。 。 、 、 、

区は１００億とか１２０億とかいわれる いわゆる激甚災で３年間で まあ 復帰をしたわけでご、 、 、

、 、 、 、ざいますけれども 羽須美地区で見る限りですね やはりこれだけの大きな災害 洪水があって

私どもも経験してきたわけでけれども 幸いにですね こう考えて見ますと 人災というのがない、 、 、

んですよ 人が 人命を失ったということが一つもないんですね ほいで 考えてみますとですね。 、 。 、

え 昔というのは今ほどには携帯電話もあるわけじゃあなし 無線があるわけでもなしですね 何、 、 、

故 そのぅ 人がそういうふうにして災害に遭わずに 人災に遭わずにうまく避難をしたんだろう、 、 、

かなということを 私いつも思うですよねえ で 最近は なんかちょっと災害があると必ず人命、 。 、 、

。 、 、 、 、が失われておるという なんかちょっとおかしいなという まあ 気がするわけですけれども 私

考えてみますのに まあ いわゆる自然 生態系といいますか 自然のそのものがですね 今ほど、 、 、 、 、

には壊されてなかったということ それで まあ 雨が降ってもですね じわじわじわじわ水が出、 、 、 、

てきて ほいで避難する時間が十分にあったんかなあという気もするわけですね 一方でね です、 、 、

から その今生態系が壊されて そのぅ 降れば一気に流れて来るという 逃げる暇も 連絡する、 、 、 、 、

暇もなにもないというのが まあ あちこっち 地球規模でそういう現象が起きてるんかなあとい、 、 、
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う気も まあ 一方でするわけですけれどもね まあ そういうふうにして 非常に気象状況も変、 、 。 、 、

わり 生態系も変わってきたということで非常に怖くなってきたということで うんで まあ 人、 、 、 、

、 、 、間社会においてですね 安心安全という言葉が 使われだして久しいわけでございますけれども

最近の世の中を見てますとねえ 何を信頼していいんかなっていうのが こう 頼りどころがない、 、 、

、 。 。 、 、 、ような 世の中になってきたんかなあという気がするわけですねえ はあ ほいで まあ 環境

住環境の問題にしても 食品の問題にしてもですねえ まあ 我々のすんどる社会環境 その他も、 、 、 、

ろもろですね さらにはその治安の状態 これも まあ 無差別殺人というのがね 非常に流行っ、 、 、 、 、

。 、 、 、 。ておると 誰でも殺しゃあええんじゃあというふうな 非常に怖い まあ 世の中になっておると

まあ 正に世の中の安心安全という言葉がですね 根底から覆されておるんかなといっても過言で、 、

はないと思います 自然災害の発生にしましてもですねえ ミャンマーあるいは中国の四川省 ま。 、 、

、 、 。 、たつい最近発生しました岩手 宮城の 内陸地震という災害が立て続けに起こっております まあ

そういう社会現象からですね 本町内を見渡したところ 梅雨期に入るですね 集中豪雨でも降っ、 、 、

たら 災害が 発生が予測されるんではないかなということを 私 先ほど申しました そういう、 、 、 、 、

ことを思いながら 今回この質問にたったんで その防止策についてですねえ また 危険箇所の、 、 、 、

把握はどの程度できているかということをね、ちょっと聞いてみたいなというふうに思うわけで

す それで まあ 具体的にですね まず １点目としまして 本町内には小さな谷がいっぱいあ。 、 、 、 、 、

るわけです 急峻なとこもございます 緩慢なとこもございますけれども そういったとこにです。 、 、

ね 昭和３０年代の後半からどんどんどんどん谷止め工という簡単な砂防みたいなものができてき、

たわけですけれども これはですね 中へ堆積した場合には 掘り出すというんではなくて それ、 、 、 、

は埋め殺しという それが堆積することによってですね その山の山裾が固まるよという それが。 、 、

満杯になれば 次のその下にですね また 次のを作るというふうなことでやってきておるわけで、 、 、

すけれども ここ最近谷止め工の工事というのはあまり聞かないわけですけれども 今現在ある谷、 、

止め工の中 内側がですね 満杯になっておればこりゃあオーバーして 直下流にもし家どもあれ、 、 、

ば 流れて来るわけですから まあ そこらのですね 点検なんかはどうなっておるのかなという、 、 、 、

ことですね。まずこのことを１点ちょっとお聞きしたいなというふうに思います。

番外。●建設課長（州浜芳文）

建設課長。●議長（三上徹）

、 、 。 、●建設課長（州浜芳文） そいじゃあ あのぅ 谷止め工について申し上げさしていただきます まあ

谷止め工につきましては砂防のダムと治山のダム 二つのタイプがございまして まあ 議員さん、 、 、

よくご存じだと思いますけども まず 砂防ダムについて申しあげます と まあ そういう土石、 、 。 、 、

流を防ぐためにつくった砂防ダムでございまして 町内に３７渓流の４１基が今 設置されておる、 、

とこでございます まあ この砂防ダムにつきましては３年に１回程度の まあ 頻度でございま。 、 、 、

すけれども 定期点検を実施されておるところでございます あるいは あのぅ 大規模な出水あ、 。 、 、

るいは あるいは地震がですね あった場合には 随時に点検をされておるというとこでございま、 、 、

して 満砂に 土砂がいっぱいになったときにはですね ダムの中の土砂を取り除くということを、 、 、

しておるとこでございます まあ これも 民家に近いところのダムから とっていくというのが。 、 、 、

。 、 、 、原則でございます まあ このダムの中の土砂をとるというのは 県の単独事業でございまして

リフレッシュ事業というのがございます まあ これによりまして年２カ所 ２基程度の土砂を取。 、 、

り除いて頂いておるとこでございます まあ そういうことで 堰には あのぅ 治山と砂防 先。 、 、 、 、 、

ほど申し上げましたように、砂防ダムというのは丸い穴があいておるものが砂防ダムでありまし



- 5 -

て 四角い穴がち 治山のダムというふうにご理解いただきたいと思いますが 丸い穴の開いてい、 、 、

るダムについては ああして 土砂を取り除いておるというのが実態でございます まあ 取り除、 、 。 、

、 、 、 、 、 、いていただいたのが１７年に２基 １８年１基 １９年３基と まあ ここ毎年ですね １から

まあ ３基 ２基程度の 平均２基程度の 平均２基程度の満砂の土をとっていただいておるいう、 、 、 、

のが実態でございます まあ 治山ダムにつきましては 町内に３７０基程度の が設置されてお。 、 、 、

りまして まあ これは先ほど議員さんおっしゃいましたように 中の土を取り除くというのはや、 、 、

、 、 、っておらないのが原則でございまして これはダムを造ることによって 河床の勾配を緩くして

、 。 、 、 、 、こう 造ってはすとんっと落としということですね で まあ 造りまして 満杯になりますと

。 、今度は上流に向かってダムを造っていくというのが治山ダムの設置する条件でございます まあ

、 、 、 、従いまして 先ほど申し上げましたように 砂防ダムにつきましては 取って一杯になりますと

、 。 、取り除くわけですが 治山ダムについては上にやっていくというのが原則でございます ただし

まあ 非常に危ないよという まあ 特別な理由の場合はですね まあ 砂防ダムについても 砂、 、 、 、 、 、

防ダムじゃあございません 治山ダムについても 撤去していくというのがございます まあ こ。 、 。 、

れは非常に例外的ではございます この治山ダムの方の点検につきましては まあ 今まで随時と。 、 、

いうことでございましたけども 今年２０ ２１年度２年間に渡ってですね 川本の県央県道整備、 、 、

事務所の方でございますけども ２年間に渡ってコンサルの方へ委託をしながらですね この点検、 、

をやっていこうというのが今示されたとこでございまして 既に今 ２ ３カ所はやっていただい、 、 、

たところでございます まあ そういうことで 砂防ダムと治山ダムというのは そこのところが。 、 、 、

違うとこでございます まあ こうして 今回２０ ２１年ちせん 治山ダムにつきましても点検。 、 、 、 、

していくということでございますんで それで まあ 例外的なこともこれはもう土を取らにゃあ、 、 、

いけんよということがございましたら また ２１年度に 例外的ではございますけども 取って、 、 、 、

いただけるんじゃないかというふうに思っておるとこでございます まあ 治山ダムにつきまして。 、

、 、 、 、 、 、は新規に造っていただいておるのが にじゅう １７年に２基 １８年２基 １９年１基 まあ

１基から２基というのを毎年 県の方で設置していただいておるとこでございます まあ この砂、 。 、

防ダムあるいは治山ダムともですね 県が設置して 県が管理していただくというのが原則でござ、 、

いまして まあ 我々町はそれのお手伝いということになろうかと思いますけども まあ そうい、 、 。 、

う状況でございます。

議長。●藤原議員（藤原光三）

藤原議員。●議長（三上徹）

はい、まあ、今、あのぅ、私がですね、この思っておったのは、今課長おっ●藤原議員（藤原光三）

、 。 、しゃるような いわゆる治山の方ですね いわゆる３７０基ということおっしゃったんですけども

まあ あのぅ 砂防ダムについては課長おっしゃるようにですね 溜まれば 重機を持って入って、 、 、 、

中を掘ると 採ると 土石 堆積したものを採っていくということですけれども まあ 治山ので、 、 、 、 、

すね 小さな段の目については 今の 今おっしゃるように そのぅ まあ 羽須美の例でいきま、 、 、 、 、 、

すと 下へ１基つくったわけですけども まあ 上へ 上へというのが 常道かも分かりませんけ、 、 、 、 、

ども そういうふうにしてですね 谷を止めていくということでございますけれども まあ 直下、 、 、 、

流に民家のあるところから いわゆる近辺に家のあるところから 内部点検あるいは内部の堆積を、 、

取っていくということを今いわれたので まあ 私も安心したわけですけれども まあ そういっ、 、 、 、

た まあ 県の治山でございますけれども まあ 町としてもですね やはり気をつけてもらわん、 、 、 、 、

と 一旦事故でも起きれば大きなことになるということでございますので まあ そこらがどうか、 、 、
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、 。 、 、 、 、 、なという 私は懸念を持ったわけでございます それで まあ １９年 １７ １８が２基ずつと

１９年に１基ということでございますけれども まあ 合併する以前は各町村で毎年２基ないしは、 、

、 、 、 、 、３基ぐらいの まあ 予算がついてですね やっておったというは私記憶にあるんですが まあ

今 そういうふうなことになかなかならんのかなということを思うわけです で まだまだ その、 。 、 、

ぅ みなさん ご存じのように羽須美地区っていうのは 急峻なところがおゆうございまして や、 、 、 、

ってほしいなというとこがずいぶんあるわけございます はい だから まあ 例え １基 ２基。 、 、 、 、 、

にしてもですね そういった 直下流に民家がある あるいは近辺に民家があるというとこをです、 、 、

ね 重点的に調査し リストアップしてですね やっていただきたいなというふうに思います そ、 、 、 。

れから次にですね まあ 避難指令のですね 基準と申しましょうか まあ 降水量とかいろいろ、 、 、 、 、

なものを基準にしてですね この避難せえよということの指示が まあ 本所から各支所に流れて、 、 、

、 、 。 、いくと思うんですけれども その命令系統といいます 命令系統とですね それから何を基準に

どういったときにどういった指示を出すのかということをですね まあ あのぅ 町とすればこの、 、 、

秋頃を目途にですかね ハザードマップをだしておることも ちょっと聞いたんですけれども そ、 、 、

こも含めてね、お話いただければと思うですが、よろしくお願いいたします。

番外。●総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

ええっと ２点目の あのぅ 避難指示の発令基準について 避難指示の発令●総務課長（日高禎治 、 、 、 、

基準は支所等に示されておるかというご質問でございます 邑南町になりまして 地域防災計画は。 、

平成１８年度に策定をしております これは 風水害等対策編と震災編これの２種類からなってお。 、

。 、 、 、 、るものでございます この防災計画は大別しまして まあ 中身をいうわけでございますが 予防

予防計画あるいは応急対策計画 ほいから公共施設災害の予防 農業施設災害の あっ 失礼しま、 、 、 、

。 、 。 、した 復旧復興計画 事故災害等の対策計画というものからこうなっておるわけでございます で

風水害の予防計画の中には まあ 浸水災害の予防とか 土砂災害の予防 ほいから建築物公共施、 、 、 、

設災害の予防等々 ２２からなる対策を載せております また 応急対策計画には３０からなる対、 。 、

策を また 復旧復興計画は３点の対策 事故対策計画８からなる計画をまとめておるところでご、 、 、

ざいます 議員のご質問の避難指示の発令基準につきましては この応急対策計画の分野に避難活。 、

動として基準を設けておるとこでございます そのうち避難勧告 指示及び避難命令の項目 ここ。 、 、

に避難準備 それから避難勧告 避難指示 この三つの基準を定めております この避難準備につ、 、 、 。

きましては 災害時要援護者避難情報 いわゆる要援護を必要とする方々に対して 情報を伝達す、 、 、

る行為をゆっておるわけでございますが まあ 災害時要援護者等 特に避難行動に時間を要する、 、 、

者が避難行動を開始しなければならない段階で 人的被害の発生する可能性が高まった状態 これ、 、

をいうものでございます そして あのぅ 避難勧告につきましては 通常の避難行動ができる者。 、 、 、

が避難行動を開始しなければならない段階であり 人的被害の発生する可能性が明らかに高まった、

。 、 、 。 、状況というものをいうものでございます そして最後に あのぅ 避難指示でございます まあ

前兆現象の発生や 現在の切迫した状況から 人的被害が発生する危険性が非常に高いと判断され、 、

た状況 また あのぅ 堤防の隣接地等 地域の特性等から人的被害の発生する危険性が非常に高、 、 、 、

いと判断された状況等いうふうにぶ 大別しております また 避難勧告 避難指示の区分としま、 。 、 、

しては それぞれ状況に応じまして 事前避難 緊急避難 収容避難というふうにこれを分けてお、 、 、 、

るとこでございます まあ なかなかこれは具体性に乏しいということからですね 町内では計画。 、 、

に沿って その避難勧告等の基準を別に定めております 大雨による土砂災害の危険性がある場合、 。
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の避難指示等は 気象庁と都道府県で発表される土砂災害危険度情報 この各レベルに応じて判断、 、

することになっておるものでございますが このレベルで申しあげます と 具体的に申しあげま、 。 、

す と レベル１から４までございます レベル１につきましては３時間後に土砂災害が発生する。 、 。

危険性があるというもの レベル２が２時間後に土砂災害が発生する危険性がある レベル３が１。 。

時間後に土砂災害が発生する危険性がある レベル４というのは既に土砂災害が発生する状態にあ。

るというふうな分類をしておりまして こういうものが現在 あのぅ 防災情報として流れてまい、 、 、

。 、 、 、 。 、 、ります それを に沿っての指示 勧告 準備等々という格好になってまいります また あのぅ

、 、 、河川災害につきましてもそれぞれ準備 勧告 指示として江の川水位の状況による対策あるいは

あのぅ 出羽川水位状況による対策を基準としてもっておるところでございます いずれも あの、 。 、

ぅ 本庁総務課と支所や各課との連携を密にしながらの対応としておるとこではございます 先ほ、 、

どいいましたように 気象庁などの警報等が出た場合は当然 本庁 支所においては防災担当ある、 、 、

いは担当課長は待機しながらこうした対応が判断できるような体制はとることとしております な。

お 昨年度からですが 災害時避難行動要支援者名簿の作成を集落や自治会を通じて行っておりま、 、

す 避難準備の段階で活用を図っていくのには重要なものと位置づけをしておるところでございま。

す それとハザードマップの件で ご質問を受けました 先ほどの１番目のご質問の に合わした。 、 。 、

ところであろうと思うんですが 今年度の予算にありますように ハザードマップの作成を計画し、 、

ております これは 国や県の補助金を受けて総合流域防災事業によって作成するものでございま。 、

して 現在補助申請を行っております これは 土砂災害危険区域を県が調査したものとか 河川、 。 、 、

局が調査した浸水危険区域を利用して災害予測図を作成するというものでございます 先ほど秋と。

いうことでございましたが あのぅ まあ 予算的といいますか できるだけ早いほうがいいと思、 、 、 、

いますが 今年度中に策定を予定しておるとこでございます まあ この地図に近辺の市の方が早、 。 、

くできておるところを見てみますと 避難所などを入れたものを作っておるのが現状です これを、 。

公民館単位に邑南町の場合は策定して 全戸に配布をしてまいりたいと考えておるとこでございま、

。 、 、 、 、 、 、 、す まあ 現在の指定 避難所が住民の方々 方々との その方々の まあ 意向に合うというか

あのぅ この これはというようなところがあったら見直しもしなきゃいけないと思っております、 、

が あのぅ そうした あのぅ 会合を開きながら このハザードマップを作ってまいりたいと思、 、 、 、 、

っております また あのぅ 既に地域においては あのぅ 夢づくりプランなので などで あ。 、 、 、 、 、 、

のぅ 防災体制 こういったことについて協議しておられるところを聞いております まあ こう、 。 。 、

したことを参考にしながら策定をしていこうと考えておるとこでございます この梅雨の時期が訪。

れる前にこの策定をするのが一番だということは 議員さんの質問にもあると ところでございま、 、

すが このような手順を踏んでの策定を考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います 以、 。

上でございます。

議長。●藤原議員（藤原光三）

はい、藤原議員。●議長（三上徹）

、 、 、 、●藤原議員（藤原光三） はい まあ 今説明を受けまして 私も納得したわけでございますけれども

、 、 、 、 、 、 、あのぅ ただ あのぅ 支援者名簿というのが まあ あるわけですけれども その中でですね

あのぅ まあ 一人ではなかろうと 一軒ではなかろうと思うんですけどね もし そこが不在の、 、 、 、 、

場合に次の連絡場所を ２の連絡場所を あるいは３の連絡場所というふうなね やはり二重 三、 、 、 、

重のセーフティネットは敷いていただきたいなと もし なっておるんであればそれでいいわけで、 、

すけれども 無いんであればですね やはり 隣が留守だよと そうすと その次の隣だよという、 、 、 、 、
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、 、 、 、ようなですね やはりそういったより充実したですね 二重 三重のセーフティネットは張って

張り巡らしてほしいなというふうに思うわけでございますけれども まあ そこらがどうなっとる、 、

んかなと 私も分かりませんけども まあ 昔は今いいましたように 隣近所は声をかけおうてで、 、 、 、

すね お互いにおい おい 危ないよということでやっておったわけですから まあ 先ほど課長、 、 、 、 、

おっしゃるようにですね やはり自治会あるいは常会あたりでもですね ただ行政のこういったハ、 、

ザードマップを頼るんでなくてですね それはそれとして やはり自治会としてもですね そうい、 、 、

ったものをお互いに近隣 隣同士で作っておかなきゃいかんなということを まあ 私痛切に思っ、 、 、

。 。 、 、たわけですけどもねえ そういうことも大事かなというふうに思います それからですね 次の

町道にかかる橋がなん 何個あるか分かりませんけれども そこらのですね 状況 ちょっとお話、 、 、 、

いただければと思いますが、よろしくお願いします。

番外。●建設課長（洲濱芳文）

はい、建設課長。●議長（三上徹）

町内に架かる橋の状況でございますけども、まあ、昨年、９月に中国整備、●建設課長（洲濱芳文）

、 、 、 、まあ 全国ではございますけども 中国整備局の調査によりますと９０％の市町村がですね まあ

橋の点検をしていないことが判明したところでございます まあ 本町もこれまで 橋梁の点検は。 、 、

実施していなかったというところでございます 昨年 国土交通省におきましては 地方公共団体。 、 、

。管理の道路橋を対象とした長寿命化修繕計画策定事業というのが創設されたところでございます

、 、 、 、 、 、 、まあ あのぅ 町村道につきましては昨年 まあ １９年からでございますけども 7年間 まあ

２０１４年まででございますけども ７年間の時限措置といたしまして その計画策定にかかる経、 、

費の２分の１を補助してやろうと いう制度が まあ 創設されたところでございます この長寿、 、 、 。

命化修繕計画は橋の まあ 小さいものではということでなくて １５ｍ延長はですね １５ｍ以、 、 、 、

上の橋を対象としておるとこでございます まあ この町道の中には町道 農道 林道 邑南町に。 、 、 、 、

はございますけども 本町には１５ｍ以上の橋が１３０橋余りあるところでございます まあ こ、 。 、

の この１３０橋につきましては 緊急輸送道路と指定されたとこもございますけども この７年、 、 、

間のうちにこの修繕計画をしておかないと 実際修繕するときにですね 補助金を交付しないよと、 、

こう あれ しないよという国交省のですのは 考えでございますので 今後今年の夏からも我々、 、 、 、

今計画しておるとこでございますけども 県の指導を仰ぎながらですね まずは目視というところ、 、

からでございますけども 橋梁によっては もう橋桁の裏がですね 見えないという 例えば江の、 、 、 、

川にかかっとるものは、舟で行ってから双眼鏡でみなきゃあならないということもございますん

、 、 、 、で まあ クレーンの反対のも下へ降りていくような高所作業者じゃあなしに 低所作業者ですか

こういうものも借りながらやっていかにゃあいけんの と思っておるとこでございます 従いまし、 。

て ２０１４年までにですね その修繕計画を １５ｍ以上の橋でございますけども これを策定、 、 、 、

、 、 。して 修繕していく場合に 国からの補助をいただこうということを考えておるとこでございます

まあ ああして 県道が不通になった場合 町道が緊急輸送ルートになるわけですが 今緊急輸送、 、 、 、

、 、 、 、 、 、ルートとしては あこが指定されております あのぅ 雪田農道いうんですか 雪田から 原口

瑞穂エリアの原口橋に広域農道ですね 昔の これが今 その中に橋が４橋ございますけども そ、 。 、 、

の橋は まあ 緊急輸送ということで １５ｍ以下の場合もある これはやっておきたいというふ、 、 、 、

うに考えておるとこでございます まあ 今年からその調査を始めていくということにしておると。 、

こでございます。

議長。●藤原議員（藤原光三）
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はい、藤原議員。●議長（三上徹）

はい、まあ、あのぅ、さあ、災害が起きた、本道が通行止めになったと、迂●藤原議員（藤原光三）

、 、 、 、 、回路に入ったと そ 町村道に入ったら 行ってみたら橋がなかったよというようなことも まあ

、 、 、 。困るわけですから やはりですね その迂回路といえども やはり非常に重要な道路でございます

で ましてですね あのぅ 本町は高齢化といわゆる人口減少 まあ これは本町だけではないん、 、 、 、 、

ですけれども そういった状態でですね 以前 昔の そのぅ 年齢構成 若いもんがおって だ、 、 、 、 、 、 、

んだんだんだん年寄りがおるんでというような年齢構成の集落というのは まずないわけですから、

あ やはり そういった交通網というのはちゃんと確保しておく 普段からやはりそういった確保、 、 、

をですね していただきたいということを まず思います そうであれば まあ 避難もできるわ、 、 。 、 、

けですけども 避難場所はあそこにあるんだけど そこまでいけないよというようなことでは こ、 、 、

、 、 、 、 、 、れ困るわけですから それと昨日 まあ だ どなたかの質問でもありましたように いわゆる

そのぅ 避難場所に指定された 公共の建物の耐震具合 強度といいますか そこらも まあ 一、 、 、 、 、 、

つ問題があるんですけれども まず 通路の確保ということが大事じゃあないかなと思います こ、 、 。

の 先日起きました内陸地震でもですね やはり 避難しようにも道が無かったようで まあ こ、 、 、 、 、

れは 例外の例外かも分かりませんけれども まあ 困っておられたら テレビで見たわけですけ、 、 、 、

れども まあ そういうふうになっても困るなということ で まあ あのぅ 私今回 梅雨時期。 、 。 、 、 、 、

ということで ですね こういう まあ 質問をしたわけですけれども まあ 先ほども申しまし、 、 、 、 、 、

たように 急峻なとこがあり また 大きな江の川という川がございます また 出羽川という川、 、 、 。 、

もございます ひとたび氾濫するとですねえ 今未改修の道路が伏谷から本田まで すぐ水没する。 、 、

ような場所が２ ３カ所あるわけですね そういったことをやはり考えてですね 今後の道路改良、 。 、

。 、 、 、あたりも進めていってもらわにゃいかんということ思うわけです そいでですね まあ あのぅ

こういうご時世でございますから なかなか道路改良も遅々として進まない だけど町として ま、 、 、

あ 先ほどいいました 谷止め工あるいは砂防についても一緒でございますけれども まあ 最後、 、 、 、

にですね 町長としてこの安心 安全を確保するために 町民のですね 安心安全を確保するため、 、 、 、

に 何か思うところがございましたらですね 一つ最後に お話いただきたいなというふうに思い、 、 、

ます。

議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

ご指摘のように安全安心をどういうふうに確保していくかということであり●石橋町長（石橋良治）

、 、 、 、 、 、ますが あのぅ まあ 今までどちらかといいますと 公共工事の進め方というのが これは国

、 、 、県もそうでありますけれど 新しいものをどんどんつくっていく これは建物も含めてですけども

そういうことが 多少前にで ですぎておったんじゃあないか 私はやっぱり今後の公共工事にあ、 、 。

り方ちゅうのは 安全安心をどういうふうに考えていくかということを主我に考えるならば 今の、 、

既存のストックというものをですね ライフストックという観点から どういうふうに公共工事進、 、

めていくかということが大事じゃあないかなということを思います もちろん あのぅ 今ご指摘。 、 、

のように 谷止め工等々 ほんとに安全 安心の面で心配であれば 新規のものをどんどん要望し、 、 、 、

ていかなきゃあなりませんし それはあるんですけれども 道路がですね まだ そういった観点、 、 、 、

から見返る部分があれば 当然要望もしていかなきゃあならないし ほいから 橋についても考え、 、 、

方なんですけども やっぱり あのぅ もう ように劣化してからですね どうするんだというこ、 、 、 、 、

とはですね 私はちょっとおかしいんじゃあないかと思いますね ですから日頃から あのぅ チ、 。 、 、
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ェックしていってなるべく早く手当をしていくと、そうすれば寿命はどんどん長くなるわけです

し トータル トータル的な その経費というのは私は少なくてすむんだろうと思います ですか、 、 、 。

ら まあ これ 町もそうでありますが ように駄目になってからどうこうということを は や、 、 、 、 、 、

、 、 。 、 、 、はり改めていかなきゃあならんというふうに まあ 今思っております それから まあ あのぅ

昨日は耐震の問題が出たわけでありますけども まあ 特に あのぅ 建築物に関してであります、 、 、 、

が やはり あのぅ 補強工事というのをですね やはり年次追ってやっていくということが大事、 、 、 、

だろうと思います で 今 あのぅ こうして非常に低成長の経済の中で 地元の業者さんがどう。 、 、 、 、

いう工事をやっていただけるかということを考えるに置いてですよ やはり あのぅ 非常に大型、 、 、

の工事をどんどん進めていきますと なかなか参入できません そうじゃあなくて やはりライフ、 。 、

ストックをどういうふうに改善していくかということを考えますと 補強工事にしろあるいは修繕、

にしろ 十分に手当ができるわけですね ですからそういったことをですね 地元の業者さんに勉、 。 、

、 、 、 、 、 、強してもらってやってもらうと まあ こういうところから 少しでも まあ 公共工事をですね

、 、 、増やしていく 地元の経済を活性化していくということが大事じゃあなかなあということを まあ

つくづく思うんです まあ いずれにしても そういったことを まあ 国も気づいておると思い。 、 、 、 、

ますけれども 我々もそういうことを訴えていかなきゃならんというふうに まあ 思いますので、 、 、

よろしくお願いしたいというふうに思います。

議長。●藤原議員（藤原光三）

藤原議員。●議長（三上徹）

はい、まあ、今町長おっしゃたようにですね、やはり何事もですね、早期の●藤原議員（藤原光三）

点検といいますかね 予知していくということが一番大事じゃあないかなというふうに思うわけで、

すね まあ 各自分の家にしてもですね ちょっと雨が漏りよるけど まあ ほっとくかいうこと。 、 、 、 、

をやっとるとどうにもならんようになるということですから そういうふうな観点からですね や、 、

っぱり橋にしても山にしても道路にしても すべて我々の取り巻く環境の中でですね どれ一つと、 、

してほっといていいちゅうものはないわけです ほっとくから イノシシが出たり 猿がでたりと。 、 、

いうこともあるのかも分かりません ですからいろんなことを考えたらですね やはり我々の身の。 、

回りをもう少し見直して 早期に手を打っていくということが非常に大事かなというふうに思いま、

わけ わけでございます まあ あのぅ 今から梅雨に入ります どうぞ あのぅ 災害のないこ、 。 、 、 。 、 、

とをですね、ご祈念申し上げまして、私の質問を終わります。以上です。

以上で藤原議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らしていただきま●議長（三上徹）

す。再開は１０時半といたします。

―― 午前１０時 ８ 分 休憩 ――

―― 午前１０時２９分 再開 ――

それでは再開をいたします。続きまして通告順位第７号日高亘議員登壇をお願いい●議長（三上徹）

たします。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

あのぅ、私どもは中山間地やら都市におきまして、あのぅ、過疎を（３語、聞●日高議員（日高亘）

き取れず いうことが あのぅ 叫ばれ始めてから既に４０年を過ぎようかとしております です。） 、 、 。

がやはり留まることを知らないこの過疎高齢化の流れというのは むしろますます あのぅ 加速、 、 、

度を加えておるような感じがしております そういった中で 本町にとって 若者定住を進めると。 、 、
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いうことは あのぅ 待ったなしの大変 あのぅ 重要な急務であるというふうに思います これ、 、 、 、 。

は殆どどなたも認めておられることであろうというふうに思います 今回私は あのぅ 地域雇用。 、 、

、 、 、 、創造推進事業についてということで あのぅ 質問をするようにあげておりますけれども やはり

あのぅ 背景にはそういった非常に私どもの取り囲む町政の厳しさというものを感じて立ったよう、

。 、 、 、 、なわけでございます そして 若者定住のことが あのぅ 話される時に必ずといっていいほど

、 、 、 。あのぅ 話題に上がりますのが あのぅ 町内に若い者の働き場所がないということでございます

別に町内に限らず 私どものところから あのぅ 通勤圏の範囲内におきましても 非常に あの、 、 、 、 、

ぅ 若い者が あのぅ 魅力を感じるような働き場が少ないということが あのぅ 若い人の口か、 、 、 、 、

ら 必ずといっていいほど聞かれることでございます そういった中で あのぅ 昨年度実施の島、 。 、 、

根県地域提案型雇用創造促進事業に引き続きまして 今年度から あのぅ 国の地域雇用創造推進、 、 、

事業というものに本町が取り組むことになったということは 非常に あのぅ 時期を得た あの、 、 、 、

ぅ しどうどう 事業の導入であるというふうに評価をしておるところでございます このところ、 、 。

が この事業の内容を見たときに 町内の既存の企業やらあるいは今回 あのぅ 誘致して入るこ、 、 、 、

とになりました あのぅ 企業の人材育成を進めて その企業の力をつけ そして経営の安定を図、 、 、 、

って雇用を 安定した雇用を促進させるということが狙いであるように あのぅ 見受けておりま、 、 、

す このことは あのぅ 雇用の促進を図る上で大変 あのぅ 重要なことでございます 欠かす。 、 、 、 、 。

ことのできないことであるのは間違いありませんけれども もう一方で あのぅ 雇用の促進とい、 、 、

うことで それに劣らず重要なこととして あのぅ 思いますのが 企業の誘致ということでござ、 、 、 、

。 、 、 、います 今回のツチヨシ産業がそのよい例でございまして 企業誘致するということは 非常に

こう即効的であり あのぅ 多くの町民から あのぅ 歓迎をされておるところでございます 去、 、 、 、 。

る６月１０日に あのぅ 現地で起工式がありましたけれども 非常にその雰囲気というのは 私、 、 、 。

ども あのぅ 歓迎をしたところでございます ただ あのぅ 企業誘致というのは あのぅ そ、 、 。 、 、 、 、

、 、 、 、の企業の雇用だけではありませんで 今回も あのぅ ツチヨシ産業があそこの狼原工業団地へ

、 、 、 、あのぅ 入るにつきましては あのぅ 土木業者でありますとか建設業者といったようなところの

あのぅ 仕事が増えるというようなこと また いろんな購買力がつくといったことで 一般商店、 。 、 、

、 、 。などへの あのぅ を含めた地域の経済活動に大きな波及効果が今から望めることでございます

そういった意味で あのぅ 企業誘致ということが今後非常に力を入れられて行かなければならな、 、

いというふうに 私は思いまして 今回そういったことも含めて あのぅ この雇用創造推進事業、 、 、 、

のことでご質問をいたします まず １番目に 町内各事業所で現在のところ 求人はどのような。 、 、 、

状況になっておりますか それから２番目に町が あのぅ 開設しております無料職業紹介所の昨。 、 、

年度の実績はどのようなことになっておりましょうか ３番目に先ほどいいましたけれども ツチ。 、

ヨシ産業の従業員が今 あのぅ 採用が進んでおるようでございますが それは現在どのような状、 、 、

況になっておりましょうか ４番目に町が今まで あのぅ 取り組んでおります企業誘致をねらっ。 、 、

。 、 、た施策というものにはどのようなものがありましょうか ほいから５番目に町有地の中で あのぅ

工場立地として適するものにはどのようなものがございましょうか もちろん あのぅ 工場立地。 、 、

、 、 、 、 、 、 。といいましても あのぅ 道路とか あのぅ 電気 上水 下水といったようなものがあります

そういったものがすべて完備したところというのはそう多くないと思いますけれども まあ そこ、 、

まで あのぅ 満足できるものではないとしても あのぅ 工場が あのぅ 出来そうな土地とい、 、 、 、 、 、

うものがどのくらいあるかということをお示しいただきたいと思います それから６番目に あの。 、

ぅ 現在町内にあります企業 殆どが あのぅ 零細企業でございます 中には非常に優れた技術、 、 、 、 。
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を持って その仕事をずっと続けてこられたところもありますけれども そういった方々の中にや、 、

はり後継者といったことで あのぅ 悩んでおられるところがあるようでございます そういった、 、 。

技術者を養成するのに その個人の力ではなかなか あのぅ 限度がありまして あのぅ できな、 、 、 、 、

いという いったところでございます それに対して町はどのような あのぅ 支援策を考えてお、 。 、 、

られるのか、そう、まず６点についてお伺いをいたします。

番外。●定住企画課長（大田文夫）

はい、定住企画課長。●議長（三上徹）

日高議員さんのご質問にお答えをいたします。まず、１点目の、町内の●定住企画課長（大田文夫）

、 、 、 、 、各事業所の求人は どんな状況かということでございますが まあ 数値的にはですね あのぅ

川本管内という形で まあ 求められておりますので 私の方からは 最近の状況についてご報告、 、 、 、

。 、 、 、をさしていただきます 町内の求人につきましては 最近では医療とか福祉ですね そちらの方が

まあ 多いという状況でございまして 続きまして建設業 それから運輸 小売り サービス業と、 、 、 、 、

いうような形で求人が出ております 特に あのぅ 高齢者福祉施設におきましては 介護員の求。 、 、 、

人が多くございます それから建設業では いわゆる まあ 資格職と申しましょうか 土木技術。 、 、 、 、

員が まあ 求められております 雇用の形態でございますが 常雇いの正社員あるいは常雇い臨、 、 。 、

、 、 。 、 、時職員というような まあ 半々ぐらいの待遇で求人がなされております それから ２点目の

無料職業紹介所の昨年度の実績ということでございますが この邑南町の無料職業紹介所につきま、

しては 昨年の８月に開設をしております 町内の在住者を対象にした 求職者にハローワークか、 。 、

らの求人情報と 町が独自に受けつけた求人情報とを斡旋をしております 昨年度は まあ ８月、 。 、 、

ということで中途からではございましたが 実績につきまして 求人数は延べ１９０人でございま、 、

す この内訳が常用が１４７ 臨時が４３という形でございます それに対しまして求職者数でご。 、 。

ざいますが これが７０名 この内 就職件数に結びつきましたのは３２名というような内容でご、 、 、

ざいます それから３点目のツチヨシ産業の従業員の採用状況でございますが ツチヨシ産業では。 、

、 、邑南工場の操業をスムースに立ち上げるために 事前採用による実地研修制を採っておりまして

現在 松江事業所に邑南町からの研修生として９名の方に行っていただいております 新卒の採用、 。

も まあ 希望されていることから 先般も矢上高校への求人にも来ていただいたとこでございま、 、 、

す 平成２１年春の操業開始を目指しておりまして スタート時にですね １０名の雇用で順次採。 、 、

用を進めていく予定いうふうに聞いておりまして 会社の考えでは 将来的には地元採用者で運営、 、

出来るようにしたいという意向でございます まあ 従いまして今９名ということでございますか。 、

ら スタート時においては恐らくそんなに まあ 本社といいますか 他の工場から増員をせずに、 、 、 、

スタートできるんではなかろうかということを聞いております それから４点目の町の企業誘致策。

ということでございましたが 現在の まあ財政状況の中ではですね 直接 そのぅ 企業誘致に、 、 、 、 、

かかる予算を伴う制度というのはございません しかし まあ 島根県企業誘致対策協議会という。 、 、

ものがございまして こちらにも まあ 加入しておりまして 誘致活動ですとかあるいは誘致資、 、 、 、

料の刊行 企業立地に関する調査 研究 誘致企業との情報交換というようなものも行っと 行っ、 、 、 、

ております また 誘致後の支援といたしまして 各社の雇用調整や進出企業会への支援 そして。 、 、 、

毎年行われます 県の企業立地課職員によります町内の誘致企業のフォローアップ活動な などに、 、

も随行さしていただきまして 情報交換などに努めております それから定住財団と共同いたしま、 。

してふるさと融資 これも希望に応じて取り組んでおるとこでございます それから まあ あの、 。 、 、

ぅ 先ほど若干お話もございましたが 邑南町工場誘致条例がございまして それの条例の中では、 、 、



- 13 -

ですね まあ 主に製造業ということでございますが この工場の敷地に対する道路でございます、 、 、

、 、 、 、 。 、 、とか 橋梁水路というような整備も 一応 まあ 可能ということではございます ただ まあ

財政状況というのもございますので 野放しにということにはなかなか結びついていないのが現状、

でございます まあ その他 あのぅ 県の方でもですね この立地に対する助成制度がございま。 、 、 、 、

す まあ 企業立地促進助成金と申しますが 今回 まあ ツチヨシ産業さんもこちらの対象とい。 、 、 、 、

うことで これは まあ かなり まあ 財源的にも まあ 助かるといいますか 支援に結びつ、 、 、 、 、 、 、 、

くものというふうに考えております まあ その他にも 業種とか雇用人数とかございますが い。 、 、 、

ろいろ助成制度は県の方でもございますんで まあ そういうものを活用しながらですね 進めて、 、 、

おるのが現状でございます それから ５点目の工場立地に適する町有地ということでございます。 、

が まあ 業種によりまして適するかどうかというのは分かりませんけれども ２千平米以上の遊、 、 、

休町有地につきましては １０カ所程度ございます まあ この中には遊休建物が建っているとこ、 。 、

もございますんで 更地で使えるカ所は数カ所というふうに思っております 工業団地のように造、 。

成済みでございませんので用水あるいは排水 その他の整備等は別途また必要になって来るという、

ような土地でございます それから６点目の零細企業の関係で技術者養成 まあ この地域雇用創。 、 、

造推進事業でどうかというご質問でございますが この事業はですね あのぅ 田舎の光 食 土、 、 、 、 、

の恵みを活かした ものづくり産業の振興を担う人材育成の取り組みというものが一応評価をされ、

て 事業が認められております まあ そういうことでございますので それにマッチするもので、 。 、 、

あればですね れいさ 零細企業の技術者養成も可能かというふうに思っておりますが まあ 具、 、 、 、

、 、 、 、 、 、体的なところがまだ そのぅ いわゆる具体的な 今のご質問の要求が まあ 分かりませんので

、 。 、すべてということになるかどうか分かりませんけれども そういう状況でございます それから

、 、 、 。あのぅ 別途ですね 専門家の招致事業でございますとか その他様々な補助制度もございます

具体的な相談等を商工会あるいは定住企画課でもご相談をいただければ いろいろ協議ができるか、

なというふうに思っておりますのでよろしくお願いいたします。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

１番目の、あのぅ、町内各事業所の求人ということについては具体的な数値を●日高議員（日高亘）

上げていただくことができませんでしたけれども あのぅ ２番目の中でおよそ まあ 掴めるか、 、 、 、

。 、 、 、 、なあという感じがしております ただ あのぅ ハローワークと町の無料職業紹介所と あのぅ

連携はしておら どの程度の連携をしておられるのかよく分かりませんけれども あのぅ ハロー、 、 、

ワークの情報を やはり あのぅ 逐一この町の無料職業紹介所は掴んでおると 私どもは思って、 、 、 、

おったんですが そうであれば あのぅ 例えば川本管内であっても 町内のそういった実数を掴、 、 、 、

むことはさほど難しいことではないんじゃあないかと思いますが、そのへんはどうなんですか。

番外。●定住企画課長（大田文夫）

番外。●議長（三上徹）

この先ほどの情報の数値というのはですね、これは、まあ、あのぅ、１●定住企画課長（大田文夫）

、 、 、 、 、０日ごとに出ておりますので これ 非常に いつもいつも変わる数値でございますんで まあ

いつの時点 何月何日のとおっしゃれば まあ お答えができますけれども 例えば ６月の１０、 、 、 、 、

。 、 、 、 、 、日でございます これにつきましては ええとですね これは まあ 川本の会社でございますが

邑南町の を勤務場所とした総合保険の方からも あのぅ １件ございます それから 建設会社、 、 、 。 、

の大型運転手の募集が出ております それから介護職員 先ほども申し上げました法人 法人の方。 、 、
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から １ ２ ３ ３法人 失礼しました５法人から募集が出ております それから建設業でござ、 、 、 、 、 。

いますけれども ３件出ております それと運輸が２件 それからサービス業１件というような６、 。 、

月１０日だけをとらえますと、まあ、そういう状況でございます。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい、私が、まあ、知りたかったのは、あのぅ、よく先ほどいいましたけれど●日高議員（日高亘）

も あのぅ 若い人に帰ってこいってやった時に あのぅ 働き場所がないということを が必ず、 、 、 、 、

いわれるんですが ほんとうにそうなのかといったところを まあ 数字の上で まあ まず 知、 、 、 、 、 、

りたいということがあったわけです で まあ ２番目のところで あのぅ 求人が１９０人に対。 、 、 、 、

、 。 、 、 、して 求職は７０人ということです もちろん あのぅ 職種がいろいろあることでしょうから

、 、 、 、 、あのぅ あながち求職者の希望どおりの職種があるかどうかといったこと まあ その他 まあ

、 、 、 、いろいろなことを考えて あのぅ 就職を決められるわけですから 一口に数字だけでいうことは

あのぅ 無理があると思います 思いますけれども あのぅ 倍以上ですね ２ ５倍ぐらいです、 。 、 、 、 ．

か 求人が求職者の へ対して求人がねえ あるということを が まあ 実態だということです、 、 、 、 、 、

ね それで私は あのぅ よく あのぅ まあ 特に あのぅ 若い人を持っておられる家庭の方。 、 、 、 、 、 、 、

とお話をするときに あのぅ いうんですけれども あのぅ ほんとに仕事がないんか ほんとに、 、 、 、 、

、 、 、 、仕事がないということを確かめておられるんですかということを ちょっと まあ つっこんで

あのぅ いくことがあるんです ですが まあ 今更若い者が都会で就職しておるのに帰ってこい、 。 、 、

というのは まあ ちょっといいにくいというようなのが大半の親御さんのご意見のように私は聞、 、

いております そして あのぅ そいじゃあ あのぅ お宅の跡はどうしんさるんかなあといいま。 、 、 、 、

すと まあ どがあずなるよというような感じですね まあ かくいう 私も全部子供を出してお、 、 。 、 、

りますので あんまりいえませんけれども あのぅ そうでなくて あのぅ 跡継ぎと思われる人、 、 、 、 、

がしっかりおられる家庭でも あのぅ 親御さんの気持ちの中にほんと あのぅ 自分の子供を帰、 、 、 、

して どっかへ就職させて 兼業農家を まあ 続けていきたいというふうな思いがどれほどある、 、 、 、

んかなあということを私はいつも思うことがあるんです それはやはり あのぅ その家庭その人。 、 、

その人の今までのいろんなことが あのぅ 積み重なって そういう思いを持っておられるわけで、 、 、

すから あのぅ 他人の私たちはそこまでつっこんでどうこういうのはあるいは あのぅ 行き過、 、 、 、

ぎな点があるかと思いますけれども しかし あのぅ やはり あのぅ 私どもの身の回りを見ま、 、 、 、 、

わしてみたときに あのぅ そうしてだんだん若い人がいなくなる 人口が減っていく そして集、 、 、 、

落のいろんなことが出来なくなっていくという状況が 厳然としてあるわけでございます そうし、 。

ますと私どもが あのぅ 私も今高齢者ですけれども どんどん高齢化していきますと自分自身の、 、 、

生活も不安になって来る まあ 施設へはいりゃあええよというようなことを割り切った考え方も、 、

ありますけれども それではなんか心の中に あのぅ 寂しいものがあるというのが現実でござい、 、 、

。 、 、 、 、 、ます やはり一番の福祉は あのぅ 若い人が あのぅ 集落にも自分の家にもきっちりおって

あのぅ、安心して自分の家の現在の生活を続けていかれることであろうというふうに思うわけで

す あのぅ 昨年 あのぅ 下條村 長野県の下條村へ視察にいきましたけれども あのぅ 総務。 、 、 、 、 、 、

課長 そこの総務課長の話の中で うちの町長の まあ いつもいう言葉は最高の福祉は若者の残、 、 、 、

れる村を創ることだというふうなお話をされました 私はほんとに あのぅ 良いことをいわれる。 、 、

なあと思って聞いたんですけれども そういったことを あのぅ 私ども現在こういった村の政治、 、 、

に携わっている者 そして あのぅ 現在の地域を支えている者 いろいろお世話している者はや、 、 、 、
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はり心を一つにして あのぅ 地域のいろんな活動の中 活動の中でですね お話をし そして家、 、 、 、 、

庭においても あのぅ そういった あのぅ 思いで子供を育てるということが やはり私は今大、 、 、 、 、

。 、 、 、事なんじゃあないかなあという気がいつもしておるわけです あのぅ 若い人がほんとに あのぅ

学校を卒業して あのぅ 一旦でるんですけれども やはり あのぅ 自分の家へ帰って 親をみ、 、 、 、 、 、

にゃあいけんという思いを心の底にしっかり抱いてくれることが まあ 私ども非常に大事なこと、 、

になって来るんじゃあないかなあということを思うわけございます ちょっと話が長くなりました。

けれども そういった意味で あのぅ 家庭教育 学校教育の中でやはり あのぅ 自分たちの跡、 、 、 、 、 、

をしっかり継いでいくという思いを子供たちの時から、子供の時から植え付けていくということ

を あのぅ 今後取り組んでいただきたいというふうに思います そういったことは今回質問の通、 、 。

告書の中に書いておりませんけれども あのぅ もし あのぅ 教育委員会の方でそういったもの、 、 、 、

についての思いがあれば聞かしていただけりゃあと思いますが ちょっとはずれますが すいませ、 、

ん。

番外。●教育長（南原愼人）

はい、教育長。●議長（三上徹）

ただ今のことでございますけども、全くその通りでございまして、そういうふ●教育長（南原愼人）

うに子供たちがほんとに自分の生まれ育った町はいいと それとお父さん お母さんと一緒に今後、 、

住んでいきたい そういうような気持ちを持つように育てて行きたいと思っております どうぞよ、 。

ろしくお願いします。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい。あのぅ、町の、あのぅ、無料職業紹介所で、あのぅ、きめ細かく、あの●日高議員（日高亘）

、 、 、 、ぅ 求職者の方と会って お話をし いろいろ紹介をしていただいて来ているところですけれども

そういった活動の中で あのぅ 町内の仕事を求めておられる方がどういうふうな あのぅ 企業、 、 、 、

を望んでおられるのが多いかというところを あのぅ 掴んでおられましたらそのことをお聞かせ、 、

いただきたいと思います。

番外。●定住企画課長（大田文夫）

はい、定住企画課長。●議長（三上徹）

求職者の意向ということでございますが、まあ、若い方というのはなか●定住企画課長（大田文夫）

、 、 、 、 、 、なかいらっしゃいませんけれども 女性の方は まあ どっちかいいますと あのぅ 事務系を

まあ 希望されるということでございますが まあ 事務系の求人が まあ なかなかないという、 、 、 、 、

のが実態でございまして たまに まあ ありますとですね まあ あのぅ こう 募集といいま、 、 、 、 、 、 、

すか 求人が出たお 折りにはもう あのぅ 埋まっておったというようなミスマッチと申します、 、 、 、

か そういうことも出ておるのが現状でございます それと あのぅ 高齢者の方ですね 今 あ、 。 、 、 、 、

のぅ まあ 役場等もそうでございますが 比較的早く退職なさって その後まだ元気な方という、 、 、 、

のがいらっしゃいますが 女性の方はですね 比較的 そのぅ あのぅ 就職に結びやすいんでご、 、 、 、 、

ざいますが 男性の方っていうのは 非常に まあ 門が狭いと申しますか あのぅ まあ 臨時、 、 、 、 、 、 、

であったり パートであったりというようなところは まあ あるわけでございますが そういう、 、 、 、

ような状況でして あのぅ もちろん あのぅ そういう方はいろんな技術とか技能をお持ちでは、 、 、 、

ございますが それを活かせる職場を希望されるわけでございますが それについてはなかなかお、 、

。 、 、 、 、 、 、答えにくい状況がございます それとですね あのぅ 若い人が まあ あのぅ 欲しいという
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、 、 、 、 、今先ほど申し上げました求人 ハローワークには出ていないけども というのは これは まあ

これこそ無料職業紹介所の特徴かと思うんですが あのぅ 企業訪問もしておりますので 実は若、 、 、

い人なら欲しいよというような あのぅ たくさんあるわけでございますが ほとんど まあ 製、 、 、 、 、

造業 それと まあ サービス業が２企業ございますけども まあ そういうところもですね 若、 、 、 、 、 、

い方なら欲しいというのが現実でございまして ですから 求職という情報を相談所にいただきま、 、

せんと そのことを紹介するという形に繋がっていないと ですから あのぅ 私らの そのＰＲ、 、 、 、 、

が薄いといわれるかもしれませんが 毎月 そのぅ 出張してですね 瑞穂 羽須美も まあ 出、 、 、 、 、 、 、

張してそういうような出張相談 今日もやっておりますけれども 無線で広報しながらやってはお、 、

るんですが なかなか まあ 相談者も少ないというのが現状です まあ 少ないというのは ま、 、 、 。 、 、

あ 即ち そのぅ そういう求職し 若い求職者の方が少ないのかなということを思ってます そ、 、 、 、 。

れと あのぅ 求 求職の関係で申しあげますと 例えば働き場がないという話が先ほどありまし、 、 、 、

た まあ 職種がないということでございますが 働き場は まあ 私はあると思ってますが 希。 、 、 、 、 、

望する職種ということになりますと なかなかそのＩＴとかいうようなところは 非常にこの近辺、 、

ではございませんが 北広島町がですね あすこは逆にですね そのぅ 求人が まあ 非常に多、 、 、 、 、 、

いと で 町内で求職 いわゆる町内で労力を賄うというのが非常に難しいので 企業の方から役。 、 、 、

所へは なんとかしてお世話せえということでございます で まあ こちらの方は先ほど数値で、 。 、 、

いいますと 求人数がだいぶ勝ってはおりますけれども あのぅ どちらかというと先ほどおっし、 、 、

ゃいましたような職種が少ないという そうしますとですね ちょうどそこで需給関係が生まれる。 、

わけでございますが そういう中で北広島と一緒にそういうような取り組みをしていこうという話、

を まあ 今しておるとこですが ただ あのぅ 心配なことはですね 町内で まあ せっかく、 、 、 、 、 、 、 、

就労されとるわけですよね それをこう 転換したんでは まあ なかなか よろしくないという。 、 、 、 、

ことを思ってます 従いまして 先程来 そのぅ いわゆる家族といいますか そちらの方から都。 、 、 、 、

、 、会に出ている方のために そういう情報収集に来ていただきたいというのが本音でございまして

まあ それを通じて まあ Ｕターンに繋げるというようなことを思ってますし それから あの、 、 、 、 、

ぅ 今中山間地のコミュニティ再生事業にも まあ 阿須那の方も取り組んでいただいております、 、 、

が こういう事業の中でもですね 是非 そのぅ 出身者との と地域との交流を進めながら そ、 、 、 、 、 、

ういう情報も出したり それから 帰ってこいという土壌も作っていかにゃあいけんというふうに、 、

思っておりますん おりますので 全く先ほどおっしゃったような まあ 悪循環になっておると、 、 、 、

いう認識はしております まあ そういう中で是非ですね そういう まあ 先ほどおっしゃいま。 、 、 、 、

した 家庭とかが子をということもございますが やっぱり地域の力というのが もう一つ欲しい、 、 、

というふうに認識をしております ちょっとお答えとはそれてしまいましたが そういうことを考。 、

えておりますんで、よろしくお願いいたします。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい。非常に、あのぅ、いい話を聞かしていただきました。あのぅ、私も、ま●日高議員（日高亘）

、 、 、 、 、 、あ 近くでお年寄り まあ 私より年が多いけ 年寄りいうていわしてもらうんですが あのぅ

いずれ息子を帰そう思うんだという話を時々耳にします いずれじゃなしに すぐ帰しんさいやい。 、

うて まあ いうんですが あのぅ 帰そう思やぁ 働き場所がないというのがすぐ出て来るわけ、 、 、 、 、

。 、 、 、 、です で やはりそりゃあ現在都市で就職して まあまあ安定した生活をしておられれば あのぅ

そこを辞めて帰るというのには あのぅ 個人としてもかなり勇気がいると ほいで帰れば また、 、 、 、
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なれない仕事につかにゃあいけんというふうなこともあったりして なかなかそういった結論がで、

え できないというのが実情のようでございます その気持ちは私の方も あのぅ 理解できるわ、 。 、 、

けなんですけれども あのぅ やはり企業も若い人を望む ほいで 地域の人も若い人がもっと地、 、 、 、

、 、 、 。域へ増えることを望んでおるという点で 全く あのぅ そこらはうまく一致しとるわけですね

、 、 、 、 、ですから 行政としてやはり あのぅ いわゆる出身者との連絡をとるとか いったようなことで

努力をしてもらってはいますけれども あのぅ 行政としてのＰＲ ほいからいろんなルートを通、 、 、

じての働きかけというものを 今後も一層力を入れていただきたいというふうに思うわけでござい、

ます それで あのぅ 先ほど あのぅ ４番目に あのぅ 町の企業誘致施策についてはおたず。 、 、 、 、 、 、

ねしましたけれども あのぅ 私も周辺の市やら町の そういった あのぅ 企業誘致施策につい、 、 、 、 、

て あのぅ ちょっと調べてみました 邑南町と川本はほぼ似たようなことに取り組んでいるよう、 、 。

です 条例なども全く あのぅ 同じような条例で まあ どっちがどっちのマネをしたんかなあ。 、 、 、 、

。 、 、 、 、 、と思うような条例です ですが あのぅ それ以外の あのぅ 市やら町については非常に具体的

かつ かなりな金額のそういったことへ対する助成額あるいは固定資産税の免税 免税という言葉、 、

は使わなくても 固定資産の税額を交付するというような形で そういうことをやっておるところ、 、

が殆どでございます そういった点でいろいろな邑南町 私どもの町は あのぅ それがちょっと。 、 、 、

弱いなという感じがしておるわけです それで あのぅ 私は あのぅ ここで町長にお お尋ね。 、 、 、 、 、

したいんですけれども やはり あのぅ まあ 別にこういった誘致施策があるから企業が来ると、 、 、 、

いって あのぅ １００％それにすがるような企業はないと思います 企業が自分が あのぅ 進、 、 。 、 、

出しようと思うた時には やはりその企業が 今からずぅっとやっていく上で あのぅ 労動力で、 、 、 、

あるとか交通事情であるとか いろんなことを勘案して あのぅ 場所を決めるんだろうと思いま、 、 、

す ですが やはり あのぅ その市やら町がどの程度そういったことに対して熱意を持っている。 、 、 、

、 、 、 、 。 、かということを あのぅ もやはり あのぅ 企業としては図ると思うんですね そのときには

あのぅ こういった あのぅ 企業誘致施策というものを比較検討される場もまたあるんじゃあな、 、 、

いだろうかということを思うわけです それで あのぅ 私どもの町やはり周辺の市やら町に比べ。 、 、

て劣らないだけの やはり あのぅ 誘致施策というものを打ち出す必要があるんではなかろうか、 、 、

、 、 、 、 、というふうに思うわけですが あのぅ 現在 あのぅ あります条例の改正ということをお願いし

したいんですが、町長の考えをお聞かせいただきたいと思います。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、企業誘致の条例の改正の気があるかどうかということでございますけ●石橋町長（石橋良治）

ども まあ 固定資産税の減免について これ あのぅ 過疎法の中で 過疎地域については ま、 、 、 、 、 、 、

あ 国がもう ３年間ですか減免をするということが決まっておりますので まあ それに対応も、 、 、 、

さしていただいております 従って まあ ２１年度で切れる過疎法についてもですね 次の過疎。 、 、 、

、 、 、 、 、法をどうするかということについても それは当然 続けていってもらわにゃいかんし で まあ

国が考えること 県が考えること 町が考えること やっぱりそれぞれ役割があると思います そ、 、 、 。

、 、 、の中で町がやるべきことを考えて その条例改正いうことが出て来るかも知れませんけども まず

、 、 、 、 、 、私は あのぅ やはりこのゆう 企業誘致のことについては やはり国がですね 相当の優遇策を

、 。 、こういった過疎地に設けてもらわないと そりゃあなかなか難しいという気がいたします だから

、 、 、それは今のこの過疎法の中身をですね さらに国としては良いものにしてもらうように あのぅ

これは当然訴えて行かなきゃいかんというふうに思います で まあ 町の方のその改正ですけど。 、 、
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も あのぅ もちろん検討はさしていきたいというふうに思います で まあ 財政的な問題があ、 、 。 、 、

りますので あれもやらなきゃいかん これもやらなきゃいかんという状況の中で どれだけの財、 、 、

政的な措置ができるかということは これは まあ 十分に検討して行かなきゃならん問題であり、 、 、

。 、 、 、 、 、 、ます で まあ 企業誘致条例を まあ さらにいろいろ作って いわゆる造成をしてみたものの

これ塩漬けになっても非常にこれはまた大変な負担になるわけでありまして そこは まあ 慎重、 、 、

にやるかのう あのぅ 気がいたしますし ただ 町は何もやっとらんということではなくて や、 、 、 、 、

はりこのＦＴＴＨ事業というのは 非常に大きな武器だろうというふうに思います これが入って、 。

ないところはですね なかなか企業は住まないということはある市からも聞いておりますし やっ、 、

ぱり そういった邑南町の今やってる推進事業を完成させながら どうやって誘致をしていくかと、 、

、 、 、 。 、 、いうことは条例に関わらず これ大事な問題だろうというふうに まあ 思うんです ただ まあ

私あえてここで申しあげます ならば 企業誘致もたい 非常に問題かもしれませんが やはり地。 、 、 、

場産業をどうやっていくかということを考えないと やはり農業が駄目になる 山が駄目になると、 、

いうことになりますと これは邑南町そのものの産業経済が全部こう非常に影響があるわけであり、

ますから 農業で飯が食っていける 山で飯が食っていける その法人なり企業というものをどう、 、 、

やって育成していくかということですよね いわゆる内発的な発展を考えないと邑南町の発展はな。

いと思ってます 企業誘致も大事でありますけども そこが私は一番の根本だろうと思います そ。 、 。

こをやっぱり国はですね やはりしっかりとポスト過疎法の中で考えてもらうように まあ 今私、 、 、

も今 ある組織の中で議論をしておりますけども 議員のご指摘のように まあ 端的にいえばい、 、 、 、

かに若者がこういった地域に定着してもらうかということを中心にテーマにおきながら ポスト過、

疎法をどうするかということを、まあ、今議論をしている最中でございます。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい、あのぅ、ポスト過疎法がもう目の前に迫ってきて、あのぅ、今ハードの●日高議員（日高亘）

方へ が主なあれになっているようですが いろんな あのぅ 広い方面へ できるような方に改、 、 、 、 、

正していただきたいということは いろいろ あのぅ 話に聞いておりますので私ども要望してお、 、 、

るところですけれども あのぅ 企業誘致が あのぅ 何故私これほど言うのかといいますと あ、 、 、 、 、

のぅ 現実に私どもの身の回りを見たときに 農業の担い手で あのぅ しっかりやっていける農、 、 、 、

家というものは本当に一握りです これは重要であることは間違いないんです 町の基幹産業であ。 。

り あのぅ 町 邑南町をしっかりやっていく上ではそれは大事なことであるのは間違いありませ、 、 、

んけれども 現実にそいじゃあ あのぅ 私どもの集落を見回してみてもあるいは自治会の中を見、 、 、

回してみてもそれでやっている人は何人おるかといったことに 実際にはやはり どっかの企業に、 、

働いて そうして自分の家の農業もやるというのが殆どであります で 最近 あのぅ 建設業が、 。 、 、 、

非常に不況になりまして あのぅ そういった厳しい面があるわけですけれども そのことによっ、 、 、

て あのぅ 農業 兼業農家の農業が危うくなっていくということをまた今私もよく耳にする言葉、 、 、

なんです あのぅ 家を空けてでにゃあいけんようになるということですね ここで あのぅ 収。 、 。 、 、

入になる仕事はなくなったから 都市へでにゃあいけんあるいは隣の まあ 周辺の市やらそうい、 、 、

った仕事のあるところへ出ていって あのぅ 自分飯をくわなあいけんという声をよく耳にするわ、 、

。 、 、 、けです そうすると 今までこの町内にあって 企業で働いて自分の家の田畑を耕していた人が

その田畑の耕作さえも危うくなっていくということが今から起こっていくんじゃあないだろうかと

いうことを私どもは危惧するところです 現にそういった流れが あのぅ あります それで あ。 、 、 。 、
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、 、 、 、 、のぅ 先ほどお話がありましたけれども あのぅ コミュニティ再生事業についても そういった

あのぅ 耕作放棄地をどうするかといったことを まあ 非常に大きく取り上げようといったこと、 、 、

を私も今話し合っているところですが あのぅ そういった問題はだんだん拡大していっていると、 、

いうのが 現実の私たちの身の回りの姿なんですね ですから あのぅ 兼業農家がいかに あの、 。 、 、 、

ぅ この地域を多く支えているかという現実をやはり私たちは あのぅ しっかり踏まえて政治に、 、 、

取り組まなきゃいけんのんじゃあないかというふうに思うわけです それで 企業誘致 若い者の。 、 、

、 、 、 、働き場所というものはやはり町内に一番 一番欲しいのは町内ですし そうでなければ そのぅ

こっからの通勤圏の範囲内でもそういったものが欲しいということを思うわけです 先ほど あの。 、

ぅ ＦＴＴＨの話がありましたけれども 確かにそういったことが あのぅ 私の方も今回ＦＴＴ、 、 、 、

Ｈ事業に取り組むということでは あのぅ 話し合ったところですが あのぅ 大田市はそこにＩ、 、 、 、

Ｔ関連企業へ対して その通信料の５割を大田市が出すことを決めております ほいから雇用へ対、 。

、 、 。 、 、しては３年間ですが あのぅ ２０万を出すというようなことを決めております それで あのぅ

、 。やっぱり市の財政がありますので 最高５千万までしかしませんよという上限を決めております

そういったようにＩＴ関連企業に対する特別な あのぅ 企業誘致ということを大田市は非常に力、 、

を入れております そういったことは あのぅ やはり国やら県の施策はもちろん大切でございま。 、 、

す それはどの市やら町村についてもそれは あのぅ 行き渡ることですから その上に差をつけ。 、 、 、

るのは今度自分たちの町の施策であると思います 先ほど あのぅ 固定資産税が３年免除という。 、 、

ことがありましたけれども 三次市については税額を５年間 あのぅ 交付をするということを決、 、 、

めております これは あのぅ 国がいわゆる３年の上に２年また付け加えておるわけですし ほ。 、 、 、

いから北広島町についても５年ということを決めております そういった取り組みをしております。

のは やはりその町なり市が自分のとこへ あのぅ よその市やら町でなくてうちへ来てくれとい、 、 、

う思いがいかに強いかという表れてあろうというふうに思うわけです そういったことでやっぱり。

私どもの町も あのぅ よそよりも一つ こう際だったことをしないと あのぅ 企業誘致という、 、 、 、 、

。 、 、ものに対するインパクトが弱いんではないかというふうに思うわけです それについては あのぅ

先ほど町長の話では今ちょっと、そういう思いが弱いんかなあという感じが率直に申し上げまし

、 、 、 、 、て しましたので あのぅ 自分の 邑南町として国やら県の施策へこういうものを付け加えて

あのぅ 優良な企業を導入したいんだという施政を聞かしていただきたいと思いますが いかがで、 、

ございますか。

はい。●石橋町長（石橋良治）

石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、大田市も三次市も既に工業団地を持っておりまして、それがまだなか●石橋町長（石橋良治）

なか埋まってないという状況で まあ そういうやっぱり背景があるわけです で 邑南町は工業、 、 。 、

団地は実際は造成されたものはありません やはりそういったところから やっぱりお金をかけて。 、

やっていかなきゃあならいというハンディがあるわけですね そいで やはり大きな市と我々のよ。 、

、 、 。 、うな 小さな町と やはり自ずとその誘致の仕方もかわって来るんじゃあないかと思うんです で

私は あのぅ 雇用の形態というのは私は様々だろうと思うんです 例えば若い人が邑南町に帰っ、 、 。

ていただいて 大田へ通う 三次へ通う これ結構だろうと思います 要は若い人が住んでもらう、 、 、 。

ための条件 ここだろうと思うんですよね そこをやはりまず邑南町は押さえてかからないと財政、 。

的に相当なこれは負担になって来る面もある 従って私はまずさっきもいったように第１ステップ。

としては 今ある資源をどう生かしていくか そのための雇用をふやしていくかということをです、 、
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ね やはり地道にやっていかないと よその町と比較してどうだこうだということはですね なか、 、 、

なか考えづらいとこがあります。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

時間がまだありますので、立たせてもらいます。あのぅ、もちろん、あのぅ、●日高議員（日高亘）

、 、 。 、 。私どもも あのぅ 町長おっしゃるとおりだと思います あのぅ 先ほども触れましたけれども

コミュニティ再生重点プロジェクト事業を取り組むにつきましても やはり私たちの あのぅ 住、 、 、

んでいるところの宝物を捜そうという良いところがあるが それを生かすことを考えようというこ、

、 、 、 、 。 、とも 今から あのぅ 話し合っていきたいなあというふうに 私思っておるところです これが

まあ 一番ベースであるというふうに 私は平生思っておりますけれども しかし あのぅ 企業、 、 、 、 、

というのはやはり あのぅ よそから入って来るんですね それと非常に冷静に物事をみて あの、 、 。 、

ぅ どこへ進出しようかということを考えるわけですから あのぅ その時には まあ 同じよう、 、 、 、 、

に並べ比べしてここというふうに決めるわけですね。今回のツチヨシ産業でも本社が広島にあっ

て 工場が山陰側にあると その中間点で あのぅ 技術研究所も持った あのぅ 工場をここへ、 、 、 、 、 、

置くというふうな に決断されたというふうには聞きましたけれども あのぅ やはり企業という、 、 、

のはそういったこ ことを も見て あのぅ 自分がどこへ進出しようかということを決めるわけ、 、 、 、

ですね そいで その中で まあ 最初いいましたので繰り返すことになりますけれども やはり。 、 、 、 、

その町の姿勢というものも あのぅ 企業としては非常に大事なポイントではないかというふうに、 、

思うわけです それから あのぅ 私どもとしても あのぅ そういったことを企業が入って来る。 、 、 、 、

ためにはどうしたがいいんかということをやっぱり考えにゃあいけんと思うんですね もちろん私。

どもの あのぅ 邑南町のいろんないいものを生かすということは これはなににもましてベース、 、 、

、 、 、になる考え方であると思いますけれども あのぅ 現実に若い人を町の中へ増やさにゃあいけん

そして人口減少に少しでも歯止めをかけにゃあいけんという状況の中で 現実に即応した施策とし、

てやはりこれは大事なことじゃあないかというふうに思うわけです そういった意味で今回このこ。

とに質問に立ったわけでございますが あのぅ その分について まあ なんかありますか お願、 、 、 、 。

いします。

議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、あのぅ、いわゆる日高亘議員さんと私は気持ちは一致しとるわけであ●石橋町長（石橋良治）

ります ただ そのぅ いわゆる そのやり方といいますかね ことについて まあ 議員さんは。 、 、 、 、 、 、

特に思いが強いわけでありますけど まあ あのぅ 考えてみますと 邑南町には誘致企業 進出、 、 、 、 、

企業がツチヨシ産業さんをいれた８社目になるわけですね で 毎年毎年これは日高學議員さんの。 、

肝いりで いろいろと話し合いをやっとるわけでありますけども いやあ みなさんすばらしい意、 、 、

見をもっとられるわけです で 私はやはりそういった今ある企業を大事にしたいなあというふう。 、

に まあ 今思ってるんです 今日も あのぅ 新聞にのっとりましたけども横田の方ですか 既、 、 。 、 、 、

存の工場の増設ということがありますよね これだって雇用の拡大になるわけであります で 今。 。 、

その８社ともそれぞれ頑張っていらっしゃる で いい話もある やっぱりそこをやっぱり考えて。 、 。

、 、 、 、 、 、いきながら 新規も まあ もちろん大事ですけども 今の誘致企業 進出企業の関係もですね

大いに大事にしながら情報交換しながら我々ができることはなんなのかということもね 併せて真、

剣にやらなきゃあいけないなあというふうに思っておりますので まあ ご理解いただきたいと思、 、
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います。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

はい、あのぅ、先ほど町長のおっしゃったことは今回のこの事業、雇用創造推●日高議員（日高亘）

進事業の中身がそういったことになっとるわけですね 今の まあ 光というのはあそこの発光ダ。 、 、

イオードですか それから土というのは あのぅ ツチヨシですか そういった まあ 企業の力、 、 、 、 、 、

をつけさせるあるいはその他の企業についても同じように人材を育成して あのぅ 力をつけさし、 、

て また その企業が発展してもらうことが やっぱり町にためにも雇用が増えてよくなるという、 、 、

こと それは私ども良く理解できることですし それは あのぅ 今からも強力に進めてもらいた。 、 、 、

いと思うことです ですが先ほどどうも私の一つ意に添わないところは あのぅ 条例の改正には。 、 、

非常に消極的であるということでございます このことについて 私の誤解なら あのぅ ちょっ。 、 、 、

というちゃんさい。

番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長●議長（三上徹）

あのぅ、消極的ということは、ちょっといいすぎではないかなあと私は思う●石橋町長（石橋良治）

んですけども やはりせっかくのねえ 見直しをしろということでありますから 我々としてどれ。 、 、

だけのものができる 出来るかということについては 十分検討するということの答弁をいいまし。 、

たんで、まあ、その辺は十分に、まあ、姿勢としてご理解いただきたいと思いますけども。

議長。●日高議員（日高亘）

はい、日高亘議員。●議長（三上徹）

あのぅ、非常に、あのぅ、熱心に中身のある答弁をしていただきまして、あり●日高議員（日高亘）

がとうございました 私の誤解があったところを はお詫びいたしますけれども 今後 まあ あ。 、 、 、 、

のぅ こういった事業 あのぅ この事業だけに止まらず いろんな あのぅ 各課連携して あ、 、 、 、 、 、 、

のぅ 町の若返りのために 若者定住のために あのぅ 力を尽くしていただきたいということを、 、 、 、

お願いして私の質問を終わります。ありがとうございました。

以上で日高亘議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らしていただき●議長（三上徹）

ます。再開は少し早うございますけども、１時ジャストといたします。

―― 午前１１時２１分 休憩 ――

―― 午後 １ 時００分 再開 ――

それでは、再開をいたします。続きまして通告順位第８号、日高勝明議員登壇をお●議長（三上徹）

願いいたします。

議長。●日高議員（日高勝明）

日高勝明議員。●議長（三上徹）

日高勝明でございます。６月定例議会にあたりまして、通告をいたしており●日高議員（日高勝明）

ます２点について 順次お尋ねをいたしてまいりたいと存じますが ６月定例議会は 清新な多く、 、 、

の新人課長の答弁を受けておりまして はい 拝聴さしていただいて 何よりも その一生懸命な、 、 、 、

姿に大変感銘を受けておりまして こっちも元気が出る思いでございます どうかこの６月定例議、 。

会を初心として 益々ご健闘になるように心から 祈念をいたします 今回の質問は 先に私書面、 、 。 、

によって質問をいたしました中国木材進出の問題について その後とあわせて まあ この問題は、 、 、

非常にこの邑南 なかんずく県境の地である瑞穂周辺には大きな影響があるのではないかと思われ、
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、 、 、 。ますので この点について 行政としての施政を伺っていきたいということが １点であります

２点目は この社会教育に対する改めて石橋町長の基本的な施政を確認をする意味で 教育委員会、 、

生涯学習課の現状等々あわせながらお尋ねをしていくものでございます まず始めに中国木材の進。

、 、 、 、出ということでございますが これは あのぅ 報道されておりまして既にご承知のとおりですが

私は ５月８日付けに書面によって質問をして ５月１９日に町長から書面による回答をいただい、 、

ております この回答によって おおまかな中国木材が進出するところのメリットあるいはデメリ。 、

ット等については把握できました その中でさらに まあ この問題認識を共有をしていただくと。 、 、

いう意味で今日改めてお尋ねをするところでございます 質問に書いておりますように まあ 改。 、 、

めて このこれまでの情報収集の調査等 特に５月１９日回答いただいて以降の動き等があるので、 、

あればそれを中心にお話を願いたいということ あるいは そのぅ 進出することに対してデメリ。 、 、

、 、 、ットもあるんですけども大きなメリットも この考えられる そのいった面をどのようにとらえ

これにやはり この広大な邑南町のよう 土地 町土を抱える石橋町長以下 そのぅ 町政の執行、 、 、 、 、

者としてどのように認識しておけばよろしいのであるかという点ですね まあ ３番目には やは。 、 、

、 、 、り旧瑞穂町時代に県森連 県森連ですね の強い要請等を受けて因原にあった江の川木材市場を

この田所地域に 地区に招致をしたという そういう経緯を抱える町であります そして もう一、 、 。 、

つは この水源の町というか この非常に豊かなこの環境保全 保持しているこの水源の町として、 、 、

の この環境保全の問題 それからやはりこの町内の林業に関わる業者の皆さんたちをどう守って、 、

いくのかというふうな問題もあると思います 大変すいませんが ちょっと上着をとらせて この。 、 。

邑南町として配慮する課題にどう望んでいるかということについて まず この３点をお尋ねする、 、

わけでございますが この概略については この木材 木造住宅の構造材を製造販売する呉に本社、 、 、

のございます中国木材 これが２０億円を投じて北広島町大朝の工業団地に進出をして来ると も、 。

。 、 、 、 、ちろん県のバックアップあってのことだと思います これは あのぅ Ｂ級の杉材と それから

この米松を組み合わせて構造材として製品化するという企業でございますが 今年の１月の末に大、

朝工業団地に進出するということで、それを運営する県と合意をして立地協定が既に結ばれてお

、 。 、 、 、り １６万６千㎡を取得をすると そして ９月には床面積３千㎡の工場を建設して ４月には

来春４月には稼動を目指すというふうな報道がなされております まあ このような企業が進出す。 、

ることになると これまで放置されておった山林に まあ 値打ちがつくという点では この邑南、 、 、 、

町の林家の皆さんも大変明るい希望をもっておられる面もあろうと思います そして 製材業者な。 、

どの皆さんにおいては このような大手の企業が進出することによって 自分たちの製材業という、 、

仕事はどういうふうに今後なっていくんだろうかという大きな不安があります さらには また先。 、

ほど言いました この江の川木材市場というものが この杉あるいは檜 Ｂ級材 そういったもの、 、 、 、

が この中国木材が構成する山手を買い取る業者の協同組合によって 直接山手から大朝の方へ運、 、

ばれていくとなると これは江の川は共販 もう市場をとおりませんから ここが 有名無実化し、 、 、 、

ていくのではないかという不安を抱えておいでだと思います また一つ 私が１番ここで町長とい。 、

ろいろと共通した認識を持ちたいと思ったのは この環境というものを非常に重視してきたこの邑、

、 、 、 、 、南町として まず金になるということで この沢山の手入れが十分行われていない この まあ

Ｂ級といえば誠に失礼ですが まあ 放置に近いような３０年 ４０年にもなろうかとするような、 、 、

沢山の杉林が 非常に こう沢山一挙にこうどんどん切り出されていくことによって この源の町、 、 、

としての環境に大きな この問題を提起して来るのではないかということと そして ここに後こ、 、 、

の新植をするということが今日の林業の上では非常にこん 困難ではないかと思われますから ま、 、
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あ 放置され荒廃し そこが災害などを起こすというふうなことになって来ると沢山の まあ 今、 、 、 、

回あったような大きな山崩れというふうなものが 水害などの時には起こる可能性も秘めているの、

ではないかと思われます まあ こういった環境災害 そういったことも配慮しながらやはり こ。 、 、 、

のもう阻止をするということはできないわけですから こことどうやって まあ 共存していくか、 、 、

というかそういうものが存在することを前提として この邑南の町の林地を守っていくかというの、

が大変大きな課題になるのではないかと思います 以上のような私の思いでありますので そうい。 、

う点について若干の経過の補強をしていただきながら、町長の思いを伺いたいと思います。

番外。●農林振興課長（藤田憲司）

はい、農林振興課長。●議長（三上徹）

日高議員さんの、中国木材のしん、大朝進出についてでございますが、●農林振興課長（藤田憲司）

改めてこれまでの情報調査結果とそれに対する今日までの対応状況でございます ４月までの中国。

木材の大朝進出については 書面で回答したところでございますが その後の情報について あの、 、 、

ぅ それまでの経過と合わせ お答えしたいと思っとります ５月１９日に島根県 島根県森連が、 、 。 、

直接広島県及び広島県の森林に 県森連にむ 聞き取り調査を行いにいっております その情報に、 、 。

ついては ６月３日に江の川市場会議室において 中国木材大朝進出に伴う製材業者緊急会議を開、 、

。 、 、 、 、催されたところでございます その中で報告されました あのぅ 内容について改めて あのぅ

。 、 、 、再確認したところでございます これまでに収集でき している情報と を統合整理してみますと

一つとして 中国木材が大朝工業団地の土地に１６ヘクタールについて広島県 北広島町 中国木、 、 、

材の３者で立地協定を締結 このうち８ヘクタールを平成２０年４月に中国木材が取得しておりま、

す 残りの８ヘクについては平成２２年以降 売買契約する予定であるそうです 二つ目としまし。 、 。

て、中国木材は杉、檜の 、 級材を、いわゆる、あのぅ、曲がり材を含む、でございますが、原B C
材料とした異樹 異樹種集成材 いわゆるラミナ製材工場を建設するということでございます 計、 、 。

画では平成２１年４月から稼働し 素材生産量と消費量としては 初年度に３万㎥ これは 現在、 、 、 、

の あのぅ 江の川共販が年間の取扱い量とほぼ同じでございます ５年後には１０万 最終的に、 、 。 、

、 。 、 、は３０万ヘク ㎥を目標としているそうです 中国木材の工場への木材安定供給のために 島根

広島県内の素材生産者 製材業者 森林組合等７者によります 広島事業木材 事業共同組合を平、 、 、 、

成２０年 月に設立しておりまして、中国木材が取得しております８ヘクタールのうちに、２．４2
ヘクタールを借りて原木の集出荷業務を行うこととしているそうです 現段階ではこの広島木材事。

、 。業協同組合の業務として 危惧しておりました市場機能はもつ予定がないとのことでありました

２番目の質問に対して 進出に対するメリット デメリットをどのようにとらえているかというこ、 、

とでございますが 中国木材の北広島町に進出するメリット デメリットでございますが まずメ、 、 、

リットとして、近隣に木材の集荷先が確保され、しかも今までに利用率の低かった 、 級材が有B C
効に利用されるようになる 二つ目といたしまして 利用間伐も増え 森林整備が進み 停滞気味。 、 、 、

である林業振興が 活性 林業が活性化される 三つ目といたしまして 雇用面においても邑南町、 、 。 、

かい 邑南町内から近場でありまして通勤が可能であることから多くのメリットが考えられており、

ます デメリットといたしましては 価格についての再造林を行うだけの収益が山元に残るかどう。 、

か、また、江の川共販市場の取扱い量 万㎥の内、６０％以上が県外、これは特に広島県の方から3
ですが入荷しておりまして 木材流通の拠点としての役割が低下する恐れがある さん 三つ目と、 。 、

いたしまして 市場を利用している地元製材業者も原木調達が困難になることが予想されます 以、 。

上 森林所有者 素材生産者にはメリットが多くありますが 製造業者 市場にはデメリットの方、 、 、 、
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が多く 多く それぞれの立場によって影響には大きな差があると考えられます 三つ目のご質問、 、 。

で 江の川木材市場をかかえる町 水郷の町としての環境保全 町内関係業者の保護などちょうな、 、 、

ん 邑南町として配慮すべき課題にどう取り組んでいくかということでございますが 今までの情、 、

報を元に江の川木材市場においては従来と違う市場機能の動きや木材取引を検討するとともに 地、

元生産業者が地域内で連携を深めた新たなぶ 物流システムを構築する必要があると考えておりま、

す 関係者が集まり 現在検討が進められておりますが 製材業者だけでなく素材生産者も一緒に。 、 、

今後の対応について意見こうかい 意見交換会をけん ひら 開催する動きもあります 素材生産、 、 、 。

における伐採経費 低コスト化 木材の安定供給を行える生産体制の確立による素材生産量の拡大、 、

、 、 、についても重要になることから 町としましてはこれらの取り組みに対して情報収集 提供に努め

。 、連絡調整等が必要と考えております 水郷の町としての環境保全の方の方面から考えてみますと

かんばい 間伐材の供給先が増えるということは利用間 利用間伐も増えると予想され 停滞気味、 、 、

である林業が活性化される一方 伐採後の再造林についても計画的に行う必要があると考えており、

。 、 。ます 伐採届け等による再造林するよう これからについても指導していきたいと思っております

中国木材の進出につきましては 邑南町に与える影響は大きいものであります メリットとなるも、 。

のに関してはできるだけこれを阻害することなく また デメリットとなるものに関しては 少し、 、 、

でもこれを解消できるよう関係者とその方法や対策を協議していくことを基本におきながら 今後、

、 、 、も情報収集を行うこととともに 行うとともに 関係者と意見交換をしながら検討を進めていく

いくものと考えております。以上でございます。

町長は、ええですか。●議長（三上徹）

そいじゃあ、議長。●日高議員（日高勝明）

日高議員。●議長（三上徹）

一つだけ聞きながら、改めて町長にもお伺いしたいと思います。今話があっ●日高議員（日高勝明）

たように この江の川木材市場の現在の扱い高を この もう当初で この計画に上げるくらいな、 、 、 、

量を扱いたいというわけですね しかもまたこの江の川木材市場の方の この取り扱い木材の６割。 、

が課長から説明があったように県外勢 まあ 広島を中心とする県外勢 そこで まあ この江の、 、 、 、 、

、 、 、 、川木材というものの この流通能力が大幅に まあ まず低下する恐れをもっているということで

何か新機軸を打ち出さないと到底これは乗り切れないという点では県森連 県森連の方は 非常に、 、

危機感をもって おられるものと思われます まあ そういった状況の中で決して邑南町も この、 。 、 、

無関心ではおられない課題であると思いますが このまず始めにこの環境であるとかあるいは そ、 、

のぅ まあ 水郷の里と書きましたが まあ 水源の町としての今後のやはりこういうことに対す、 、 、 、

る思いというのは町長から後ほど聞くとして このようなこの町内の に誘致というか招致した事、 、

業場が大きな打撃を受けようとする時に まずこの地元自治体として何ができるのか これ非常に、 、

考えなければならないところではないかと思いますが まず 町の方ではこのし まあ これを森、 、 、 、

林を統括する郡の森林組合であるとか あるいは県森連であるとか あるいは町内で新たな悩みを、 、

、 、 、 、 、 、抱え込んだ製材業者であるとか あるいは また 今後 大きなこの協同組合方式によって 山手

、 、 、山林家に向かって 沢山のこの誘いの手がかかって来ると思われますが そういった状況に対して

この県内 島根県側のそういう関係者というものは 今日まで この問題をどういうふうに政治的、 、 、

に協議をし こりゃ対策をしようとしておられたのか もしそれに対しての状況があれば報告を願、 、

いたいと思います。

番外。●農林振興課長（藤田憲司）
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農林振興課長。●議長（三上徹）

島根県の指導でございますが、これまで、あのぅ、県の主導で浜田の方●農林振興課長（藤田憲司）

で２回 また それからもあの郡内でも１回 あのぅ これに対しての検討会議を指導しておりま、 、 、 、、

す 島根県内にも 他の森林組合に対しても あのぅ 協力 広島県の 中国木材の方から あの。 、 、 、 、 、 、

ぅ 県を通じて協力要請があっとります それに対して県としてもなかなか あのぅ 有効な対策、 。 、 、

。 、 、 、ができておりません まあ 今までのところはその情報収集が先決でございまして それがやっと

、 、 、 、 、この５月の あのぅ ５月１９日に広島 島根県と島根県県森連が広島の方へ行って 情報がか

ある程度分かったということでございました それ それに対しまして また 今現在も検討会を。 、 、 、

重ねておられまして また ６月の後半にも島根け 県のしゅ の主催によります検討会がまた浜、 、 、 、

田の方で行われる予定になっておりますので その状況を見ながら町の方としても対応を重ねてい、

きたいと思っております。

議長。●日高議員（日高勝明）

はい、日高勝明議員。●議長（三上徹）

今いわれるようにもちろん県とか、そういうところが対応なさるということ●日高議員（日高勝明）

はもちろんのことでありますが やはりこの先ほどいうように この大朝にこれが立地するわけで、 、

ありますから もうこの瑞穂地域をまず手始めとして 邑南町はその最前線に居るわけですね こ、 、 。

れはもちろん被害が及ぶという認識で私は言っておるのではありません 様々なメリットもあ あ。 、

るわけですから それはそれとして受け入れなければいけませんが この まあ 林地保全 環境、 、 、 、 、

保全とかいうふうな面からすれば やはりこのこの問題については 私はこの例えば邑南町長が呼、 、

びかけて 県森連や 県森連や このぅ 現場の木材市場あるいは郡の森林組合あるいは町内の業、 、 、 、

界 業者の団体があると思いますが そういったところと この情報の共有や 今後の対応策につ、 、 、 、

、 。 、 、いてですね この対策をやっていく そりゃもちろん最終的には いろいろ事務レベルにおいて

、 、いろんなことを進めていく問題だと思いますけれども やはりこれは様々な大きな問題を抱える

この問題の出発であるというところで やはり町長が一つ乗り出していただくにふさわしい問題で、

はないかと思うわけですが この点については石橋町長はどのようにご認識になっておるのか お、 、

伺いしたいと思います。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

これは、あのぅ、一応予定としては、平成２１年４月からの操業開始という●石橋町長（石橋良治）

ことで聞いておりますが あのぅ まあ 今まで中々この情報が入ってこなかったというのが私実、 、 、

態でございます もちろん企業秘密ということがあるわけですから中国木材の いくら聞いてもな。 、

、 。 、 、かなか教えていただけないという中で 我々苦慮しておったわけであります まあ しかしながら

あのぅ やはり おっしゃるように 邑南町として非常に まあ 影響も大 大きいわけでありま、 、 、 、 、 、

すので やはり情報収集に努めなきゃならんと思ってますけども あのぅ もちろん仰るように島、 、 、

、 、 、根県側でどうするこうするいうこともあるかと思いますが 私もい この段階で考えますならば

例えばき 北広島町の方 方へ出向いてですね 直にやっぱり新しい情報 町側の施政あたりもで、 、 、 、

すね 少し動いてみたいなと まあ いうふうに思います まあ 要はおっしゃるように これは、 、 、 。 、 、

止めることはできんわけですから いかに まあ 共存共栄で 邑南町の方も北広島町の方も 広、 、 、 、 、

島県側も上手くいくようにということの まあ 接点を探るということが大事だろうというふうに、 、

思います あのぅ ただ あのぅ ごし ご指摘のように 邑南町は水源の郷ということでありま。 、 、 、 、 、
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すので 課長も答弁しておりましたように まあ 当然 その違法伐採があっては困るわけであり、 、 、 、

ます まあ これはきちっと あのぅ 法律で規定されとるわけでありますから いよいよ操業が。 、 、 、 、

スタートする中で伐採 乱伐があったり その後全く災害のことが考えられなかったとかいうよう、 、

、 、 、なことがあってはならな ならないのでありますですから これはやっぱり始まるまでにですね

、 、 、きちっと業者と我々とですね 何らかのやっぱり 形でやっぱ示すことが大事かなあというふうに

まあ、思っております。

議長。●日高議員（日高勝明）

日高勝明議員。●議長（三上徹）

先ほど確かに、あのぅ、法によって、この乱伐が、このやはり制限されると●日高議員（日高勝明）

いうふうなところを利用しながらやっぱりこの守っていくという面もなければならないと思います

が 先ほど話があったようにこの有効間伐などによってですね 山をこう保全しながら また 一、 、 、 、

部ではそれをお金にしながら山が整理をされていくというふうな そういう方面が非常に事業とし、

て非常に潤沢に森林組合などを通じて 個人林家あるいは あのぅ 共有林家 団体 そういうと、 、 、 、 、

ころへどんどん仕事がでてくればですね こりゃあ非常にいい制度ではないかと思う面もあるわけ、

ですよね 有効間伐していっては金にする 負担なしで その林地が整備をされていく うまくい、 、 、 、

けば少しは金になると ということを そういうふうな あのぅ ことが あのぅ 今 こうなか。 。 、 、 、 、 、

なかいえないわけでしょ 森林組合もなかなか仕事の量が少ないから ほんとに僅かなそういう有。 、

効間伐の事業しか取り組んでおられないというふうなことで これはこの沢山の林地がこのいわゆ、

る荒廃に近い状態になって いくらかでもいいから 私がまだ目の黒いうちにお金の姿が見たいと、 、

、 、 、 、 、思っていらっしゃる方 沢山いらっしゃるわけですから うっかりそれに まあ 乗っていくと

その荒廃というふうな問題が起こる 後が新植というふうな またこれまた補助とか様々な助成制、 、

度が 非常に今はこう押さえられておりますから 到底今の高齢化した林家の皆さんに 新植を求、 、 、

めるというふうなことが容易には まあ できないわけですよね で そうすると こりゃやはり、 、 。 、 、

町 行政なりそういう林業そ 団体等で この林地保全の為の協議会のようなものをやはりこの行、 、 、

政が その中心になって そういうものを こう まあ 監視といえば語弊があるんですが 指導、 、 、 、 、 、

したり 先ほど課長いみじくもいわれましたが これ強制力がないとなれば こう指導以外にない、 、 、

んだと思うんですね 林家の皆さんに対してですね そういうことを取り組むような まあ 問題、 。 、 、

別にその協議会やセンターを作れば際限がないかと思いますけれども 今あるこの町の制度で こ、 、

ういう問題を扱うにふさわしい そういう団体があるのかどうかあるいは また 新たに仮称です、 、 、

けど林地保全の為の協議会みたいなものを こう設置して この問題をまず手始めに この邑南町、 、 、

、 、 、の林地保全というふうなことを考えていく必要があるのかどうか そこらへんについては これは

、 。まあ 担当課長もですけど町長はその必要性についてどのようにお考えになっているでしょうか

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

あのぅ、これはかなりの開発でございます。ですからやはり、まあ、我々が●石橋町長（石橋良治）

知らん顔ということは全くはできんわけでありますので そのへんの歯止をどうかけるかというこ、

とについては当然行政として考えなきゃならん問題です その手法については 今少し研究をさし。 、

ていただきたいなあと おっしゃるようなことも含めてですね 研究さしてもらいたいなあという。 、

ふうに思います。

議長。●日高議員（日高勝明）
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はい、日高勝明議員。●議長（三上徹）

今情報収集の段階、まあ、今進められておる段階ですから、私もそういうこ●日高議員（日高勝明）

とを まあ 特に促進して欲しいと思って書面質問をし 改めて今日 同じ内容の同工異曲の質問、 、 、 、

をここでやっておるわけでありますけれど やはりこの邑南町に住み また 邑南町でこういう行、 、 、

、 、 、 。政に関わりをもつ者としては 絶対これはもう あのぅ 避けて通れないというか無視できない

特に私の思いでいえば 環境の問題 災害の問題 そういったところにやはり目配りを十分してい、 、 、

かないと まあ 売りたい側の気持ちというものが どんどんこう先走りをしていくようなことに、 、 、

なると 大変な問題が起こるのではないかという思いをもっておりますので 今しっかり情報収集、 、

をして そしてこの それに対する対応策を取っていくと 協議をしていくという町長の思いであ、 、 、

、 、 、 。 、 、 、りますから それを まあ 見守らせていただく段階であると思います また 私ども 私どもは

まあ 私は それにあわせて今のこれを この後の伐採をした後の対策というふうなもの 伐採の、 、 、 、

仕方 そういったことに対して やはり森林組合などと協議をしながら また 国県に対しても強、 、 、 、

く働きかけてこの林業に関わるいろんな補助制度あるいは投資 そういったものがもう少しかって、

のように大きくこの行われて まあ いわゆる日本の砂漠化は その外国の砂漠化とは形が違いま、 、 、

すけれども水田であり この林地がある意味の砂漠化をしていくような 密林化をしていくような、 、

状況の中で やはりもう少しその投資がなされる状況を作り出していかなければいけないのではな、

いかと思っているわけです まあ これは あのぅ 私も お得意の分野ではありませんので よ。 、 、 、 、 、

く専門的な知識がありませんが 町内のこの木材に関わる多くの業者の皆さんたちが非常に大きな、

問題としてとらえています この大朝に一つ定着できた あれだけあちこちで多少はいろいろ問題。 、

も出たんですけれども この北広島町中心 大朝を中心にして製材業者 そのほかの業者の方が非、 、 、

常に数が まあ 少なかったというか 力が少し弱かったというふうなところが 広島県の思いと、 、 、 、

うまくいって こうぽんとあそこへ進出してこられた原因の一つがあるのではないかと私は伺って、

おります まあ そういった面でもやはり この島根県内 特に県境接するこの邑南の地のそうい。 、 、 、

った業者の皆さんたちの今後の発展の上でいろんな努力を現場ではしている業者の皆さんも沢山い

るわけですから そういった これ今後への企業活動にどのような支障をきたすのかをやはり行政、 、

も一緒になって 見極めていく必要があるいうことを要請するともに くれぐれもこの環境問題と、 、

、 。いう点には 強い関心を持って望んでいただきたいとそういうことを改めて要請をしておきます

この問題については今後やはり 引き続き注目をしていくべき課題であるということを 皆さまに、 、

ご認識をいただきたというふうに思っております 続きまして ２番目の質問に移らしていただき。 、

たいと思います この問題について 改めて今日ここで申しあげますのは この社会教育に対する。 、 、

町長の施政というのは この３年半ばかり終始一貫しています とにかく この自主自立の地域づ、 。 、

くりを進めていく拠点として 公民館を活性化させていかなければならないという この町長の基、 、

本的な考え方というのは 私は微動だにしていないものというふうに信頼をしております そうい、 。

った前提に立って 今日配慮をすべき点が やはりこの厳しい財政事情を受けながらではあります、 、

、 、 、 、けれども 出て来ているのではないかということを 思いつつ何点かの要請をしたい あるいは

また 現状を確認したいと思うわけです この私も先般 実は表を作っていただいてみて驚いたん、 。 、

ですが この人事をなさる上では私もあまり人事は 最近少し人事の真似事をやる立場になりまし、 、

たけれども このメリハリを利かして自分の当面する施策政策にあわせて 重点をどこに置くかと、 、

いうことを決めていくわけですから 平均に平等に人を貼り 貼り付けるなどということが あり、 、 、

えないことは私は少なくとも認識をして言ってるつもりです つもりですけれども この教育委員。 、
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会の中のですね 生涯学習課に関していえば こりゃ まあ 私の非常に関心の深いもんなんです、 、 、 、

けれども １６年１０月の合併当初は３０人の生涯学習課にですね 公民館をもちろん１５名を含、 、

、 、 。 、 、むわけですが ３０名の職員さんが貼り付けられておったわけですね 課長以下 これは あのぅ

地域教育コーディーネーターが当時は２名いらっしゃいましたからこれを含めております 含めて。

３０名という意味でございます この中では 夢づくりプランなどを始めとする地域づくり推進係。 、

というものが３名が配置をされ この教育委員会の新しい花形部門として この登場をしたと思い、 、

ます もちろん図書館の２名も含みます こういった体制で ずぅっと この出発をしたわけです。 。 、 、

が １７年 １８年 １９年 ２０年と こう まあ 年が経つにつれて 町職員全体が圧縮され、 、 、 、 、 、 、 、

ていっているわけですから 教育委員会がなんのその影響を受けないなどということも これもあ、 、

。 、 、 、りえないということも分かった上で私は申しあげております で 現在ですね ３０名の人たちが

。 。 。２０名になっておりますね 教育委員会生涯学習課２０名 この３分の２に減っているわけです

で このよう 状況を見たときに これは一度やはり こういった機会に皆で確認をしておかなけ、 、 、 、

、 。 、ればいけないという思いで 今回この質問を申しあげているわけでございます まず最初にやはり

このそういうふうに まあ ３分の２までに生涯学習課が縮小されているということに まあ 私、 、 、 、

は懸念を抱いて見ているわけでありますけれども 教育委員会の現場の方としてはこの問題にどの、

ように どのように受け止め どのように対応してきていらっしゃるのか 新課長は従前から生涯、 、 、

、 、 。学習課にいらっしゃったわけですから その状況は つまらかやにされていることだと思います

また この問題を教育委員会では どのように協議し 対処し 町長部局に対してこの実態を そ、 、 、 、 、

の まあ 披瀝して あり ありよう等について お訴えになってきたのかというふうな点も も、 、 、 、 、 、

しなされておるとすれば お伺いをしたいと思います 社会教育 なかんずく公民館の活動に 地、 。 、 、

域活性化の拠点を置くという町のこの方針のげん 方針と現状のこの人事の間に私は やはり あ、 、 、

のぅ 思いがあるとしても数字でこれだけの乖離がでてきたというのは ちょっと果たしてどうな、 、

のだろうかなということを まあ 感じておりますので そのことについて 私はやはり教育委員、 、 、 、

会としては 委員長 教育長を先頭に町長部局と真剣ないろんな話し合いをしていくべきではない、 、

のかと思うわけでございますが これはまた教育委員会側の方の考えも伺っておきたいと思ってお、

ります まあ とりあえず そういった点についてですね お話を伺いたいと思います ここで一。 、 、 、 。

つだけ あのぅ 人数の上で言っとくべきことは これは私ども 公民館活動推進委員長あるいは、 、 、 、

全部の自治会長で 町長に要請をいたしましたが 財政の事情で やむ終えざることと受け止めて、 、 、

一応 現在では そのままに推移を見守っておりますけれども この１２館の臨時職員 まあ 私、 、 、 、 、

はサポート サポート職員というふうなことで呼んだこともありますが この皆さんが２０日が１、 、

５日になりましたですね で これは １２館の５日ずつですから ６０日 この働く日数が減っ。 、 、 、 、

ておるわけです まあ ２０日間 この土日を除いて２０日間が普通の公務員の皆さんの普通一般。 、 、

的な勤務日だとすれば ３人の職員がこっぽりい いなくなっているわけですよね そう １２人、 、 。 、

のな １２館の中で３人は全くいなくなっている数字が示されているわけですから まあ この２、 、 、

０名という数字のその下には 隠されたものとしてプラス ２０日間かける１２館の１２人の女性、 、

職員が頑張っていてくれるわけですが この中でも数字の上では み ３人分は なくなっている、 、 、 、

と こういうこともやはりこの動向の何か一つの動きとしてこの見つめておかなければいけないの。

ではないか そのために一つここで 具体的にもしあれば その後の２０日が１５日になった後の。 、 、

館長の勤務状況にどのような変化が起こっているか こりゃもちろん あのぅ 年報酬で必要な時。 、 、

に出て主事のアドバイスをしたりなさるわけですから そんなに決まった日に決まった時間出てい、
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らっしゃるということではないと思います必要に応じてであるということは 私も非常によぉく承、

知しておりますが この主事もいない 臨時職員の休日日 そういった時には まあ ボランティ、 、 、 、 、

ア的に館長が出て 半日間 留守番をするというふうなことが増えているのではないかという私は、 、

思っているわけです 何館かの状況を見てですね まあ その点について一つまずは教育委員会の。 。 、

方から実情をご報告願いたいと思います。

番外。●生涯学習課長（森岡弘典）

はい、生涯学習課長。●議長（三上徹）

そうしますと、あのぅ、私の方から、あのぅ、まず１番の、生涯学習の●生涯学習課長（森岡弘典）

人的配置が縮小する中で 現状どのような対応しているかという部分の につきまして ご説明を、 、 、

申しあげます 先ほども議員さんの方からもご指摘がございましたけど 平成１６年１０月合併以。 、

来 邑南町の職員の適正化計画 また退職者の増大 課の新設等で各課とも職員が減ってまいって、 、 、

きております 生涯学習課も 先ほどもお話ございましたように 合併当初 さん 地域教育コー。 、 、 、 、

ディネーターを含め３０名の職員で業務を行っておりましたけど 本年４月の人事異動により 生、 、

、 、 。 、涯学習課の本館の方で７名 公民館が１２名 図書館１名で現在業務を行っております 先ほども

あのぅ お話にございましたように その以外にですね 我々 あのぅ 事務補助員と申しており、 、 、 、 、

ますけど 公民館の臨時職員さんが 各館に１名と図書館の本館分館に１名ずつ 計２名おります、 、 、

ので それは あのぅ じゅ 入れますと まあ 臨時職員が１４名プラスおるということでござ、 、 、 、 、 、

。 、 、 、います そういう中で特に まあ ４月以降は生涯学習課本館の方の人数が減っておりますので

なかなかその社会教育全般を今の人数でやれ やるというのは非常に 厳しい問題が実はございま、 、

、 、 、 、 、 、 、してですね あのぅ 実は あのぅ 公民館の主事と４月度緊急に集まりまして いろいろ まあ

問題解決をどうしていこうかと まあ 人数が減ることによって 我々の行なう教育サービスを減、 、 、

退さすことができないということで いろいろ検討いたしました そういう中で 社会教育係がも、 。 、

っていた係の一部を じゃ公民館の方でこの１年間やってみようじゃないかということになりまし、

て まあ ふるさと教育に関することとか 青少年育成に関すること 子ども会に関すること等で、 、 、 、

、 、 、 。すね 一部 まあ 公民館の方で事業を本年度実施をしていただくというふうになっております

また あのぅ 事務補助員が ２０日が１５日になって 公民館の館長さんの勤務はどうかという、 、 、 、

ふうな お話ございましたけど 正確にですね どこの館がどうかという資料を今もっておりませ、 、 、

、 、 、 、 、 、んけど 全体としまして やはり あのぅ 公民館の補助員が１５日になることで５日間 まあ

空くわけでございます それと実は あのぅ １５日ですけど １日 有休が付与されております。 、 、 、 、

ので 結果的には１４ １４日の勤務というふうになりますので まあ 少しその間空くというこ、 、 、 、

とで どうしても公民館主事も現場に出なくちゃ行けない 今日は補助員さんも休まにゃいけない、 、

という時は 公民館長さんの方で いろいろ便宜をしていただいて 今日半日でようかとか １日、 、 、 、

でようというふうなことで 以前に比べまして 公民館長さんの勤務も増えておるというのが ま、 、 、

あ 実状でございます まあ どうしてもその公民館の方 皆さんがですね そのぅ 館長が出る、 。 、 、 、 、

、 、 、 、ことができないという いう時は玄関の方にちゃんと貼ってですね 今日は居ないから公民館 あ

ごめんなさい あのぅ 教育委員会事務局の方にご連絡くださいということで もしそういう時に、 、 、

公民館の方に町民の方訪れた時は 教育委員会事務局の方で対応して 極力ご迷惑をかけないよう、 、

にしているところでございます。以上でございます。

番外。●教育長（南原愼人）

はい、教育長。●議長（三上徹）
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失礼いたします。日高議員さんのご質問の２番目と、３番目につきまして答弁●教育長（南原愼人）

をいたします まず２番目のことでございますけども 合併以来の生涯学習課の人数は 先ほど課。 、 、

。 、長が答弁いたしましたように減少しております 限られた人数で効果的に業務を遂行するために

まあ 課員全員で協議し 一致団結して事業を進めておりまして 私自身 連帯感も強まっておる、 、 、 、

とそのように感じてるとこでございます まあ しかしながら 事務の一部を公民館に分担させて。 、 、

おりますので今年一年かけまして 生涯学習課の課題や問題点 公民館における事務の増加による、 、

課題や問題点を検証していくことにしております まあ これらの検証作業をする中で 途中経過。 、 、

も含めまして その結果を まあ 定例の教育委員会 又は町長部局に報告していきたいと考えて、 、 、 、

おります それから３番目のことでございますけども 合併以降 まあ 町内１２館は独立館とし。 、 、 、

て まあ 地域に密着した公民館活動を まあ 展開しておりまして まさに地域活性化の拠点と、 、 、 、 、

して 活動を展開しております まあ 少し詳しく言いますならば 合併以前の公民館職員の人事、 。 、 、

配置は 羽須美地区の２館につきましては 非常勤館長と嘱託主事 瑞穂地域は５館の公民館に非、 、 、

常勤館長 内３館につきましては町職員の公民館主事と事務補助員 ２館には嘱託職員を 石見地、 、 、

域につきましては５館すべてに 非常勤の公民館長と臨時職員の主事を配置しておりました 合併、 。

後は地域づくりや 地域の活性化に公民館の役割は重要である まあ そのように考えまして 地、 、 、 、

、 、 。 、域づくりのけとか 拠点としまして 公民館の人的配置に配慮してきたとこでございます 現状は

１２館全てに 非常勤の館長以下 町職員の専任公民館主事 臨時職員の事務補助員を配置してお、 、 、

。 。 、 、ります 合併前と比べると人的配置はかなり充実していると思っております まあ しかしながら

多様化する地域住民のニーズや 過疎 高齢化 まあ そういった状況が 予想を超える速さで到、 、 、 、 、

達しておりますこと まあ いろいろ考えます また そういったことを考えまして やはり公民、 、 。 、 、

。 、館の役割はますます重要になると考えております 生涯学習課や公民館等での課題や問題を検討

、 、 。検証し それらの結果を踏まえて また町長部局とも十分に協議してまいりたいと考えております

以上でございます。

議長。●日高議員（日高勝明）

はい、日高勝明議員。●議長（三上徹）

これからの残る時間、ちょっと町長といろいろお考えをお伺いながら、議論●日高議員（日高勝明）

して したいところでございますが 時間が思ったよりも早くなくなりつつありますので 要点を、 、 、

何点か申しあげたいと思います この地域力を醸成するエネルギーの源というのは 私はこの邑南。 、

町にあっては 職員主事を配置している公民館というこれが天下に正に誇るべき 個性 特色であ、 、 、

るということは これは言をも待たないところでございますが この中 こういう状況にたってで、 、 、

すね やはりこの公民館主事に 公民館主事らしい働き場をてい 作ってやるということが大事だ、 、 、

と思うんです ていうのは この本来この各地区に配属されている公民館主事というものは この。 、 、

事務をやるための配属ではありません やはりこれは ある意味でその言葉が適切かどうかはしり。 、

ませんが オーガナイザーというふうな いわゆるオルグっていう言葉がありますが その地域に、 、 、

、 、 、 、出かけて 皆さんたちの状況をよく見ながら そして そこにある問題点を主事がまず認識をし

そしてそこで頑張っている人たち 悩んでいる人たちと話し合いながら その問題を公民館の課題、 、

として全体の場で議論をしながら地区全体にこの問題を立ち上げていくという努力をしてくれる仕

掛け人になってくれる人 そしてそういう人たちがしっかり頑張ってくれる このこのいわゆる黒、 、

。 、 。子の役割をしっかり働いてくれると もう 私何十年これ言い続けている公民館主事像なんです

平成２０年になってもこの基本的な考えというのは変わってないんじゃないかと思うんです これ。
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を私はいつも あのぅ 新任でいらっしゃる私の ところの公民館では 歓迎をする場所で いつ、 、 、 、 、

も新しい主事さんには申しあげておるところでございますが ここが今おっしゃったように 僅か、 、

なことだと思いますけれども 事務をこの本 本丸にあるべき事務を 各公民館の主事が担当しな、 、 、

ければいけないという状況が出てきている あるいはまた 館長さんたちにも いろんな 今まで。 、 、 、

にないご苦労がかかっていると こういうふうなことは やはりちょっと この２０年度 １年か、 、 、 、

けてしっかり検証するという教育長のお考えですから それを受けて 正していくことはいいと思、 、

、 、 、 、 、 、 、うんですけれども まずここで まあ 少し急ぎ 急ぐかもしれませんが 私が思うのは あのぅ

１５人いた時にね あのぅ ３つの公民館に２人の主事制を配置したのはありゃあ蛇足だったと私、 、

は思うんです これを１２にされたのは私は英知だと思うんです しかしですね あのぅ １８年。 。 、 、

、 、 、 、まではそういうふうにされた このいわゆる生涯学習課の本丸に この１２館のいろんな このぅ

温度差や成熟の度合の違う主事さんたちを しっかりサポートしてあげ 指導し 励ましていける、 、 、

指導主事をひとり 一人置いてください いわゆるそれは係長なのか課長補佐級なのか それはい、 。 、

ろいろ私はよく分かりませんが なんとしても 指導主事 １２館を 全館を見ながら もちろん、 、 、 、 、

それは館長 課長もやられることだとは思いますけれども やはり専門的に その公民館１２館の、 、 、

活性化を目指す為の この指導主事的なものを 私は是非 これは１８年にさかのぼって復活をし、 、 、

て そしてほんとにその人が この町内にはもう い 一公民館においとくのは惜しいような 立、 、 、 、 、

派な主事が １館 ２館 ３館と育っているわけでございますから そういう人たちをやはり本丸、 、 、 、

に戻して そしてそこで全体をこう見極めさして 公民館のレベルアップ 個性 特性があるのは、 、 、 、

いいことですけれども やはりこの邑南町が目指す全体のこの社会教育 地域づくりの姿を常にも、 、

って１２館を この見極めている人材は絶対に必要であると私は今でも思っています このことを、 。

町長にどうか一つ真剣に考えていただきたいと それともう一つは 地域コーネ コーディネータ。 、 、

ー 最近でいえば木村先生ですね この方がまあ居なくなりました この仕事がこれが沢山 沢山、 、 。 、

、 、 、 、の私は遺産を残して飛び立ってくださったと思うんですけれども この こういう人たちを まあ

あのぅ 変な言い方ですが 人の御坊で法事をするというか やっぱりこう もし再び配属できる、 、 、 、

ものであれば ２０年度はないわけですけれども 県へ要請をして やはりこの邑南町は受け入れ、 、 、

ていくことはできないのかどうか これも一つ私は教育委員会と協議をしながら 是非この新たな、 、

教育 地域教育のコーディネーターを受け入れていくべきではないのかということを思います さ、 。

らにもう一つこれは 私の心の中では 全然終わってない問題なんですが ２０日働いていた女性、 、 、

が１５日で今 その５日を少なくされているこの問題は 一応２０年度では この引き下がりまし、 、 、

たけれども 心の中では私全然終わってない問題なので やはり２１年度にあっては そりゃ一人、 、 、

、 、 、当たり５日間まるまるじゃなくてもですね やはりそういった公民館 現場の状況を考えながら

やはりこの人たちに もう少しこう活動できるような日数を作ってあげてはどうかと そういう財、 。

、 、 、 、 、政的配慮が 全くする余地がないとは私には まあ 思えないわけなんですけれども こういった

まあ 具体の問題について 今教育委員会の方から現場の話を出された 教育長 担当課長との話、 、 、 、

を聞いていただいておりながら 残る時間５分でございますけれども 町長に全部さしあげますの、 、

で どうぞ一つ明快な答弁をいただくように 平生あんまりお願いはしませんが この件について、 、 、

はほんと、お願いをしたいと思っております。以上です。

はい、議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

３点のご質問でございます。まあ、その前にですね、少し言わさしていただ●石橋町長（石橋良治）
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きたいのは 教育長も答弁しておりましたけれも 旧町村よりも手厚く公民館主事を全館配置して、 、

いる いうことだけはですね やはり我々の思いも汲んでいただきたいというふうに思うわけであ、 、

。 、 、 、 、ります でぇ その中で まあ 最初のその指導主事なるものがどうかということでございますが

まあ 私は課長にいっとるんですけども これは課長の仕事だよと 私は思います やっぱり生涯、 、 、 。

学習課イコール公民館という私は思いがございますから それを指導するのは課長だよと で １、 。 、

２館全てということにはならんと思います やっぱり弱いところを指 指導して あなたはやって。 、 、

いくべきであると だから 指導主事を置く前にですね まず課長が頑張ってもらいたいというこ。 、 、

とを まあ お願い 言っているわけであります そいから地域コーディネーターのことについて、 、 、 。

は これは まあ 木村さんが居なくなった後どういう形で推移するのか こりゃあ まあ 今年、 、 、 、 、 、

一年しっかり課の中で検証して ほんとに必要性があれば早めに手を打っていかないかんというふ、

。 、 、 、 。 、うに思います あわせて まあ あのぅ ２０日から１５日という問題もございました だから

、 、 、 、まあ あのぅ いろいろ改革の中でいろいろやっているわけで どういう形が１番ええのかという

まあ 模索の今年１年だろうと思います で その結論を待って まあ ２１年度に向かっていき、 。 、 、 、

たいわけでございます で 私は先般の布施 八色石の地区の出前講座に いやいやいや 町政座。 、 、 、 、

談会に行ったわけでありますけども その地区から ある方が言われたのは 町長その いわゆる、 、 、 、

その 交通事故 弱者対策も含めて安心安全の町づくりをどう考えるかということを まあ 強く、 、 、 、

言われたわけであります で こういう問題こそですね まさに 布施の公民館で取り上げてくれ。 、 、 、

なきゃいかんという問題だと思います で そのことを少し申しあげましたし 帰り際には公民館。 、 、

主事に 是非これは 布施地区の 八色石地区の大きな課題だから 是非学習として学習の一環と、 、 、 、

。 、 、 、して公民館活動の中でやってみてくれということもお願いした まあ そういう意味では あのぅ

日高勝明議員さんと私の思いっちゅうのは通ずると思うんですけども やはり公民館が元気になれ、

ば 多少人数は減ってもですね これは町の地域 地域づくりに大いに貢献するのだ だろうと思、 、 、 、

いますので まず公民館主事のレベルアップ これをですねやっぱり第一に考える必要があるので、 、

はないかというふうに思います。

議長。●日高議員（日高勝明）

日高勝明議員。●議長（三上徹）

最後になりましたが、まあ、そういうことを受けて私は新任の課長で大変だ●日高議員（日高勝明）

と思います とうとう答弁をさせる時間をなくしてしまって恐縮ですが 私はこの新任の課長とし、 、

て大変だろうけれども 今町長もそういいましたが １２館の主事たちの働きぶりを課長の目で一、 、

つ見てあげてください そして その職員達がどんな あのぅ 悩みを抱え また 問題を抱えて。 、 、 、 、 、

活動しているかを見てあげて欲しいと思います そうすることでやはり その人 主事さんたちも。 、 、

やはりこの地域では それを励みとしていろいろ活動を創出していくということに繋がって来るの、

ではないかと思います 今４番目に書いておりますように 公民館主事配置の意図する根本にたっ。 、

て その体制の改善策を協議し その結果を私は生涯学習課からこの２０年度末にはですね あの、 、 、

ぅ 教民の常任委員会の方に このような努力が 努力をし このような結果をだしてきたという、 、 、 、

状況を ９人の教民の委員に聞かしていただけるのを楽しみにいたしております ２番目の問題へ、 。

もう少し時間配分をすれば良かったかなと思いますが 一応私の意図するところは 受け止めてい、 、

ただけたものと、判断をいたしますので、これで質問を終わります。ありがとうございました。

以上で日高勝明議員の一般質問は終了いたしました。ここで休憩に入らしていただ●議長（三上徹）

きます。再開は２時１０分といたします。
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―― 午後 ２ 時００分 休憩 ――

―― 午後 ２ 時１０分 再開 ――

再開をいたします。続きまして通告順位第９号石橋議員登壇をお願いいたします。●議長（三上徹）

はい、議長。●石橋議員（石橋純二）

石橋議員。●議長（三上徹）

１１番石橋でございます 今回は１問のみ質問 通告しております 始めに●石橋議員 石橋純二（ ） 。 、 。

地産地消から地産地を商うの地商への取り組みについてとしております これは 石橋町長の３月。 、

、 、 。の施政方針の中で 地産地消から地産 地を商う方向も検討してみたいという文面がございました

私はこれは地産 他 他に商う地産他商か にしようかと思いましたけれども この他へ商う 他、 、 、 、 、

の地域へ商うという意味があると考えまして このような文になりました 今回の質問に関しまし、 。

、 、 、 、 、ては １番の １番議員さんが地産地消の問題を取り上げられましたし 松本議員さんも 農業

農業活性化支援センターについて それから田中議員さんもそうだったと思いますし また日高亘、 、

議員さんは地域雇用創造推進事業について取り上げられました まあ 私もこのことが関係すると。 、

。 、 。 、思います 重複する面もあろうかと思いますが よろしくお願いをいたします 地産地消から地

地産地 商い 地商への取り組みついてご質問をさしていただきます 近年地方と中央都市間の経、 、 。

済格差はますます大きく広がっております 地方と地方の現状は首都圏あるいは中京圏を除き 全。 、

国どこの町村も疲弊化しております それでもなんとか活路を見いだそうと全国の町村が様々な取。

り組みをおこなっております 邑南町においては平成１９年度 地域資源全国展開プロジェクト事。 、

業あるいは地域提案型雇用創造促進事業 さらにＩＴ活用ビジネス育成事業等 また３Ｓ事業等を、 、

も活用されまして こうした取り組みがなされたところであります そして行政として 一定の成、 。 、

果はあったものと考えます 今年度それらの事業成果を踏まえ 邑南町地域雇用創造推進事業とし。 、

て３年間のソフト事業が展開される運びとなっております。高齢化人口減少による域内市場の縮

小 また製造業の落ち込みなど 邑南町取り巻く経済環境は著しく悪化をしております 今回のこ、 、 。

、 。 、うした取り組みは正に時期を得た取り組みと考え 大変評価するものであります 内容を見ますと

まあ 実現の可能性の高いものを中心としてテーマが設定されております 人材の育成など具体的、 。

にどのように展開していくのか また雇用関係などの実現可能なもののみに終始することなく 域、 、

外からの外貨獲得戦略のために どのような人材育成やマーケッティングリサーチを行うかなど多、

くの課題もございます そこで以下の点について質問をいたします １番としまして １９ね 平。 。 、 、

成１９年度に取り組まれた地域提案型雇用促進事業の主な内容 これにつきましては テーマとし、 、

て人材育成あるいはマーケッティングの調査となっております また 地域資源全国展開プロジェ。 、

クト事業は 特産品開発それからブランド認定制度 それから交流事業 広報 こうした四つのは、 、 、 、

、 。 。ちら 柱を中心に展開されたと伺っております これは商工会との共催であったと伺っております

それから２番目にＩＴ活用ビジネス育成事業の取り組みで販売サイトがプレオープンされたとなっ

ております 販売サイトにおける これはインターネットにおける販売のことだと理解いたします。 、

が これらの売り上げ状況 また売り上げ商品の構成等々について お知らせをいただきたいと思、 、 、

います ３点目に新年度ソフト事業であります 地域雇用促進すいしん こ 創造推進事業 田舎。 。 、 、 、

の光 土 食 土の恵み そいで物づくり産業の振興による雇用創造を目標と掲げております そ、 、 、 、 。

して域外からの外貨獲得産業の振興を通じた地域再生を図るとされております まあ 本町はたび。 、

たび私も質問します中で 常にいわれますのが農業立町であるということを まあ いわれました、 、 、

が 今回初めて農業 製造業が基幹産業であるということが謳われております 邑南町４１９ ２、 、 。 ．
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平方キロメートルの９割近い面積はこの中でですね ４１９ ２平方キロメートルの中の９割近い、 ．

面積が実は山林であります この今回の雇用促進創造推進事業の中で田舎の光 食 土とあります。 、 、

が 森がなかったのは何故なのか 山林 これを是非とも加えていただきたかった まあ しかし、 。 、 。 、

ながら今からは無理だとおりますけれども 先ほど日高勝明議員さんの質問の中にも林業 中国木、 、

材の件で質問もございました 邑南町の農業をどうするん 林業をどう反映 あのぅ 振興させて。 、 、 、

いくのか こうした問題も非常に大きな課題であると思いますが こうしたものを取りいれる考え、 、

はないか またこの計画について取り入れられないとするならば なにかほかな手だてを考えてい、 、

らっしゃるのか この点について伺いたいと思います それから４点目 邑南ブランドの創出とい、 。 、

うことが謳われておりますが 鍵は まず身近な町長がいつも申されます邑南ファンクラブ これ、 、 、

の拡充あるいは出身者会へのアプローチが大変必要と考えますが それらの会員数や会員 これら、 、

に対してどのような対応をしていらっしゃるのか お伺いしたいと思います で ５点目にこれら、 。 、

の事業に取りび 取り組むためにはですね 長期的な展望に立って取り組む必要がございます そ、 、 。

うした中で 今年度は新しくまた町の職員さんを募集されると伺っておりますけれども 年齢も従、 、

来の２５歳から３０歳までを上限とするということが謳われておりましたが 年齢制限のない い、 、

わゆる専門的職員の採用も必要と考えますが そうしたお考えはないのかどうか この点について、 、

。 、 、伺いたいと思います ６点目に地産地消推進協議会が結成されておりますけれども この中で地産

ち 地を商うとする視野 地商も視野に入れておるということが謳われておりましたが 地域農産、 、 、

物あるいは畜産物のブランド化等を進めるとしておられますが 具体的な取り組みについてはどの、

ようなものがあるのか教えていただきたいと思います 地産地消推進協議会等々の部会については。

昨日の質問でございましたか 出ましたので こうしたブランド化についてどのような取り組みを、 、

なさっているのか もしございましたらお伺いしたいと思います 以上６点についてお伺いをいた、 。

します。

番外。●定住企画課長（大田文夫）

定住企画課長。●議長（三上徹）

６点のご質問をいただきましたが、私の方から、前段の５点ほどお答え●定住企画課長（大田文夫）

をさしていただきます まず １点目の１９年度の取り組みのご質問でございますが 内容につき。 、 、

まして先ほどご案内をいただきましたように 昨年度は地域資源を活用した展開により雇用の拡大、

、 、 、 、 、や地域振興を図る目的で 島根地域提案型雇用創造事業 また 地域資源全国展開支援事業 また

ＩＴ活用ビジネス育成事業さらには産出事業も まあ 組み込んで行ったとこでございます これ、 、 。

、 、 。につきましては 商工会あるいはＪＡ その他の団体等と連携をしてやってきたわけでございます

人材育成 特産品開発 マー マーケティングとう 調査などにつきましては 昨年 Ｗｅｂええ、 、 、 、 、 、

もん塾と称してですね ブランド塾を開催しております これは全国的に著名な講師陣にも恵まれ、 。

まして売れるものづくりのための生産 加工 パッケージ マーケティングなどの技術を習得して、 、 、

いただきました また ネット販売につきましては 基礎知識から構成 収支 販売戦略 フォロ。 、 、 、 、 、

ーアップなど幅広く受講いただいております 受講生の方々にはたいへん有益であったというふう。

に認識をしておりまして 今後を期待しております 特産品開発 ブランド認定 交流 広報など、 。 、 、 、

につきましては 所得向上を目標に Ｏｈ！セレクションと称しまして邑南町のブランド認定制度、 、

。 、を立ち上げたとこでございます これにつきましては全国的に認知されることを目的としまして

お取り寄せの達人 これは全国お取り寄せネットというネット通販の非常に まあ 大きなサイト、 、 、

でございますが ここの達人あるいは一流の調理人あるいは一般消費者等の審査を経て 料理愛好、 、
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家の平野レミ氏のお墨付きを経て４６品目応募ございましたけれども ２４品目が まあ 認定さ、 、 、

れたということでございます 最終的にはＰＲということになりますが 本年の１月に水明カント。 、

リークラブにおいて 平野レミ氏を招いて全国おとりよせサミットというのを開催しまして 内外、 、

、 、 、から約２００名の来場をいただいておりまして 邑南町を含めまして 全国の田舎の逸品を紹介し

それを食材とした調理を実演していただきまして マスコミ数社によります報道で全国にアピール、

できたというふうに認識をしております また 東京でのＰＲ活動につきましても 高級スーパー。 、 、

でございますとかあるいは日本橋しまね館においても 邑南町の食材 加工品の 加工品は 非常、 、 、 、

に まあ 安全安心といったようなイメージの評価を得ておりまして 今後とも地域資源としての、 、 、

価値を高めるため 関係を築いたひろの 平野さん等の著名人の招聘により 邑南町をアピールし、 、 、

て参りたいというふうに考えております 産業振興や雇用拡大による所得確保は 定住促進を図る。 、

上においても重要な あん 案件でありまして 邑南ブランドという田舎の逸品 食材認定制度の、 、 、 、

、 、 、構築やそれを育てるブランド塾による販売促進のためのスキルアップ講座は そのための まあ

一部であるというふうに思っております 今後とも安心安全な邑南町の食材の付加価値を高めまし。

、 。 、てですね 外貨獲得のために販売促進を図る必要があろうかというふうに考えております まあ

しかし これは この活動につきましても そんなに短期に出来ることではございませんで やっ、 、 、 、

と まあ 緒に就いたというふうな認識をしております また 町内では鋳型製造工場も造成工事、 、 。 、

に着手されておりますけれども これらの製造業の発展は雇用拡大を図る上で重要な案件であろう、

というふうに考えております 食関連産業とものづくり産業の振興を通じた雇用創出プランという。

ことで 今年は先ほどご案内もございましたが地域雇用創造推進事業に まあ 取り組んでおるい、 、 、

うことでございます ええっと ２点目のＩＴビジネス育生事業の取り組みで の販売サイトの状。 、 、

、 、 、 、 、況でございますが 具体的にはですね １２月に楽天サイトに まあ 参入をいたしておりまして

主として石見和牛でございますが これのネット販売を行いました この成果でございますが １、 。 、

、 、 、 、 、２月が２７万円 １月が７３万 ２月が９０万というふうに まあ 伸びておりましたけれども

３月についてはですね 先ほど申し上げました おとりよせサミット開催など様々な外貨獲得活動、 、

の効果によりまして 別な あのぅ みずほスタイルというサイトがございますが こちらの方で、 、 、 、

ですね 石見和牛の売れ行きが伸びて 品切れ状態というような状況が続きまして 楽天サイトの、 、 、

方の出品が少量しか出来ていないという状況で３月は４９万という、ちょっと減少をしておりま

す 全体的なネット販売の売り上げとしましては やはり右肩上がりにこの楽天サイトだけではな。 、

、 、 、くて みずほスタイルも併せてですね みずほスタイルの方も一応上昇を続けておるということで

ちゅす あのぅ 承知をしております それから雇用推進事業で 林業を取り入れる考えはないか、 、 。 、

ということでございますが この事業は まあ 特に あのぅ 全体産業をこの事業で支えるとい、 、 、 、 、

うことではございませんで 要は雇用の指数を達成するために労働局との こう やりとりの中で、 、 、

ですね やはり実現可能な産業というものを にターゲット絞った計画を作ったわけでございます、 、

、 、 、 、ので そのようにご理解をいただきたいと思いますが このし 計画で示しました指標というのが

、 、 。まあ 達成できる見込みがないとですね なかなかこの採択にも至らないということでございます

それから まあ このまだ実施に入っとりません 採択になったばっかりの計画の変更ということ、 、 。

、 、 、につきましては 現段階では 非常に今これを取り組んで林業の関係をこの事業でやるというのは

非常に まあ 難しいかと思ってます なお この事業につきましては補助事業ということではな、 、 。 、

くて 委託事業でございまして この受託をして行う事業というふうにご理解をいただきたいと思、 、

います それから 林業関係事業ということでですね まあ いろいろな支援制度 補助事業もご。 、 、 、 、
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ざいます 森林組合やあるいは商工会 農林振興課とも連携して取り組みたいというふうに考えて。 、

おりますけども 具体的なですね 内容が まあ ございましたら ご相談をいただければと思っ、 、 、 、 、

ておます まあ なお 蛇足でございますが 今島根地域資源産業活性化基金という基金事業がご。 、 、 、

ざいまして こちらの方で町内林業社が１件採択を得たというふうに聞いております それからそ、 。

の他新しい分野ですね 入る場合に新聞や進出等の企業支援補助事業というようなものもあるわけ、

でございますので まあ 具体的なところが分かりませんので あのぅ どの事業がどうかという、 、 、 、

ところまで なかなかお答えができませんけれども そういうことでございます それから邑南フ、 、 。

ァンクラブ出身者会のことでございますが 邑南ファンクラブにつきましては平成１８年度に ま、 、

あ そうつつ 創設をしたわけでございます 本年の３月現在で会員数は まあ 約千５００名と、 、 。 、 、

。 、 、 、いうことで登録をしております それから あのぅ メールあるいはファンクラブの会員の皆さん

ですからファンクラブにかかわらずですね 例えばみずほスタイル等で得ましたデータがございま、

すので そこらを含めまして毎週メールマガジンでツアーですとかイベントの案内ですとか 特産、 、

の案内というようなところを 約２千５００名の方に配信をしております まあ この内ファンク、 。 、

ラブで そのぅ インターネットの情報をいただいとるのは３００人ぐらいでございますから ま、 、 、

あ どっちかいいますとその他の人数の方が多いわけですが そちらにも また まあ 観光情報、 、 、 、 、

ですとか特産を紹介しておりまして 昨年度は４回のモニターツアーと交流事業を実施しておりま、

すけれども まあ おおよそ６００人程度の入り込みがあったのではないかというふうに考えてお、 、

ります それから 昨年行いました あのぅ 先ほどご説明をいたしました邑南町のブランド認定。 、 、 、

という作業に際しましては ファンクラブの方の に第２次審査員 実際に食べたりしていただい、 、 、

てを努めていただいた経緯もございます それから出身者会につきましては 人数は非常に あの。 、 、

ぅ 登録された会員数と実際 まあ 会費を支払われた会員数とちょっと差異がございますが ま、 、 、 、

、 、 、 、 、あ 一応登録会員ということになりますと 東京の羽須美 石見会で５８０名 関西の方が羽須美

瑞穂 石見ございまして 千３６０名 そいから広島は羽須美 瑞穂 石見ありまして 千名 あ、 、 、 、 、 、 、

と まあ 松江というのが瑞穂にございまして５０名 合わせまして２千９９０名が まあ 登録、 、 、 、 、

会員ということでございます まあ こちらにつきましては １９年度はですね ちょっと財政的。 、 、 、

、 、 、な事情で疎遠ではありませんが出席は控えさしていただいて まあ 町長メッセージは全員の方へ

まあ お渡ししたという経緯がありまして ２０年はですね あのぅ 議会の方も含めて総会には、 、 、 、

おじゃまをして親しくふるさと納税等もＰＲするということで取り組みを考えております それか。

ら あのぅ ５点目ですが 年齢制限のない専門職員の採用ということでございました 実は ま、 、 、 。 、

あ 今年度から まあ ３年間この地域雇用創造推進事業を行うわけでございますが この事業推、 、 、 、

進員という費用がですね これが まあ 今回受託事業の中で認められております まあ その事、 、 、 。 、

業内容をですね 拡大的に捉えてですね 先ほどご指摘がありましたような業務も担っていただけ、 、

るような方というのができれば採用したいなという気持ちでおります まあ 事業予算の関係もご。 、

ざいますので十分検討して参りたいと思っておりますので ご理解をいただきたいと思います な、 。

お あのぅ 申し添えますと そのぅ 今の本町の就労相談員さんもやはり あのぅ １９年度は、 、 、 、 、 、

先ほどご案内がありました事業 そいから 今後３年間はこの事業活用で まあ 要は持ち出しな、 、 、 、

しでですね そういう活動もしていただけるということで これについては まあ 全産業あるい、 、 、 、

、 、 、 、 、は あのぅ 求職者にとっても まあ メリットがあることかというふうに考えておりますので

よろしくお願いいたします。私の方から以上でございます。

番外。●農林振興課長（藤田憲司）
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はい、農林振興課長。●議長（三上徹）

石橋議員さんの６番目の地産地消協議会を中心に農林産物、畜産物ブラ●農林振興課長（藤田憲司）

ンド化の具体的な取り組みはということについて 農林振興課の方からお答えをしたいと思ってお、

。 、 、ります 地産地消協議会は昨年９月に立ち上げまして 地産地消について町内の消費だけではなく

外への販売も含め四つの部会の一つであります企画広報部会で 現状と課題を整理しつつ検討協議、

しているところでございます 協議会の方では推進に重点をおいておりますので 独自での取り組。 、

みはなかなか難しく そざい 外への販売のためには ブランド化が重要だと考えております ブ、 、 、 。

ランド化については支援センター 町産材利用促進協議会 また定住企画課の地域雇用創造推進協、 、

議会と連携しながら生産の立場の方から推進しているところでございます 具体的には定住企画課。

とともに石見和牛や石見ポークの加工品への取り組み また の野菜の方につきましては 島根お、 、 、

おち農協と白ネギ等の消費者に対する昨年マーケティング 広島においてマーケティング調査しな、

がらブランド化を推進しております また 米についても支援センターの方で今年からまた特にち。 、

ょ 町産米のブランド化を進めながら あのぅ 他商の方に向けてもどんどん進んでいく予定にし、 、 、

ております また林業関係につきましても漆喰ボードのブランド化について昨年から あのぅ 町。 、 、

産材利用促進協議会とも連携し生産振興や販売促進の方を行っている状態でございます 以上でご。

ざいます。

はい。●石橋議員（石橋純二）

はい、石橋議員。●議長（三上徹）

今回この問題を取り上げましたのは 今年度から取り組まれる委託事業であ●石橋議員 石橋純二（ ） 、

ります地域雇用創造推進事業 これのテーマとして やはり あのぅ 外貨獲得ということが非常、 、 、 、

に こう大きく出ておりました 私はこの このことが大事だと考えまして まあ 今回質問をさ、 。 、 、 、

していただいたところであります 先ほど日高亘議員さんの質問の中で 石橋町長もこの企業誘致。 、

も大事であるけれども地場産業をどうするかということに あのぅ 重きを置いていきたいという、 、

ような発言もございました 私はここで まあ あのぅ 昨年 まあ 商工会の取り組んだという。 、 、 、 、 、

ことでございますが いわゆる全国展開 地域資源全国展開プロジェクト事業 これは まあ ８、 、 、 、 、

。 、 、 、００万の事業予算を得て取り組んだといわれております そして まあ ちょうどそうした時に

この町としても地域資源 じゃあなくて地域提案型雇用促進事業でありますとかＩＴビジネス事業、

等々に取り組まれたわ 一緒になって 取り組まれたと伺っております ただ こうした中で ど、 、 。 、 、

こにありましたかねえ ちょっと こういう雑誌に掲載されたものがございます 地域づくり最前、 、 。

線という まあ こりゃあ 本をコピーしたもんでございますけれども 邑南町の商工会の指導員、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、が まあ 投稿したものでありますが まあ 昨年で その全国展開プロジコ プロジェクト事業

これを あのぅ 生産者と役場 商工会が一体となって取り組んだということが まあ この内容、 、 、 、 、

に記されております まあ しかしながら そのぅ これが あのぅ 非常に まあ 一体となっ。 、 、 、 、 、 、 、

て取り組んだと言われる割には地域のみなさんがあまりご存じないんです おとりよせサミットあ。

るいは水明でやられた 平野レミさんがおいでになったよということは大変に知られており おっ、 、

たんですが これ この取り組みの内容事態はあまり知られておらないようでございます で も、 、 。 、

。 、 、っと広くＰＲをして欲しかったなという気がしておるところであります それからそれと まあ

いわゆるみずほスタイルというような形で いわゆるインターネット販売等々も非常に伸びておる、

んだとあるいは楽天を通して石見和牛が非常に伸びてきた そして３月は楽天の方では市場も品切、

れになってしまったいうようなことも 今報告がございました ただ こうした中で 今年の１月、 。 、 、
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１７日であったと思いますが 商工会主催の新春ものづくりフォーラム これ あのぅ 石橋町長、 、 、 、

もパネラーとしてご出席いただいた あのぅ 出羽のいきいきセンターでございました 産直市の、 、 。

皆さん等々もおいでになりましたが この時に いわゆる桜江 桑茶生産組合の古野俊彦さんを講、 、 、

師として招いて 後で基調講演をいただきパネルディスカッションが行われたとこでありますけれ、

ども この桑茶生産組合においては いわゆる 通販 インターネット販売でありますが これは、 、 、 、 、

１５％までですよということをいわれたことが非常に頭に残っております やはり 生産は 販売。 、 、

はface to face 顔と顔 対面販売が主でありますよということを まあ いわれました 私は、 、 、 、 。

物品販売というのはそこが一番基本になると考えおる者であります で こうした中で確かに宣伝。 、

、 、 、をするのはいいと思いますが こうしたインターネット販売を通じて ひっかかりといいますか

そのぅ 代金の回収が出来なかったいう例はありませんでしょうか そして これから５点目 フ、 。 、 、

ァンクラブ これはたいへん まあ 私が想像してたより大変多い人数であります それから出身、 、 、 。

者会も非常に多く 今年は 昨年は まあ 補助金もなかったけれども 今年はわずかながらでも、 、 、 、 、

、 、 、 、つけたいと これは まあ ふるさと基金条例にも宣伝もあるという意味もあると思うんですが

これはやはり 物品を都市に売買していくための非常に大きな力になると考えております これを、 。

、 、 、 、 、 、この人たちを しっかりとこの邑南町のファンとして そして出身者として むす あのぅ ひ

引きつける必要があろうかと思います それから５点目の ５点目について あのぅ いわゆる職。 、 、 、

、 、 、 、 、員募集についてでございますが これは まあ 今年度の委託事業 これから３年間の委託事業で

こうした人材活用も認められると言うことで採用される予定だそうでございますが やはり あの、 、

ぅ これは行政のあれではなくて やはりそうした販売ルートに乗せられるそうした能力に長けた、 、

人 これを雇う必要がある 雇用する必要があると思うんですよね で これはやはり年齢等々で、 、 。 、

はなくて 年齢制限ではなくて やはり社会で幅広く活動してらっしゃった いわゆる商社勤務の、 、 、

、 、 、方であるとか こうした方々が商品をどのように販売するのか そいから商品構成等々についても

非常に あのぅ 長けておられると思います 地元出身者で帰りたいんだがなという方もあるかも、 、 。

しれませんし 公募を掛けててみてはどうでしょうか そうした考えはございませんか で 以上、 。 。 、

をちょっとお聞きしてみたいと思います。

番外。●定住企画課長（大田文夫）

はい、定住企画課長。●議長（三上徹）

再度のご質問でございますが、まず、あのぅ、通販のことでございます●定住企画課長（大田文夫）

が まあ 対面販売が基本というお考えでございます ただ 私どもはそのネットが一番というこ、 、 。 、

とではございませんで まあ そうはいいながら そのぅ この田舎の方からですね その外貨を、 、 、 、 、

獲得するということになりますと やはり そのぅ 店舗を持たないわけですから 通販というの、 、 、 、

は一つの大きな手段だというふうに考えております あのぅ 実は先ほどお話をしましたブランド。 、

塾でですね 馬路村のＪＡの東谷組合長さんにもご講演をいた あのぅ 講 ご講義をいただいた、 、 、 、

、 、 、 、 。 、 、 、んですが そこはですね まあ やはり通販 なんですね といいますのが あそこは あのぅ

ギフト ギフトがまたお客さんを呼ぶというお考えだそうでございまして いわゆるギフトに そ、 、 、

のぅ まあ 要は受け取った側が商品を評価して じゃあこれをまた自分の知人に送ろうというこ、 、 、

とで まあ 倍々的に伸びっていったというようなお話もございました ですから まあ そのマ、 、 。 、 、

ネができるということを思っているわけではありませんが まあ まずは通販と それから先ほど、 、 、

東京の方のスーパー相手にいうこともいいました それと あのぅ 伊勢丹にもですね 実は邑南。 、 、 、

町の 職員が出ておるわけですが まあ そこらはどうかといいますとやはり値段はなかなかこち、 、 、
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らで決められないという不利な点もあるわけでございまして まあ そういうところやら相併せて、 、

、 、 、 、 、 、 、ですね 先ほど まあ いいましたように まあ スタート台に立ったということですから まあ

そこらも検証しながら徐々に そのシフトしていくことも必要かと思っております それと あの、 。 、

ぅ ネット販売の回収のことでございますが これについてはですね 実は まあ 昨年度はちょ、 、 、 、 、

っとみか 未収がでております さらにこれは あのぅ 再請求を起こして 今取り組みをしてお、 。 、 、 、

りますが その前の年は まあ 殆ど無かったということですから やはり その事務的なところ、 、 、 、 、

も一つの原因があろうかと思ってますんで 必ずしも そのネット販売は そのもう 回収率がす、 、 、 、

ごい落ちるというふうには思っておりませんで あとは まあ こまめな対応かなあというふうに、 、 、

思っております それと まあ 後は あのぅ 代引きという方法にシフトしたが ええんかなあ。 、 、 、 、 、

、 、 、 。 、ということも まあ あのぅ 今産直の企業組合とも話をしておるところでございます それから

まあ 次のやはり町外の邑南ファン これを大切にということでございますが 全く同感でござい、 、 、

まして そういう意味では出身者会を始めとして 先ほど申しあげました その お客さんのデー、 、 、 、

タベース ファンクラブ等活用してですね さらに まあ これは あのぅ 単純にこう情報が発、 、 、 、 、 、

信できるわけですから活用していきたいと思っております それから あのぅ 職員のことでござ。 、 、

います まあ 補足をさしていただきますと 先ほど私が申しあげましたのは この事業の受け皿。 、 、 、

となる この雇用推進協議会 協議会の方が雇用するということで まあ の３年間でございます、 、 、 、

ので まあ もし あのぅ 町の職員へということでございましたら ちょっと あのぅ また別、 、 、 、 、 、 、

にお答えをさしていただきます 以上でございます すみません １点漏れておりました 公募の。 。 。 。

考えということでございましたが 今はですね やっぱり あのぅ そういう方を 今縁故といい、 、 、 、 、

ますか ご紹介をいただきたいということを まあ お願いしたいわけでございまして 直ちに公、 、 、 、

。 、 、 、募ということは今考えておりません まあ よいよの選択肢の一つではございますが 一つまた

そういう情報ございましたら、一つご紹介をいただきたいと思います。

はい。●石橋議員（石橋純二）

はい、石橋議員。●議長（三上徹）

ええっと 今の あのぅ ５点目の問題でございますが あのぅ 人材募集●石橋議員 石橋純二（ ） 、 、 、 、 、

ということで まあ 私も あのぅ 別にその町の職員でなくても今の形でもかまわないと思うん、 、 、 、

ですが ちょうど あのぅ これ６月１５日 この日曜日の朝日新聞にお役所のヘッドハンティン、 、 、 、

グというような形で記事が出ておりました これ あのぅ 大阪市の場合はＩＴ改革官というのを。 、 、

公募されて こりゃあ まあ 宮城県の同じ職場から移って来られたそうでございますが 今 今、 、 、 、 、

後は その役 お役所も いわゆるヘッドハンティングを行っていく時代に変わって来るんじゃあ、 、 、

ないかというようなことが あのぅ 書かれております やはり あのぅ これから取り組もうと、 、 。 、 、

する事業に長けた形での人を募集するというのは自然の流れじゃあないかなと思います まあ こ。 、

の中で 私も あのぅ いろいろな方のお話を聞いたりするわけでございますが 先般の先ほど話、 、 、 、

をしました古野俊彦さん 桜江桑茶生産組合の この方も全くＩターンでございます あのぅ い、 、 。 、

わゆる福岡県の出身の方で たまたまこちらの方へ旅行に来ていたら この桑畑が目についたとい、 、

、 、 、 。 、うことで そこで あのぅ 桑の生産ということ取り組まれた それから何時でございましたか

上勝町 四国の上勝町の横石知二さんといういろどりという会社の社長さんでございますが この、 、

方の木の葉をお金に換えるということで ご紹介さしていただいたことがあると思いますが この、 、

方も農協の 実は職 職員さんあるいは役場の方への出向いたりも 出向もされたような方でござ、 、 、

いますが 大変な事業を行っておられます わずか２千人の町で 一般会計予算が３０億ですけれ、 。 、
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ども 基金が３０億円ありますよ で町内に寝たきり老人は２名しかおりません ですから特養も、 、 、

廃止いたしました この方がいわれるのは産業福祉論ということをいっておられます 産業の育成。 。

こそが福祉の 福祉の基本であるということで まあ ８０ ９０のおじいちゃん おばあちゃん、 、 、 、 、

が山に入って木の葉っぱを採って それをう あのぅ 販売して あのぅ 町の職員さんより給料、 。 、 、 、

をとっとる 売り上げをしとるちゅう方がおられるそうであります これは まあ 一昨年商工会、 。 、 、

の方で呼んでいただいた講師でございますが こうした まあ 方 いわゆる販売に長けた方 こ、 、 、 、 、

ういう方もいらっしゃいますのでね 昨年のいろいろ そのぅ ブランド塾 じゃなくてブランド、 、 、 、

塾ですか あのぅ ええもん塾 webええもん塾ですか こういうところで生産あるいは販売等の講、 、 、 、

習会もされたようでありますが 加工され そしてそれを全国展開するための人材というのは こ、 、 、

れは必ず必要なんですね で １年２年で あのぅ そりゃあ結果が出るもんでもありませんけれ。 、 、 、

ども こうした人を中心に あのぅ 取り組んでいく必要があるんじゃあないかということで ま、 、 、 、

あ 出さしていただいたんでありますが この方は横石知二さんというのは こういうふうに述べ、 、 、

ております 物を売るんじゃあないよ その価値を売るんだと それから地域と地域のその差を利。 、 、

用してうまく儲けていくんだよというような 非常に あのぅ 経営に対するポリシーを持った方、 、 、

でありますが こうした皆さん必ずおられると思うんですよね どこでも この町内でもいらっし、 。 。

。 、 、ゃるかもしれません こうしたものを公募されてみてはどうかなという気がした しましたので

この質問をさしていただきました 改めてそうしたものはな 方は 考えはあるのかどうかちょっ。 、 、

とお伺いしてみたいと思いますし 町長も地場産業をどう育てていくかということをいわれたわけ、

。 、 、 、であります で 先ほど３点目の問題でいいました その林業が何故抜けているのかいうことで

まあ 話をさしてもらいましたけれども やはり今 あのぅ 町内の特に瑞穂地域では製材業者も、 、 、 、

非常に多ゆうございます こうした中で いわゆる間伐材を利用した どういうんですか 漆喰ボ。 、 、 、

ードですか これらの生産もされておる方もあるわけですが ただ 今 あのぅ 非常に市場にま、 、 、 、 、

だ完全に乗り切ってない これを乗せるにはどうするんか やっぱり今のような先ほど言った人材、 、

。 。 、が必要だと思うんですよね やっぱり販売というのは販売のプロでないとできません ですから

こうしたものを乗せるためにも是非必要だと思いますし その林業について是非とも取り上げてい、

ただきたいなと思う気がございました しかし まあ いろいろな補助金制度もあるよということ。 、 、

でございましたので それ以上申しませんが やはりこうした今芽を出そうとしてる産業もござい、 、

ますので これらを育生することも忘れないでいただきたいと思いますが 町長のお考えも聞いて、 、

みたいと思います。

番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

あのぅ、やっぱり物をどうやって売っていくかいうことについては行政が非●石橋町長（石橋良治）

常に弱いとこだと思います で もちろん人脈もそうそうあるわけでない おっしゃるようにそう。 、 、

いった 優秀な方というのは全国的には何人かいらっしゃるわけでして そういう方が町の方の産、 、

業振興にお手伝いに来ていただけるんであれば、非常に大きな戦力であろうというふうに思いま

。 、 、 、 、 、 、 、す あのぅ 従って まあ あのぅ そのぅ 公募をどうするかということをも含めて あのぅ

そういった方をどういうふうな形で町に貢献してもらうかということは、こりゃあ出来ればです

ね この２０年度中にですね 結論を出していきたいなあというふうに思います で おっしゃっ、 、 。 、

たように今邑南町ではいろんな まあ 芽が出てるんですが それをどうやってのばすかというこ、 、 、

とが大事だろうというふうに思うわけです あのぅ ただ行政として手をこまねいていることでは。 、
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全くなくてですね やはりお金をこう持って来るかと 補助金を持って来るかということも大事で、 、

ありますから 今みたいな事業もありますし 課長が紹介した瑞穂のある まあ 名前をいいませ、 、 、 、

んけども 製材の業者の方にですね 島根しぎんの 島根資源活性化基金ということでなんとか採、 、 、

択をしてもらったのも お手伝いをさしてもらったわけであります これは乾燥機をどうも買うこ、 。

との補助だというふうに聞いておりますけども あるいは あのぅ 石見ポークあるいは石見和牛、 、 、

の いわゆる あのぅ 捨てる部分をどういうふうに まあ 活用していくかということも これ、 、 、 、 、 、

は大きな課題になっとりますが これも あのぅ 産直市瑞穂でこの事業を通してですね 例えば、 、 、 、

ハンバーグの加工の品 どうやって売っていくかという特産開発の方でですね こういったこの資、 、

金をつかわさせてもらうとかですね まあ努力はさしていただいております まあ 人材は大変重、 。 、

要な問題でありますから、それはしっかり考えいかなきゃならんというように思います。

はい、●石橋議員（石橋純二）

はい、石橋議員。●議長（三上徹）

それからこうして あのぅ まあ 人材が まあ 確保 こういう方がいら●石橋議員 石橋純二（ ） 、 、 、 、 、 、

っしゃればということでございます まあ 今 あのぅ この新聞にも出ておりますが ずうっと。 、 、 、 、

将来において雇用するということではなくて この大阪の方なんかは１年間の雇用だそうでござい、

ます それで大丈夫なんかなということがありますけれども この採用された方はそれぞれのとこ。 、

ろでキャリアを積んで行って そして自分を高めたいという意識がある方だそうでございます で、 。

、 、 、 、すから 別に そのぅ 将来定年退職まで務めたいという気はさらさらないそうでございますが

こうした方もいらっしゃると思うんですね それから いわゆるこのか 農産物の加工等々の塾を。 、 、

されたとのことでございます さあ それをどう どこへ持っていくのかということになると や。 、 、 、

はりブランド化する 邑南ブランドの確立というのは 本当の確立というのは やはり私は首都圏、 、 、

へ出すのが一番だと思います どんなものでも一応首都圏で認められて初めて全国につ 繋がりま。 、

す で そのためには私の持論でありますが 必ず 東京圏へ出して欲しいと で かって瑞穂時。 、 、 、 、 、

代にもゆったことがありますが いやそれだけの供給物がないといわれ 必ず言われました しか、 、 。

し ないからこそそれが幻の物になるわけです あのぅ ご承知のように新潟県に越の寒梅という、 。 、

酒がございます これもほんとにわずかしか作ってないんで 東京で出しますと１万円のプレミア。 、

ムがつくんですよ 地元じゃあ千８００円 いくらで売ってた物が 物がない 少ないということ。 、 、 、

で あのぅ １万円 今は あのぅ 青森県の田力っていうお酒ですか これなんかでも７千円と、 、 、 、 、 、

か８千円で あのぅ １級酒が売れとるそうでございます それ絶対的な生産量が少ないから で、 、 。 、

も味を認められたら売れるんですよね ですからそれはやはり東京圏で あのぅ 売るべきだ 持。 、 、 、

っていくべきだ まあ 町長も日本橋島根館の方に出向いて 物を販売されたように伺っておりま、 、 、

すけれども やはりそこで認められることが全国に通用する物ができるんじゃあないかいうのが私、

。 、 、 、の持論でございます 昨年でございましたか あのぅ これは邑智郡の町村議会議員研修の中で

島根県の県議会の事務局長しとられます山根徳久さんという方の講演がございました これ あの。 、

ぅ 東京出張所の所長さんをなされて 東京での発見とこれからの島根ということで まあ 題し、 、 、 、

て講演をいただいたことがございます この中でですね 日本橋島根県というのは１平方メートル。 、

、あたり９７０万円ぐらいな土地の所に建っておる建物を借りてやっとられるそうでございますが

東京 その時に 話をされたことは 東京というところは安い物を求めるお客さんも数多くありま、 、 、

す しかし 高くなければ買わないよというお客さんも必ず存在するんだそうであります ですか。 、 。

ら 銀座で一杯コーヒー千５００円のコーヒーだって売れるというのは そういう人たちがおられ、 、
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るからである ですから そうしたところへ持っていくことが やはり全国に通じる物ができるん。 、 、

じゃあないかと思うんですが、そうした考えについて町長はいかがお考えでしょうか。

はい、議長。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

そういう考えで実はやっとるわけでありまして、で、あのぅ、議会にも随分●石橋町長（石橋良治）

言ったと思いますよ やはり あのぅ 東京がとにかく認められなければなかなかブランドができ。 、 、

、 、 。 、ないちゅうことで で 現に今いろいろ結果もある程度でてきているわけですよ 紀ノ国屋にね

、 、 。 、 。例えば そういったフェアで出 出展するとかですね だから やっぱりこういった物をですね

、 。 、 、 、 、やっぱり少しずつでもいいから やっぱり増やしていくということ それと まあ 今 今回正に

あのぅ 地産地商の商の方でございましょうけども 米を香港に輸出するという まあ このこと、 、 、 、

をおっしゃらなかったんだけど これは正に人のご縁ですよね やっぱ人のご縁ちゅうの大事にし、 。

て やはりいろんなそういう情報を取って来る そして売り込んでいくというやっぱこういう努力、 、

は必要じゃあないかと思いますね。全く一緒の考えですよ。

議長。●石橋議員（石橋純二）

石橋議員。●議長（三上徹）

、 、 。●石橋議員 石橋純二（ ） あのぅ 全くその通りだと仰っていただきまして 大変安心いたしました

これねえ あのぅ 日本橋島根館だけじゃあなくて 東京駅の上にも島根物産館ちゅうのもありま、 、 、

した 今はそれはなくなっとるかどうか分かりませんが あのぅ 商工会の全国連も有楽町で村か。 、 、

ら町から館というのをやってます これも５千円の所場代を払いますといくらでも売れるというよ。

うな あのぅ 施設もございますしですね あらゆる機会を捉えて あのぅ 出していくというこ、 、 、 、 、

とが大事だと思います それから やはり物を売るというのは 長いスパンで考えないとそりゃあ。 、 、

なかなか一兆一葉にいくものではありません そうした意味では あのぅ 長い取り組み この地。 、 、 、

域雇用そうす 創造推進事業でいろいろと取り組んで行かれると思うんですけれども この３年間、 、

の中で そりゃあ成果が即出るというものでもないと思います これはそれ以上にまたここで育っ、 。

た物をどうしてそ 繋げていくか 販売に繋げていくかということが大事でございますので この、 、 、

事業が終わったから即終わりだよというんではなく続けていってほしい そのためにも人材確保し、

。 、 、 。て欲しいということで質問を申し上げました 商いとは あのぅ 飽きてはいけんことであります

物を売るということを商いと申しますが あきない そして そのぅ 販売する人をあきんどと申、 、 、 、

します 絶対飽きたらあかんどということで あきんどということがついた あのぅ 私はな 花。 、 。 、 、

登 筺さんという あのぅ 小 小説家 脚本家がおりました 残念ながら５８年に亡くなりました、 、 、 、 。

けれどもね この方は あのぅ 船場の商人の物語をテレビドラマにされたり 小説にされたりし、 、 、 、

ておりましたけども 私この方が大好きで この本をいつも読んでおりました その中で必ず船場、 、 。

には番頭さんと丁稚どんというのがおります で 丁稚さんというのは小学校卒業したら 農家の。 、 、

次男三男さんが あのぅ 丁稚奉公で奉公にいくわけでありますが まあ １２ ３才の子供さん、 、 、 、 、

でございます 夜の夜中になると寂しい お母さんに会いたいということで まあ しくしく泣い。 、 、 、

ておったそうでございますが 番頭さんがそこへ来まして どうして泣いとるんだ いやぁ家に帰、 、 、

りとうおますということで 寂しがっとったそうでございますが 辛抱しぃやと教えたと 教えた、 、 、

下りがございます そして 紙と筆を持ってきてここに あのぅ 人という字を書いてみ その下。 、 、 、 、

にカタカナのニを書きなさい そして人には辛抱第一なんだよということとを教えながら 人とい、 、

う字を書いて に カタカナのニを書いて それから人には辛抱第一のは はという字をカタカナ、 、 、 、
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。 。 、で書きます ほいでこの真ん中に心棒という一本の棒を引きます 第一の一を横に引いてごらん

なんて読むんやとこう 優しく諭すんですね そうしたら丁稚さんが金でおず きんでおますとい、 、 、

う いうたそうでございます そしたら番頭さんが あほ それはかねや 商売人は辛抱第一にし、 。 、 、 、

とったら金がはいるんやで だから辛抱しいやと教えたということが まあ この本の中にありま、 、 、

したけれども やっぱり あのぅ 長い目で見て辛抱しながらこの特産品開発を全国展開に結びつ、 、 、

。 、 、 、けられるように頑張っていただきたいと思うわけであります まあ あのぅ くどくど申しまして

何をいったかわからんようになりましたけれども、私の質問を終わらしていただきたいと思いま

す。

以上で石橋議員の一般質問は終了いたしました。ここで、休憩に入らしていただき●議長（三上徹）

ます。再開は３時１５分といたします。

―― 午後 ３ 時 ３ 分 休憩 ――

―― 午後 ３ 時１５分 再開 ――

。 。●議長（三上徹） 再開をいたします 続きまして通告順位第１０号辰田議員登壇をお願いいたします

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

そういたしますと、一般質問をさしていただきます。いつものように多項目●辰田議員（辰田直久）

に渡っておりますので 各公民館で見とられる方もよく分かるように要点のみを的確に答弁いただ、

きますようお願いいたします まず 最初に物価の高騰と景気後退に対する考えについてを お伺。 、 、

いいたします 原油価格の上昇に伴う物価の高騰が 停滞気味の地域経済にさらなる追い打ちをか。 、

けております この状況は すぐに改善されるとは思われず町内の産業に取りましても危機的状況。 、

に直面するといっても過言ではないと思われます 従業員の方も上がらない 給料どころか職場の。 、

存続自体を心配する状況も ともいえると思われます また 食料品価格等も高騰してきておりま、 。 、

して 今後学校給食などにも影響が出て来るのではないかと思われております そこで 町はこの、 。 、

、 、 。ような状況をどのように認識し 対応をされていくのか その考えについてお伺いをいたします

まず 町内の産業の経営状況を の認識と その今後の状況についての見通しを お伺いいたしま、 、 、 、

す 二つ目に町が購入する物品や工事の入札等の現状がスムーズにいっているか どのような状況。 、

であるか その点 三つ目に町外の資本企業の進出が噂されておりましたり もちろん町の方が来、 。 、

ていただくべく誘致した企業もございますが そういったものの良い面悪い面の影響 そして町内、 、

産業への支援についての考え 四つ目にその食品 食料品の高騰に伴う学校給食や 例えば病院食、 、 、

、 、 。等への献立の影響が どのようなものが予想されるか その４点についてまずお伺いをいたします

番外。●大田定住企画課長（大田文夫）

定住企画課長。●議長（三上徹）

４点のご質問でございますが、私の方から１点目と３点目をお答え●大田定住企画課長（大田文夫）

をさしていただきます まず最初 町内の産業の状況ということでございますが 簡潔に申しあげ。 、 、

ます と まあ 今ご指摘のように 原油価格等の上昇に伴いまして 諸物価が まあ 高騰して。 、 、 、 、 、 、

おる状況でございます まあ 農業を始め各産業に影響が出ているというふうに認識をしておりま。 、

す 特に農林業ではですね あのぅ 灯油代の高騰ということが まあ 一番打撃かと思っており。 、 、 、 、

ますが 特にハウスなどの加温というようなところが一番影響が出ており また そのぅ その他、 、 、 、

諸資材の値上がりというのも出ているというふうに認識しております 小売業につきましては ま。 、

あ 過疎高齢化によります消費の減少あるいは昨日も申し上げましたが 町外への購買流出などに、 、
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よりまして 個人商店の閉鎖などじり貧状態ということでございますが 毎年５から１０％の売り、 、

上げが 減少が続いているというふうに聞いております それから建設業もですね 公共事業等の、 。 、

減少ということで ３割あるいは４割の雇用調整をして 人件費の削減というような経営努力をな、 、

されておるというふうに聞いておりますし 特にまたＡ級ですとかＢ級ですとか大きな企業の方も、

非常に まあ 経営が苦しいというふうに認識をしております 製造業の方でございますが こち、 、 。 、

らの方はですね まあ 他の業種に比べますと ということでございますが まあ 頑張っていら、 、 、 、 、

っしゃるというふうに認識をしております ただ まあ 申しあげます と各業種とも やはり企。 、 、 。 、

業間といいますか 事業所間の格差が出ておるというふうに これは まあ 商工会の方の見方で、 、 、 、

ございますが そういう中ではですね なお一層 経営改善あるいは販路の開拓とか もうちょっ、 、 、 、

と積極的に取り組んで行く必要があるというふうにいわれております これらの状況につきまして。

は まあ 当分続くというようなことで聞いておりますが やはり そのぅ 関係機関がございま、 、 、 、 、

、 、 。すので そちらとも連携してですね 取り組んで行く必要があろうというふうに考えております

それから町外の資本企業の進出の影響と町内産業への影響ということでございますが 町外の資本、

企業のほし し 町外資本の企業進出についてはですね 本町では誘致企業８社で構成する進出企、 、 、

業会がございます 主に まあ せ 製造業と観光サービス業でございますけれども ここでは３。 、 、 、 、

００名を超える雇用の場の創出をいただいておりましてですね その扶養家族等含めますと 大変、 、

なそういう雇用効果を生んでいるというふうに思っております こちらの方につきましては進出の。

折りに いわゆる まあ 町内での競合というものは殆ど まあ 無かったというふうに認識をし、 、 、 、 、

ておりますが 先ほどお話が出ました 今噂をされておりますような大型小売店舗の進出につきま、 、

、 、 、 。 、 、しては競合店もございますし 非常に まあ 心配もしているとこでございます 反面 集客面で

やはり まあ 歓迎の意見もあるように まあ 聞いておりますし 非常に まあ 複雑なところ、 、 、 、 、 、 、

でございます まあ これ 先ほど申し上げましたように やはり その特徴をつけるなど工夫し。 、 、 、 、

、 、 、 、て 競合して いや競争していくというような方向も これはなくはないと思っておりますので

そこらあたりも商工会等と連携して 行政の方で支援できることあれば取り組んでまいりたいとい、

うふうに思っております。以上でございます。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

２点目の、あのぅ、物価高騰と、けけん、景気後退に対する考えの内の●日高総務課長（日高禎治）

物品購入や工事の入札状況についてということでございます まず平成１８年度及び平成１９年度。

、 、 、 。の工事及び役務 物品の入札状況でございますが 主なものをと思って ご報告したいと思います

平成１８年度につきまして 土木工事につきましては２９件 落札率が平均で９７ ６３％ 舗装、 、 ． 、

工事では９件 ９０ ０１％ 建築工事１６件 ９７ ９２％ その他水道工事等々 こうござい、 ． 、 、 ． 、 、

ますが 物品の方では自動車購入 ２件で９５ ４４％ 備品購入６件で８８ ６２％というよう、 、 ． 、 ．

な 入札 落札率が 件数落札率となっておるとこでございます 平成１９年度につきましては土、 、 、 。

． 、 ． 、 、 ． 、木工事１９件で９２ １２％ 舗装工事７件で９４ ３８％ 建築関係１０件で ８９ ２２％

その他水道工事等々ございます 物品購入４件で５３ ７５％の落札率をみておるような状況でご。 ．

ざいます まあ いずれも あのぅ 町内外の有資格業者の中から指名審査会において入札参加業。 、 、 、

者を指名し 入札を行っておるものでございます 入札に付した総額で申しますと 平成１８年度、 。 、

で約１８億円となっております 平成１９年度は大規模な電気通信設備工事が発注されたというこ。

とで約３３億８千万円となっておる状況です こうこ 公共工事の発注につきましては非常に厳し。 、
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い財政状況の中において 合併による必要な事業や定住つさく 施策につながる環境整備を積極的、 、

、 、 、 。に取り組んでいる状況でございますが やはり あのぅ 財政健全化は重要な課題でもございます

。 、 、財政計画に沿いながらの工事発注が必要であろうと考えておるとこでございます また あのぅ

原油価格や鋼材価格の高騰に際しての積算でございますが、実勢価格を反映するよう適切な積算

を に勤めるよう国からのガイドラインも来ておるような状況でございます また あのぅ 消耗、 。 、 、

、 、 、品等の購入状況につきましては まあ できるだけ町内業者さんからの購入を心がけているものの

先にも言いましたように １９年度から特に物件等予算を削減しての対応をしてきております そ、 。

、の中においてやはり低価なものの購入を検討していかなくてならないという状況はございますが

町内での消費拡大は重要であると認識しております さらに町内の消費を周知してまいりたいと考。

えておりますのでよろしくお願いいたします。

番外。●三上学校教育課長（三上俊二）

はい、学校教育課長。●議長（三上徹）

４点目のご質問にお答えいたします。学校給食や邑智病院における●三上学校教育課長（三上俊二）

病院食への影響でございますが 昨年より食材の仕入価格 概ね１割程度上昇しております しか、 、 。

し 病院現場におきましては 給食費の患者負担は決まっておりますし 食事の内容は落とせませ、 、 、

、 、 、 。んので 仕入れや献立 調理に工夫をしながら経費節減に 大変に努力している状況でございます

また 学校給食の現場であります調理場におい おきましても 子どもの必要栄養量は定められて、 、 、

おり低下させることはできません 従って現行の給食費内で質を落とさないように 同様に工夫を。 、

しながらの経費調整に大変努力している状況でございます。以上です。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

辰田議員。●議長（三上徹）

そういたしますと、最初の一つ目の町内の産業の、状況なわけでございます●辰田議員（辰田直久）

、 、 、 、 、 、 、 、 、が ええと まあ あのぅ 法人や個人の あのぅ その懐具合といいますか 図るのに あのぅ

納税の水準を見ると そのぅ 毎年の変遷とか まあ 儲けがなかったらもちろん税金の方も少な、 、 、 、

くなるわけなんですが まあ そういった面でここ数年の状況は先ほどありましたように 去年か、 、 、

ら言えば５パーから１０パーで 右肩下がりなのであるのか それとも横ばい そういった状況が、 、 、

ずっと まあ 続く ているのか その辺が分かれば教えていただきたいの それと まあ 二つ、 、 、 、 、 、 、

目の物品購入の件でございますが まあ 消耗品等できるだけ町内等で調達できるように努力して、 、

いるという答弁をいただきましたが その点で同一業者に また その へえ あのぅ 偏りはな、 、 、 、 、 、

いかとか 同じ程度のものでそういった入札 そいから随意契約的なものでないものの限りは単価、 、

的に一緒ならそういう まあ 順番いう言い方はおかしいかも知れませんが 満遍なく 町内各地、 、 、 、

で調達するような工夫がなされているのか それとか 例えば 町内で調達できないものはもちろ、 、 、

んしょうがないから 町外で調達されるものもあると思うわけですが そういった面で その ま、 、 、 、

、 、 、 、 、あ 額といいますか その割合といえばだいたい町外と町内でどのぐらいの割で そのぅ 購入

、 、 、 、町が購入する物があるものかどうか そのへんを一つお聞きしたい それと土木関係の あのぅ

入札の件でございますが まあ あのぅ 先ほど平均値で説明がありましたが まあ ここ最近の、 、 、 、 、

入札のお話を聞きますと だいたい予定価格の８０％ぐらいで 土木建築関係の落札がされている、 、

ように聞いておりますが その点 それで業者が果たして儲けを出して給料を払って このままや、 、 、

っていけるかどうかという点について 建設課長さんでしたら だいたいどういった水準ならいう、 、

ことのへんも分かると思うんですが このような状況が続けば返って仕事を受けたとこがしゅわく、
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なるとかいったようなことも ききる 聞くんですが まあ その点の考えについて どう考えて、 、 、 、 、

おられるか 見解があればお聞きしたいと思います まず そこまでで一応 答弁をお願いいたし、 。 、 、

ます。

番外。●大田定住企画課長（大田文夫）

定住企画課長。●議長（三上徹）

１点目の問題でございますが、納税を業種別に調べたことはござい●大田定住企画課長（大田文夫）

ませんで 小売りの状況でございますが これは まあ 商工会での聞き取り調査を申しあげたわ、 、 、 、

けでございますが やはり あのぅ 以前からですね 年々減少傾向というのはあるようでござい、 、 、 、

、 、 。ますが ここ数年については ややその下がりが大きくなってきたというふうに聞いております

それから建設関係は まあ これもご承知のとおりかと思いますが 特に あのぅ 中小企業金融、 、 、 、 、

、 、 、 、なんかの利用についてですね やはり売り上げの まあ 全体のことはとらえられませんけれども

売り上げ減少が まあ 報告があるわけでございますが そういうものを見ましても建設業につい、 、 、

て まあ ここ近年 特に去年あたりは あのぅ よけい売り上げが下がっているというような認、 、 、 、 、

識でおります。以上でございます。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

物品といいますか消耗品、そうした物の町内、町外の割合ということで●日高総務課長（日高禎治）

ございますが 消耗品について全体の率がどうであるとかいうことはちょっと今の段階で把握をし、

。 、 、 、 、 、ておりません というのも まあ 各課全体に渡ること 諸経費 そうしたこともありますので

でございますが 例えば１９年度の 物品につきましては ちょ ちょっとお待ち下さい 物品に、 、 、 、 。

つきましては これはちょっと たまたま あのぅ 消防関係のヘルメット これもう入札で行い、 、 、 、 、

ました まあ こうしたことでですね 町外の方が殆どでございました まあ 入札でございます。 、 、 。 、

ので これは あのぅ 安いところという格好に物品等はなっております また あのぅ １８年、 、 、 。 、 、

度の状況でございますが あ 失礼しました これについては あのぅ バス等 これは町内業者、 、 。 、 、 、

あるいは まあ あのぅ 物品 こうしたもんについてはですね あのぅ 町内外 約 まあ 町、 、 、 、 、 、 、 、 、

。 、 、外の方がちょっと多かったような入札の状況でございます まあ こうして入札で行いますものは

やはり指名業者さんの方出しまして 安い方に落ちてしまうという状況がございます まあ あの、 。 、

ぅ 消耗品につきましても まあ 出来るだけ町内でということで昨年の６月議会で一般質問でも、 、 、

あったとこでございまして まあ そうしたこと務めるようにということは あのぅ 話はしてお、 、 、 、

るとこでございます まあ あのぅ 若干 まあ あのぅ まあ 町内で仕入れが困難なような物。 、 、 、 、 、 、

は町外が主になっておるというとこでございますが まあ 全体的な割合というのはちょっと数字、 、

を掴んでおりません 申しわけがございませんが 議長：同一業者のあれがあった 同一業者をど。 。（ 、

うするんかという あ 失礼しました 同一業者の関係でございますが まあ あのぅ まあ 同） 、 。 、 、 、 、

、 、 、 。一もんの入札等々があればですね まあ 安いところへといいます ようになって来ると思います

そういう意味では同一業者に行くこともあり得るということになろうと思います まあ 入札でご。 、

ざいますので どうしてもそのような格好になろうかと思いますが それは あのぅ そっ どう、 、 、 、 、

いいますか あのぅ まあ にゅう ずい 随契も全部ちょっと把握はしておりませんけども ま、 、 、 、 、 、

あ 同一業者ばっかりではないということもあろうかと思いますが 大変ちょっと 返答にあれで、 。 、

ございますが。

番外。●東税務課長（東義正）
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はい、税務課長。●議長（三上徹）

町民税の変動はどうかというご質問でございますけども、まあ、あのぅ、本●東税務課長（東義正）

年度の当予算 当初予算ベースですから 見込みでございますけども まあ あのぅ 個人分につ、 、 、 、 、

きましてですね 平成１８年度に税源委譲の税率の改正がございまして また ちょっと詳しい推、 、 、

移が分かりませんけども 詳しい手元の資料もございませんが だいたい あのぅ 個人分につき、 、 、 、

ましては 横ばいかやや減少というふうに見ております ただ 法人税につきましてはですね 若、 。 、 、

干 あのぅ 町内の自動車関連の会社等がですね 回復を見とりまして まあ これにつきまして、 、 、 、 、

は若干増えているというふうに認識をしております。

番外。●洲濱建設課長（洲濱芳文）

はい、建設課長。●議長（三上徹）

最近ああして発注いたしまして、落札率が、まあ、非常に低いというと●洲濱建設課長（洲濱芳文）

こでございます 県下 まあ で申しあげます と 西の方からだんだんこう低いのがこう ずう。 、 、 。 、 、

っと今邑南町の方まで来とるという状況でございます まあ 一つの設計書の中を見ますと 直接。 、 、

的に工事していただく直接工事費 そして共通仮設費というのがございまして これは まあ 機、 、 、 、

械の輸送とかあるいは じん 人をですね そこへ一緒に連れて行くというような まあ 輸送費、 、 、 、 、

あるいは安全費等いうものがございますし また 現場管理費というものがございまして これは、 、 、

工事する方でなくて管理される技術者的な経費でございます まあ そして まあ 職員の方の福。 、 、 、

利厚生費等も含んでおるわけでございますが まあ こういう現場管理費 さらには一般管理費と、 、 、

いいまして 本支店経費あるいは事務所の運営費というものがあるわけでございまして まあ 一、 、 、

般管理費で申しあげます と その工事費の内１０数％ ２ ３％というものは本支店経費となっ。 、 、 、

ておるわけでございます 従いまして まあ 工事の価格から８５％ぐらいの落札ということにな。 、 、

りますと まあ 本支店経費 事務所の運営費が出てこないという状況になるんじゃあないかとい、 、 、

うふうに思っておるとこでございます まあ そういう落札して契約するのが続いてまいりますと。 、

非常に問題があろうかというふうに認識しておるとこでございます。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、今の全体的な各課長さんのお話を総合的にまとめますと、景気はあん●辰田議員（辰田直久）

まりよくない方に向かっており それと土木関係の方 特にこの中山間地域には一番の そ 力が入、 、 、 、

っている公共事業についても そういった 取っても 仕事を取っても合わないというような状況が、 、 、

見受けられるようなことを見ますと やっぱり先行き暗いような感じ そしてまた よその また大、 、 、 、

手の資本企業がやって来るということで またしわ寄せを またこの地域が受けようとしているよう、 、

な まあ 状況が かいま見られると思います まあ そういった面でほんならどうしたらいいかい、 、 、 。 、

う まあ ことですが それをすぐええ案が出れば問題ないですが なかなかそういったものも難し、 、 、 、

い 今の世の中格差社会とかいいますが 今のようなやり方をしていくと やっぱり大資本である程、 、 、

、 、度資金力に余裕を持ったとこばかりが 仕事やら物品購入にしてもいろいろなものを持っていって

後の昔からこの地域とともに暮らしてこられた店舗の方という方は もうやめ やめらざるをえんじ、 、

ゃあないかというような状況じゃあないかと思います まあ 町長はよく企業努力でなんとかといわ。 、

れますが もうそういった企業努力も限界にきとるんじゃあないかと私は思う次第でございます ま、 。

、 、 、 、 、あ そういった意味で 最後に町長にまとめで聞かしていただきますが その前に一つ ４問目の

そのぅ 給食の関係について 今説明があったわけですが あのぅ 今 今なんとか献立をやり繰り、 、 、 、 、
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。 、 、 、してやるということで対応できるかもしれません しかし これ 今からまだ小麦粉は１０月から

また値上げ まあ 燃料もまだ下がる傾向にない 給食費には食材ばかりじゃあなしに 光熱費から、 、 、 、

全部かかって来るわけです そういった面では今後それが耐えられなくなったときに 町とすれば補。 、

、 、 、 、 、正でもして給食費を補填するのか それとも食材を まあ 牛肉を豚肉とか鶏肉とか そういった

そんな物を 単価をもっと落としていくのか それとも もう●● 取り消し 保護者の方に負担を、 、 、 （ ）

お願いをするのか どういった そういったとうになったときにはどうされるんか その方針をちょ、 、 、

っと明らかにしておいていただきたいと思います。

番外。●三上学校教育課長（三上俊二）

はい、学校教育課長。●議長（三上徹）

ええと、今の給食費についての再質問でございますが、確かに今、●三上学校教育課長（三上俊二）

給食費ですが 小学校は２４０円 中学校は２７０円でございます これは あくまで材料費だけ、 、 。 、

を今頂戴してもらっております で 先ほどいいましたように１０％副菜が上がってますが その。 、 、

範囲内で今努力している状況でございますが 一応 そのぅ まあ ９月を目途に まあ 学校教、 、 、 、 、 、

育課としましては いろんなデータあるいは食品の推移を今 情報等集めながら資料を整理してお、 、

ります で 一応 あのぅ ９月にはそのものを 一つ給食の 給食会 審議会というのがござい。 、 、 、 、 、 、

ます そこにそういうデータ等あるいは 給食会の 学校教育課の考えと事務局等の考え方を提示。 、 、

しまして その場で今 議員ご指摘の価格を上げるのか それとも一般財源でとりあえず今年度は、 、 、

みるのか 補正をして というようなことを審議していただこうと思っております ちなみに県内、 、 。

では だいたい１４円か１５円 あのぅ いろんな町村で今値上げをされております 邑南町は値、 、 、 。

上げをしておりませんし ほんとに あのぅ 近隣町村に比べるとほんとに一番安い 今状況でご、 、 、 、

ざいます。ということで今の回答にかえさせていただきます。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

まあ、今の給食のことについては、まあ、今後の状況も推移をみながら、ま●辰田議員（辰田直久）

あ 適正に対応していただけることと思いますが まあ あのぅ そのぅ ●● 取り消し 保護、 、 、 、 、 （ ）

、 、 、者の方の負担ももちろん必要になれば理解も得られることとは思いますが まあ その点よく調査

それから また協議の中で だれもが応分な負担ができるような形でまとめていっていただければ、 、

。 、 、 、 、 、 、と私は思っております それと最後にええっと 町長さんにお聞きしますが この まあ １ ２

３点で まあ 町内の景気とそれからよそから来る企業との まあ どういった対応をし するか、 、 、 、 、

ということなんですが まあ あのぅ 町が来ていただきたいいう企業は まあ 先ほどもいいま、 、 、 、 、

したように別といたしましても そういった大規き資本の企業が来るといういうことは まあ 確、 、 、

かに競合する商店さんなんかには大変な痛手であります そういった面では今後も今度こられ ホ。 、

ームセンター系の業者が そのぅ 進出を まあ 予定されているように聞きますが 今後も ま、 、 、 、 、 、

あ みんなが知っているような知名度の高い そういった小売りを始めとしたいろんなサービス業、 、

にしてもいろんなのが進出してこないとはいえません そういったときに町としてはどういった対。

応をするとかいう 基本的な町長の考えをやっぱり示していただいといて こういうときにはやっ、 、

ぱり行政も一口意見をいうて まあ 進出を考え直してもらうとか いろんな面を考慮していかに、 、 、

ゃあいけない時代が来ると思うんですが そういった面で町長の基本的な考えは そういった消費、 、

者保護なのか それとも今からのその地場産業の そのぅ また今までの歴史も加味しながら そ、 、 、 、

ういったものを育てていくのか どちらの方向性 また自分なりのまた考えがあれば少しお聞きし、 、
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たいと思います。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

先ほど、まあ、言われた事例というのはこれは、行政がストップをかけるち●石橋町長（石橋良治）

ゅうわけにはいかんわけでございまして やはり地権者諸々の関係者がですね オッケイ 調印を、 、 、

、 、 、 、 、されればそれは まあ それで もちろんその行政の との開発協議もあるわけでありますけども

それはあくまでもオッケイを前提にしてやるわけでありまして なかなかこれは まあ 難しい問、 、 、

題で いつも そのぅ 例えば大型スーパーが来る どうするかってことにいつももめるんだけど、 、 、 、

も 最終的には来てしまうということであります で それをじゃあ あのぅ 商店街の皆様方に、 。 、 、 、

どうこうするというのはなかなかこれ 行政として直接やるというのは まあ 難しいわけであり、 、 、

ますから なかなかそれは あのぅ こういうふうにしたいということは まあ 言いにくいわけ、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、でありますが やはり こういうことがあるとすれば やはり当然 まあ 情報は早めに入手し

関係の皆様方に早めにやっぱり こういうことがあるよということをやっぱりゆっていかなきゃな、

らないというふうに まあ 思うわけであります で やはり あのぅ 一応 あのぅ こういう、 、 。 、 、 、 、 、

商業の世界というのは まあ いやな言葉ですけども 基本的には市場原理の中でどういうふうに、 、 、

生き残っていくか それぞれがやっぱり工夫をされながらやっていくわけでありますけども そこ、 、

に まあ 行政としては地場的な産業をですね どうやって守り 育生をさしていただくかという、 、 、 、

ことになるわけでありまして 一方で やはりこのぅ 事業をやってらっしゃる方のもちろん自助、 、 、

努力というのがなければ これは基本であります で まあ よく聞くんですけども 例えば そ、 。 、 、 、 、

のぅ 値段でもって折り合わない よう考えてみますと まあ 向こうは町外の大手だと こちら、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 。は個人だと そりゃあ まあ 当然 安い方に流れるというのは これ自然の流れでございます

そうするとどうやって まとまっていくかということをですね 例えば 事業の共同化 こういう、 、 、 、

ことのやっぱり努力は必要じゃあないかと思いますよ 中国木材の進出だって 本来ならバラバラ。 、

、 。 、 。なその業者の方々が これは大変だということで共同化されたわけでしょ あのぅ 広島の例では

そしてそれを受け入れようとするわけですよ まあ それは一つの例でありますけどもね やっぱ。 、 、

り あのぅ 基本はやっぱりそういった工夫知 知恵と工夫が必要だと そして まあ 今一番の、 、 、 。 、 、

問題というのはやっぱり石油の問題ですよね 石油がどんどん上がっているから様々な所へやはり。

影響を及ぼすということについて やっぱこれは当然行政として いわゆる そのぅ 環境も含め、 、 、 、

てエネルギー政策をどうするかということであります で まあ これもですね やっぱりこれは。 、 、 、

民間主導でやっていた いただかなきゃあならんと思います 今 あのぅ ちょうど今申請中でご、 。 、 、

ざいますけども 島根県のある大手の企業が 邑南町の木質バイオマスを利用して森林組合と一緒、 、

になってですね いわゆる地域の熱供給をどうするかということについて 特に まあ 近辺の福、 、 、 、

祉施設に対して 木質バイオマスのエネルギーをどうやって供給していくかっていうことを 今研、 、

究しながら申請をしております まあ こういうこともですね 平行して当然やっていく そこに。 、 、 、

行政はしっかり関わっていく そのことがやっぱり また新たな産業として育生 育っていくとい、 、 、

う可能性が出て来るわけであります こうやったからこうなるという こういう問題ではないとい。 、

うふうに、まあ、思うんでありますけどね。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

はい、まあ、だいたい私が予想をしていた、まあ、ご答弁でありましたが、●辰田議員（辰田直久）
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まあ あのぅ いろんな面で そういった 地域と共にやってこられた商業関係の方も今から先い、 、 、 、

ろんなことが想定される中で まあ 町長としてのそういった地元をどういうふうに考えるかとい、 、

、 、 、う答えに対して期待をもたれている方もおられたんだということを まあ お伝えをいたしまして

次の質問にさい あのぅ 入りたいと思います 二つ目の職員人事の配属 考え方についてお伺い、 、 。 、

いたします 多数の退職者 組織変更等で 新年度は大幅な人事異動が行われました また 新規。 、 、 。 、

採用も おこまれ 行われましたが その選任にあたっては 経験の豊富さや適材適所的な考えの、 、 、 、

元に 当然町長が最終的に判断されたものと思われます その中で 人事評価制度も導入されるよ、 。 、

うでございますが 人事や配属における基本的な考えと今後職員が削減されていく中で 民間委託、 、

等の合理化も含め どのように行政業務の充実と信頼を図っていかれるのか その考えについてお、 、

伺いいたしたいと思います まず 一つ目に管理職の選任 配置転換 そいで新規採用等の選考基。 、 、 、

、 、 、準についての考え そして二つ目に職員の法人派遣がございますが 主に福祉施設でございますが

それの派遣のあり方について 三つ目に職員のそういった今後の削減と 業務のその合理性につい。 、

てどういう考えをお持ちであるか その点をお伺いいたしたいと思いますが 時間の方もだいぶた、 、

っとりますので 聞きたい点を 要点を私ここで あのぅ 先にいいますのでその点についてお答、 、 、 、

えを願えればと思います まあ あのぅ 管理職の選任 配置転換におかれましては まあ 会社。 、 、 、 、 、

でいえば社長が町長 専務が副町長とゆったような形になりまして 最終的には決定されると思う、 、

、 、 、んですが その時にある程度その本人の希望や意見が加味されたものなのか その配置の場合ね

その点はどうか それと新規採用の場合は一応 一般的に一次試験の あのぅ 一般常識的な筆記。 、 、 、

試験があった後 だいたい二次の面接で決まるのが まあ 普通で だと思います そういった面、 、 、 、 。

で あのぅ 成績 その筆記試験の成績が まあ ●●● 取り消し 二段階選抜というか そう、 、 、 、 、 （ ） 、

、 、 、 、 、いうた そこで基準点をつけるような あのぅ 感じになると思うんですが そういった意味で

まあ 試験は県内統一のものかもしれませんが そういったとこで ちょう 邑南町としては独自、 、 、 、

のやっぱりそういった裁量的なものがあるのか というのは あのぅ やはり あのぅ その時の、 、 、 、 、

、 、 、試験が難しい みやすかったとかという部分もありますし それと成績だけで人を判断することは

まず し 私としてはあんまり好ましくないんじゃあないかと思うわけで そういった面ではやっ、 、 、

ぱりこういった地域におかれる職員の方はやっぱり 地域の方とそういったいろんな意味で 率直、 、

に話ができたり いろんな まあ そりゃあ経験やら資格の関係もあると思うんですが そういっ、 、 、 、

た面をやっぱり 社交性とかいろんなものをやっぱり重視するには そういった あのぅ 一応の、 、 、 、

、 、 、試験はあっても そのへんの邑南町としての裁量権といいますか 独自の考え方があるのかどうか

。 、 、 、その点を一つお聞きしたいと思います それと派遣職員の関係でございますが これは あのぅ

、 、 、 、 、 、派遣には職員さんの一応承諾がいるとお聞きしておりますが その まあ 今 派遣では まあ

くるみ学園 それから桃源の家等が まあ あると思うんですが まあ そこ そこらへの派遣の、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、場合 職員さんを選任する場合に まあ 一応印のついてあるというか 承諾を得てる方に まあ

限られるわけですが その方がだいたい職員さんのだいたい 普通 もう９０％近く そういった、 、 、 、

、 、 、 、承諾をされているのか それともされていないのか 私 もしされていない方があるとするれば

やはり承諾は承諾でやっぱり同じ土俵の上でするべきだと その後の選任はやっぱり 地域の施設、 、

とかそういった地域柄とかいろんなものを加味して 町長等が選任されるべきだと思うわけで 最、 、

初からもう その土俵には登ってないといえば もう行き先はここと こことか そういうなんか、 、 、 、

限られた職員の あのぅ 派遣の仕方いうのは少し不自然じゃあない 公平性も保たれてないんじ、 、 、

ゃあないかと思いますが その点の考えについて お伺いをしたいと思います それと今後の職員、 、 。
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、 、 、 、 、削減の業務と合理性ですが まあ 今後ＦＴＴ ケーブルテレビ事業が進みますと いろんな面で

まあ 変わって来ると思われますが それと まあ 民間の参入できる業務も出て来ると思います、 、 、 、

が その点 この先この部署は人数は 減らしたり廃止しても大丈夫だ その代わり この点はま、 、 、 、 、

た民間に委託して そのぅ 職員の削減にも対応できるんだといったようなものの があれば具体、 、 、

的に教えていただきたいと思います。以上です。

はい。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

ええと、３点のお尋ねですけども、まあ、あのぅ、２番については総務課長●石橋町長（石橋良治）

から答弁をさせたいと思います で 管理職の登用で まあ 本人の希望は どうなってるかとい。 、 、 、 、

うことでありますが 当然これは あのぅ 人事でございますので 私ども執行部がしっかり判断、 、 、 、

をして適正に対処しておるということでございますから 本人の希望は聞いておりません それか、 。

ら新規採用でございますけども やはり一定のやっぱり事務能力あるいは事務遂行能力をやっぱり、

必要性があるということもありましょうし 適正的な能力いうことで一次試験をやっとるわけであ、

、 、 、 、 、 。 、りますから で それで まあ ある程度絞って それで二次試験に向かうわけであります で

まあ そこで裁量権という言葉を使われましたけれども あのぅ まあ それぞれ二次試験の面接、 、 、 、

者が 点数をつけるわけであります 最後にはそれを持ち寄ってやはりどういうふうに考えていく、 。

かということで合意性でやっとります で 私の まあ 私が最終決定はあるわけですけども そ。 、 、 、 、

の受験者がこの地域にとってほんとに必要される されるにたる人物かどうか いうことは私は眼、 、

。 、 、 、 、目に選んでおります だからやっぱり 例えばいくら点数がよくてもですね あのぅ 筆記試験の

いわゆるそれで引っ込み思案だとかあるいは消極性だとかいうことは やはりこれはやっぱまずい、

だろうというふうに思っておりますので いかに意欲を持ってやるかということが大事 後はもう、 、

いかに育生をしていくかということは 今度はあとの問題であります そいから まあ ３番目の、 。 、 、

、 、 、 、 、 、職員の削減の まあ 話ですけれども 特に今ここで あのぅ この仕事は民間にということは

まあ 軽々にちょっといえないわけであります 当然 あのぅ 組合とのこれは まあ いろいろ、 。 、 、 、 、

あ 話し合いもあるわけでありますが やはりそういうご指摘のところはですね やっぱりしっか、 、 、

りこう見ていって これはできるということになれば 組合との交渉の中でしっかり議論していか、 、

なきゃならんと思います ただ あのぅ やはり あのぅ 合併したときに この１０年間で２０。 、 、 、 、 、

０人にするという これは一つのも あのぅ 数字ではありますけども 職員はですね 私思いま、 、 、 、 、

すに 例えばこれ正に地域の戦力でもあるわけですね 地域の戦力 例えばその災害等々でも随分、 。 。

その必要性を があるわけであります だから あのぅ やはりその地域地域 支所支所 あるい、 。 、 、 、 、

は本庁 そこをですねやっぱりよくその必要性に応じて ただ機械的に何名まで削減しますと い、 、 、

うようなことはやはり あのぅ いえない その地域の必要性に応じて どうやって配置していく、 、 。 、

か、その結果がこういう数字になりますということになろうかと思ってます。

番外。●日高総務課長（日高禎治）

はい、総務課長。●議長（三上徹）

辰田議員さん２点目の、に、２問目、法人への職員派遣のあり方という●日高総務課長（日高禎治）

ことで 具体的なご質問で ございました まず 本人のしょうに 承諾が どうなっているかと、 、 。 、 、 、

いうことでございまして まあ あのぅ これは結論からいいますと 全員承諾印をもらうと 承、 、 、 、 、

諾書を出していただいとるということでございますし まあ その前にですね 全職員から自己申、 、 、

。 、 、告書というものをこう出していただくようにしておるとこでございます まあ そこにもう既に
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まあ 希望とかあるわけでございまして まあ それが全部がそのままに行くとは限りません で、 、 、 。

すが まあ そうしたところも見ながらですね 本人さんに その法人派遣についてはその承諾を、 、 、 、

いただいて 今派遣をしておる職員さん全員が まあ 承諾印を貰っておるというのが結論でござ、 、 、

います いう いうことで あのぅ 辰田議員：職員全員が一応どこへ派遣されてもいい承諾はし。 、 、 、（

とるいうこと いや 今出ておる派遣しておる職員の承諾はとっておる 辰田議員：それはもち。） 、 。（

ろん そうでないと派遣できないはずですから ええ 辰田議員：ですが それで派遣されてな、 。） 、（ 、

い方は承諾してないと まあ 行きませんわね 先に任命が先なんですか それとも承諾をされと、 、 、 、

る人の中から選任するんですか 職員の中から 派遣 聞き取れず まあ あのぅ はい あの） 、 、（ ）、 、 、 、

ぅ 自己申告書によって まあ 今のようにですね 応 応じる 応じない あるいは まあ あ、 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、のぅ 現在考えてないとかですね まあ そうしたのがあるわけでございますが まあ その中で

、 。 、 、まあ 応ずるという者について派遣をしておるというのが実情でございます ということで まず

応ずるということで あのぅ 出てきた者について承諾書を貰っておるというのが実態でございま、 、

す。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。●議長（三上徹）

ええと、今の中で、まあ、あのぅ、採用試験それと、まあ、管理職等の、ま●辰田議員（辰田直久）

あ 抜擢の中で まあ あのぅ 町長が あのぅ まあ 試験は まあ ええ点でも そういった、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、引っ込み思案とかなんとかいうの場合は考えるとかいうことでありましたが まあ これは まあ

、 、 、 、町長の主観の まあ 基に判断されることだと思うんですが そうじゃあなくて一般的に例えば

まあ 今回 あのぅ 地域懇談会で出たという そういう地域性のことを言われる方もある 私は、 、 、 、 、

別にたまたまその世代層が あのぅ その地域的にばら アンバランスであったから 今の課長さ、 、 、 、

んが そのぅ 地域がばらばら ばらついていたとかいう じゃあなあ 偏っていたというのは別、 、 、 、 、

に問題ではないと思いますが ただ今後 まあ あのぅ 職員さんの資質というか そういった面、 、 、 、 、

を上げていくためには やっぱり年齢ではない あのぅ 努力とか経験とか そいから貢献度とか、 、 、 、

いろんな意味を加味して決めていかれんと やっぱり これ順番だけえとか そういった形に捕ら、 、 、

われる方が私はおかしいというか その地域性じゃあなしに やっぱり年功序列的な考えも必要で、 、

、 、 、はありますが やっぱり努力をすれば それが報われるというようなこともやっぱり一つの指針に

。個々のそういった性格とかじゃあなしにやっぱり考えていくことも必要じゃあないかと思います

それとやっぱり人事考課制度がやっても それが全部が全部完璧じゃあなくて それがあることに、 、

よって また難しくなる点も確かに出て来るような気もいたしますので そういたし そうといっ、 、 、

、 、 、 、 、ても 最終的にはやっぱり決めるべき人が決めないと これは人事配置も まあ できませんので

まあ そういった面を まあ 私がどうこういうことじゃあありませんが 基本的な町長さんの考、 、 、 、

えはそういった管理職等抜擢する前には まあ こういったことを まあ 考慮しているんだとい、 、 、 、

う点があれば お聞きしたい それと今の 法人への派遣ですが ええと 職員さんのやっぱり意、 。 、 、 、

見やそいから希望が まあ ある程度 ほいじゃあ 聞かれとるいうことになりますよね 今のあ、 、 、 、 、

。 、 、 、 、 、 、 、 、れでいくと ほいで や 役職の方の抜擢等には町長さんは まあ 話は まあ 聞かれ それ

それは確かに話が違うもんだけ いいんですが ただ 今の派遣されている職員さんをみるとやっ、 、 、

ぱりこれは旧石見地区に派遣先が まあ 多いわけですが やっぱり石見の職員さん 旧石見の職、 、 、 、

員さんが まあ 多いというのも まあ 分かるわけです そうなって来ると なんかそのへんで、 、 、 、 。 、

職員さん同士でいろんな あのぅ 話の中で やっぱりそこへい い いく人も まあ 承諾せん、 、 、 、 、 、 、
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限りにゃいかないわけですから まあ あのぅ 行かない職員さんとかあるわけですが なんか私、 、 、 、

は一応全部が一応どこへ配置されてもいい形にしておいて それから先は今の選任権者がこの施設、

については もし 例えば むがんがいしつ 無断外出者がおった場合には その地域のことよく、 、 、 、 、

わかっているもんの方がすぐ対応できて すぐ招集掛けられるから その方がいいから この職員、 、 、

でやっとるだとかいうような こうなら理解できるんですが 初めっからもう この職員さんたち、 、 、

は まあ 行かないことになっとるから まあ そこへ抜擢することはないという形で そういう、 、 、 、 、

派遣制度があるいうのはちょっと あのぅ おかしいと思うのは私だけかもしれませんが その点、 、 、

についての、お考えがあれば、お願いをしたいと思います。

番外。●石橋町長（石橋良治）

はい、石橋町長。●議長（三上徹）

まあ、あのぅ、法人のことはちょっと、また課長から答弁させますけど、ま●石橋町長（石橋良治）

あ 管理職の話でしたですね まあ あのぅ 私の気持ちとだいたい一致したという まあ 地域、 。 、 、 、 、

と言うことではなくて で やっぱり あのぅ 登用するときに 私が一番 まあ 思ったのは管。 、 、 、 、 、 、

理職ですから部下を抱えとるわけですよ 従って部下をどう育成し 使っていくかっていうことが。 、

、 。 、 、ね 一番私は管理職が求められる能力だと思うんです で そういうところやっぱり見た場合に

今回の結果になったということも一つ言えるんだろうと思います で ただ あえて一つ言いたい。 、 、

のはですね ちょうど まあ 今回の登用の年代クラスが何人かおりますねえ 旧石見町の職員の、 、 、 。

年齢層は非常に薄かったということです 薄かったと 私はこれを感じてですね やはりいくら財。 。 、

政的に厳しいといえども 毎年毎年一定の若干名でもいい ですから一定の一定のやっぱり職員を、 、

、 、 、 、 、採用していかないと これは大変なことになるなあと というふうな まあ 思いがしたわけで

今後とも基本的には継続して採用していきたいなという気持ちでおります。

番外。●山本副町長（山本忠徳）

はい、副町長。●議長（三上徹）

派遣職員の、まあ、あのぅ、派遣までの本人の意思確認ということについ●山本副町長（山本忠徳）

、 、 、 、 、て もう少し一考すべきではないかというご意見でございましたけれども まあ 現在 あのぅ

合併当時８６名いらっしゃった方が今５２名ぐらいに減ってきておりまして まあ これは あの、 、 、

ぅ 合併前から 暫時こう 減らしていこうということで退職者の２分の１を減らしていこうとい、 、 、

う形での協定がなされておりますので まあ それ以上のペースで今進んでおるわけでございます、 、

けれども やはり 職員さんの中には自己申告しますと 今５２名出とられますけれども かなり、 、 、 、

の方が残りたいという意思表示をなされております まあ そういう方々をこちらの方にまた帰っ。 、

、 、 、てきてくださいと 事務職をやってくださいというのもどうかなという部分もございますし まあ

どうしても残りたいという方もいらっしゃるというような現状の中では まあ バランス的にみま、 、

すと 今退職者等 それからあちらに残られとる方が まあ ちょうどいいバランスといえばちょ、 、 、 、

っと語弊がございますけれども まあ そういった環境を今 中で 派遣先への人事異動をさして、 、 、 、

いただいとるという状況でございますので まあ 全員の方を一応まな板の上に載せて あなたは、 、 、

もう 現場の方へ行ってくださいということ １回だけやりました ３名の職員が新規採用しまし、 、 。

た時に １年交代で まあ 一応福祉現場の方も合併かし いたしましてから１回だけは １年だ、 、 、 、 、

けは福祉現場での勉強も必要であろうということで 派遣先に応じくれということでこちらの方で、

説得していったこともございますけれども まあ １年では またこれはもまた行った方もなかな、 、 、

か 全部技術が習得できるわけでもございませんし また 受け入れる側も１年で帰られる方につ、 、 、
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、 、 、いてはまた問題があるというようなご指摘もございましたので まあ それからはそういった形は

形態は取らずに 先ほどいいました 自己申告を尊重さしていただいて 派遣をさしていただいて、 、 、

いるという現状でございますのでご理解を賜りたいと思います。

はい、議長。●辰田議員（辰田直久）

はい、辰田議員。あと時間がございませんので、３番目ができれば●議長（三上徹）

はい、今の派遣の問題ですが、まあ、あのぅ、法人派遣は一応５年という最●辰田議員（辰田直久）

長年月いうものが 一応区切ってあるわけでして まあ そのぅ ５年目が まあ 来る時期もま、 、 、 、 、 、

いりますので その時にはやっぱり一応そういったもの もう一度見直してみることも出て来るん、 、

じゃあないかと思いますし まあ そんなにたくさん派遣先があるわけでもないですし まあ そ、 、 、 、

の点またいろいろと 職員さんの意見も聞いて 進めていっていただきたいと思います まあ あ、 、 。 、

のぅ 今議長からありましたがあと５分ということで あと１問の方は まず それは無理だと思、 、 、 、

います そういった意 意味でせっかくいろんな意味で調べていただいてる課長さん 関係者の方。 、 、

があるわけでございますので これは９月に必ずもう一度 私の方 またいろいろと隈無くいろん、 、 、

なこと調査いたしまして より一層詳しい質問をさしていただきたいと思いますが まあ だいた、 、 、

い どういったことかが聞きたかったかということほどいわしといていただければ またそれなり、 、

に９月に対応していただけるんじゃあないかということで その点だけ言いっぱなしにはなるかと、

、 、 。 、 、 、思いますが 大変 失礼ですがお願いをいたします まあ あのぅ 在宅介護等の問題について

まあ 挙げたわけですが まあ 在宅介護に限らず 今お年寄りが増える一方で 逆に言えばそれ、 、 、 、 、

を介護できるというった資格者とかそいから まあ もちろんそういった人が だんだん少なくな、 、 、

って逆にいえば 今言われてるには文化や習慣の違う異国の方に面倒をみてもらうようになりゃあ、

せんだとかいう まあ 話も出とるわけですが しかしながらこういう地域に至って 福祉の町で、 、 、 、

もあるこの邑南町が それ そういうことになるいうようなこたあ まず あってはならないこと、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、でもありますし そういった面では あのぅ 私はもっと あのぅ しゃ 社協さんいうのが一番

こう地域に根ざした活動されとると思うんですが もっと あのぅ 行政の方もそれを利用すると、 、 、

いうか あのぅ 活発に動いて貰うように持っていく方法はないかと まあ 思うわけです そり、 、 、 、 。

ゃあ社協の職員さんの中に からも意見を聞くんですが もっとこうして貰っても 私らは対応し、 、 、

たいんだがなというところもあるように見受けます そういった面では行政とそういったサービス。

、 、 、 、業者というか 現場で働かれる人の団体 そういったとこと もっと密接にいろんな連絡というか

連携を取られて そういったニーズに対応でき そいから行政の方も まあ 国やら県の制度のも、 、 、 、

とに動かなければいけないということもあるわけですが やっぱりこの邑南町の そのぅ 高齢化、 、 、

、 、 、率とかいろんな 地域が広うて 広いし隣までが結構あるようなとこもたくさんあるわけですので

その点をまた 加味していただきたいのと まあ もちろんケーブルテレビ事業もそういった福祉、 、 、

に活かせる具体的なことも早く示していただきたいという点もあるわけでございますが そういっ、

たことを是非とも念頭に置くとともに そういったお医者さんの育成する制度 あのぅ 地域から、 、 、

お医者さんを出そうというのもあるわけですが 今から先 看護師にしても そういった福祉の面、 、 、

の介護士にしても そういった子供さんを地元から育てて そいからまた帰ってきて働いていただ、 、

くようにするためにも私は 福祉課 保健課 教育委員会等が連携して そういった小中学校の子、 、 、 、

、 、 、 、供さん 今でもやっとられると思うんですが そこへ行って そういった介護の状況を見てもら

見 見たり そいから実践してもらったり そこのなんかのきっかけを まずつくって そういっ、 、 、 、 、

たことに興味を子供さんに持っていただいて やっていくことも一つの こういった福祉を守って、 、
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いく上で必要なことじゃあないかと まあ 私は思っておりますので 是非ともそういった横の連、 、 、

、 、 、 、携も取られたり そういった今の法人等の連携も密接に取られて そのぅ 介護施設の不足とか

病床 あのぅ 療養病床の減少に があっても対応できるような 在宅でも対応できるような 訪、 、 、 、 、

問でも対応できるようなことを考えて もちろんそういったことにならんような介護予防も是非と、

もしていただけなけては ならないと思っておりますので そういった面で 是非とも 検討をお、 、 、 、

願いいたしたいと思います それでは あのぅ ９月に必ず お聞きいたしますので また課長さ。 、 、 、 、

、 、 。 。ん 大変申しわけございませんが よろしくお願いいたします 以上で終わらしていただきます

ちょうど時間もきまして、辰田議員の質問が途中になりましたが、まあ、９月にま●議長（三上徹）

た十分やるということでございますので、それまでにしっかり勉強しておいていただきたいと思い

ます。以上で、まあ、辰田議員の一般質問は終了いたしました。

～～～～～～～～○～～～～～～～～

散会宣告

本日はこれにて散会をいたしたいと思います。どうもご苦労さんでございました。●議長（三上徹）

―― 午後 ４ 時１５分 散会 ――


